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令和３年第５回南関町議会定例会（第１号） 

令和３年９月６日 

午前１０時００分開議 
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日程第２ 会期決定について 

日程第３ 諸般の報告について 
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日程第５ 報告第２号 令和２年度南関町財政健全化判断比率の状況について 

日程第６ 議案第42号 南関町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

基準に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

日程第７ 議案第43号 令和2年度南関町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第８ 議案第44号 令和2年度南関町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第９ 議案第45号 令和2年度南関町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
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日程第10 議案第46号 令和2年度南関町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定に
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日程第11 議案第47号 令和2年度南関町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第12 議案第48号 令和2年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第13 議案第49号 令和2年度南関町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第14 議案第50号 令和３年度南関町一般会計補正予算(第2号)について 
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いて 
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日程第18 議案第54号 令和3年度南関町下水道事業補正予算(第2号)について 

日程第19 議案第55号 物品売買契約の締結について 

日程第20 議案第56号 南関町過疎地域持続的発展計画を定めることについて 

日程第21 議案第57号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について 

 

日程第22 一般質問 
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１番 西 田 恵 介 君         ２番 北 原 浩一郎 君 
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  ７番 立 山 秀 喜 君 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名（11名） 

町 長 佐 藤 安 彦 君  税務住民課長 東 田 彰 夫 君 

副 町 長 大 木 義 隆 君  福 祉 課 長 田 中 龍 城 君 

教 育 長 谷 口 慶志郎 君  経 済 課 長 田 口  明  君 

総 務 課 長 古 澤  平  君  建 設 課 長 嶋 永 健 一 君 

会 計 管 理 者 竹 崎 俊 一 君  教 育 課 長 赤  木  二三也君 

まちづくり課長 坂 田 浩 之 君   

  

５．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

議会事務局長 橋 本 清 孝 君  書  記    福 山 尚 樹 君 
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               開会 午前１０時００分 

             ―――――――〇―――――――             

〇議長（橋永芳政君） 起立。礼。おはようございます。着席。 

ただいまから令和３年第５回南関町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

議事日程等は御手元に配付のとおりです。 

なお、７番議員、立山秀喜君から会議規則第２条の規定により、欠席届が提出されて

いますので御報告いたします。 

 日程第 1 会議録署名議員の指名について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、４番議員、５番議員を指名

します。 

             ―――――――〇――――――― 

 日程第 2 会期決定について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第２、会期決定についてを議題にします。 

お諮りします。 

本定例会の会期については、本日から９月１０日までの５日間にしたいと思います

が、御異議ありませんか。 

             ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、本定例会の会期は本日から９月１０日までの５日間とすることに決定

しました。 

             ―――――――〇――――――― 

 日程第 3 諸般の報告について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

報告の第１点は、令和３年度町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会についてで

す。本研修会は、去る７月２０日、大津町文化ホールで開催されました。研修では、

跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授鍵屋一氏を講師に迎え、「コロナ禍での

自治体防災マネジメントと議員の役割」というテーマで講演がありました。鍵屋氏は、

新型コロナウイルス感染症において病気が不安を呼び、不安が差別を生み、差別が更

なる病気の拡散につながる負のスパイラルへの注意が必要であり、特に感染者への

「差別」があってはならないことを強調されました。災害対策においては、「正常化

の偏見」として、自分にとって都合の悪い情報を無視したり、過少評価してしまう人

間の特性を改めるべきであることや、「自助・共助・公助」に加えて「近所」の重要

性を説かれ、また、災害時の議会・議員の役割として、やるべきこと、やってはいけ
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ないことなどを多岐にわたり具体例を交えて話されました。報告の第２点は、令和３

年度町村議会正副議長研修会についてです。本研修会は、去る８月２５日、ビデオ会

議システムの Zoom を利用したオンライン形式で開催されました。研修では、進藤

技術事務所所長・工学博士進藤勇治氏を講師に迎え、「ＳＤＧｓの国際的な取組の現

状と展望、日本の役割」というテーマで講演がありました。１７の目標と１６９の達

成基準からなるＳＤＧｓでは、現在欧州の取組が先行しているが、日本に置いても国

際社会で大いに力を発揮できる分野であり、自治体のみならず、企業でも取組むこと

により企業価値を高め、新たなビジネスチャンスを生み出す機会になると解説され

ました。報告の第３点は、例月出納検査報告及び令和３年度第一回定期監査の報告に

ついてです。本件については、南関町監査委員に関する条例第１４条の規定によって

監査委員、繁松哲也君、打越潤一君より令和２年度令和３年５月分、令和３年度５月

分、６月分、７月分の出納検査結果及び令和３年度第一回定期監査の結果について報

告がなされています。内容については、その写しを御手元に配付していますのでこれ

を省略します。 

             ―――――――〇――――――― 

 日程第 4 陳情の委員会付託について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第４、陳情の委員会付託についてです。 

閉会中に受理した陳情は、御手元に配りました陳情書の写しのとおり、１件を所管の

常任委員会に付託しましたので報告します。 

ここで、町長から挨拶の申出があっていますので、これを許します。町長。 

〇町長（佐藤安彦君） 皆様、改めましておはようございます。 

令和３年第５回南関町議会定例会の開会において、令和２年度南関町一般会計ほか

歳入歳出決算認定について、令和３年度補正予算案、その他諸議案の御審議をお願い

するに当たり、一言御挨拶を申し上げ、議員の皆様並びに町民の皆様に一層の御理解

と御協力をお願い申し上げる次第であります。本年は、５月１５日と過去２番目に早

い梅雨入りで、平年よりも早い７月１３日に梅雨明けし、水不足となることを心配し

ておりましたが、梅雨明けの８月１１日を降り始めとして、８月１８日までの８日間

で９１１ミリ、８月１２日から１３日の２４時間雨量が３２８ミリと８月の総雨量

としては記録的なものとなり、昨年に続き甚大な災害が発生し、激甚災害にも指定さ

れる見込みとなっております。ただし、令和２年７月豪雨との違いは、短時間に集中

した豪雨ではなかったために、河川の増水等が急激ではなかったと思われ、被害件数

も昨年と比較すると、少ない件数で治まったものと思われます。町としましては、町

民の皆様の安全・安心な暮らしを守るために、８月１１日から１９日の朝まで避難指

示や高齢者避難を発令し、消防団等の協力により町内全域の安全確認等を行うとと

もに、８月１２日午前１０時から１９日午前６時まで避難所等を開設し、１３日午前

５時が最大で１６世帯、２６人の方に避難していただきました。被害の内容としまし



 

7 

 

ては、各区長さんから提出された被害届も２７０件程となり、道路・河川護岸の崩壊、

農地・農業用施設の崩壊、住宅への土砂の流入、令和２年７月豪雨災害の増破などと

なっております。今後は、１０月の公共災査定、１１月の農災査定の準備を進めてい

くこととしており、一日も早い復旧・復興に向けて全災害箇所を竣工させたいと考え

ております。また、９月以降も台風の発生なども想定されますので、引き続きしっか

りとした危機管理体制を維持していきたいと思います。全世界を巻き込んで、依然と

して感染が続いている新型コロナウイルス感染症に関しては、全国で過去最高の感

染者数が繰り返し報告された中で、有明地域周辺においても、これまでにないような

多数の感染が発生しており、南関町でも、７月２７日から昨日までに１６人の方の感

染が確認されており、昨年からの感染者総数が４０人となっております。国において

は、９月１２日までの期間を対象として、緊急事態宣言とまん延防止等重点措置を３

３都道府県に発令しており、熊本県にも、引き続きまん延防止等重点措置が発令され

ており、現在は熊本市のみが対象地域となっております。しかし、南関町も含めたそ

の他の県内全域にも飲食店への営業時間短縮や不要不急の外出の自粛など、厳しい

対策が講じられているところです。町民の皆様に対しましては、新しい生活様式での

生活に御協力いただきますとともに、感染者の状況に応じて町施設の利用制限や各

種活動の自粛、会議等の中止・書面決議など、厳しい生活環境の中での御理解と御協

力に心から御礼を申し上げます。また、今後もコロナウイルス感染症の終息に向けて

の取り組みに御協力賜りますようよろしくお願いいたします。ワクチン接種につき

ましては、８月上旬までに高齢者で希望される方の接種がほぼ完了し、現在は、１２

歳以上の全ての方を対象としたワクチン接種を進めておりますが、若い年代の方の

接種が想定しておりました数よりも少ない状況にありますので、接種しやすいよう

な環境を取り入れて、なるべく多くの方に接種していただけるようにしていきたい

と考えております。明るい話題としては、東京２０２０パラリンピックが８月２４日

から昨日まで開催され、南関町出身で町民栄誉賞第１号の浦田理恵さんが選手団の

副主将として、開会式で素晴らしい感動的な選手宣誓を行われました。また、ゴール

ボール競技に出場され、皆様御存じのとおり大活躍の中で、見事銅メダルを獲得され、

記憶と記録に残るものとなりました。改めて、浦田理恵さんの活躍を誇りに思うとと

もに、栄誉を称えたいと思います。ここに来て、国内の最大の話題となっているのが、

９月２９日に決定した自民党の総裁選、１０月２１日で任期満了となる衆議院解散

も含めた総選挙であり、厳しいコロナ禍ではありますが、全ての国民の皆様が安全・

安心で、心豊かに暮らせるような政治に繋がるような総選挙になってほしいと願う

ところであります。町内の動きの中では、新庁舎等建設工事が順調に進んでおり、予

定通り、１２月末の完成を待つこととなりますが、工事期間中は特に、近隣地域の皆

様には御迷惑をおかけしておりますが、もうしばらくの間、御理解と御協力をよろし

くお願いいたします。また、同敷地内に建設されている有明広域消防南関分署につい
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ては、既に竣工し、９月２８日火曜日に落成式を行い、１０月１日金曜日に、新庁舎

開庁となる運びとなっております。米田区をはじめ多くの方に御心配をおかけして

おりましたバンブーフロンティア関連事業につきましては、７月２７日に相手方を

モリショウグループとして、バンブーフロンティアとバンブーエナジーの「譲渡契約

の締結」が行われ、８月２７日に譲渡が実行され、今後は、南関バンブーフロンティ

ア、南関バンブーエナジーとして事業活動が開始されることになります。一連の動き

については、広報なんかんに掲載し、町民の皆様にもお知らせしていきたいと思いま

す。以上、現在の状況等も含めて、お話をさせていただきましたが、今回の議案の提

案につきましては、令和２年度南関町財政健全化判断比率の状況についての報告が

１件、南関町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営基準に関する条例

等の一部改正についてが１件、令和２年度一般会計歳入歳出決算認定についてのほ

か各特別会計の歳入歳出決算認定についてが６件、令和３年度一般会計補正予算に

ついてのほか各特別会計の補正予算についてが４件、物品売買契約の締結について

が１件、南関町過疎地域持続的発展計画を定めることについてが１件、定住自立圏形

成協定の一部を変更する協定の締結についてが１件を提案しています。特に、一般会

計補正予算は福祉課・介護保険費の「介護基盤整備事業補助金」1005 万 7000 円、保

健センター・予防費の「予防接種、個人接種・集団接種委託料、集団接種会場運営委

託料」2488 万 4000 円、建設課・農地費の「小災害復旧費補助金」1000 万円、道路

維持費の「維持工事費」2000 万円。農地災害復旧費の「測量設計委託料」2000 万円、

河川等災害復旧費の「測量設計委託料」1000 万円など 1 億 6646 万 5000 円を増額

し、一般会計の総額を 74 億 3530 万 4000 円としているところであります。御審議の

上、御承認賜りますようお願い申し上げまして、定例会開会に当たっての御挨拶とさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

             ―――――――〇――――――― 

〇議長（橋永芳政君） お諮りします。 

日程第５、報告第２号から日程第２１、議案第５７号までの議案を一括上程し、提案

理由の説明を求めたいと思いますが、御異議ありませんか。 

［ 「異議なしと呼ぶ者あり」 ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、日程第５、報告第２号から日程第２１、議案第５７号までの議案を一括

上程することに決定しました。 

〇議長（橋永芳政君）議案は御手元に配付してあります。議案名を事務局長に朗読させます

ので、確認をしてください。議会事務局長。 

〇議会事務局長（橋本清孝君） それでは、日程第５、報告第２号から日程第２１、議案第

５７号までの議案名を読み上げます。 

                 ［議案名朗読］ 
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日程第５ 報告第２号 令和２年度南関町財政健全化判断比率の状況について 

日程第６ 議案第４２号 南関町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営基

準に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

日程第７ 議案第４３号 令和２年度南関町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第８ 議案第４４号 令和２年度南関町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第９ 議案第４５号 令和２年度南関町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第 10 議案第４６号 令和２年度南関町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて  

日程第 11 議案第４７号 令和２年度南関町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第 12 議案第４８号 令和２年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第 13 議案第４９号 令和２年度南関町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第 14 議案第５０号 令和３年度南関町一般会計補正予算(第２号)について 

日程第 15 議案第５１号 令和３年度南関町国民健康保険特別会計補正予算(第１号)に

ついて 

日程第 16 議案第５２号 令和３年度南関町介護保険事業特別会計補正予算(第２号)に

ついて 

日程第 17 議案第５３号 令和３年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)

について 

日程第 18 議案第５４号 令和３年度南関町下水道事業補正予算(第２号)について 

日程第 19 議案第５５号 物品売買契約の締結について 

日程第 20 議案第５６号 南関町過疎地域持続的発展計画を定めることについて 

日程第 21 議案第５７号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について 

〇議長（橋永芳政君） 配付漏れ等ありませんか。 

             [ 「ありません」と呼ぶ者あり ] 

〇議長（橋永芳政君） 配付漏れなしと認めます。 

それでは、ただいまから提案理由の説明を求めます。担当職員は順次説明をしてくだ

さい。総務課長。 

〇総務課長（古澤 平君） 報告第２号、令和２年度南関町財政健全化判断比率の状況につ

いて御説明申し上げます。地方公共団体の財政健全化に関する法律第３条におきまし

て、地方公共団体の長は毎年度、前年度の決算の提出を受けた後、速やかに実質赤字

比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率並びにその算定の基礎と
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なる事項を記載した書類を監査委員の審査に付し、その意見を付けて当該健全化判断

比率を議会に報告しなければならないと規定されているところでございます。次のペ

ージをお願いいたします。実質赤字比率につきましては、早期健全化基準１５％に対

しまして、実質収支額が１億１,７４４万円の黒字でありましたので、実質赤字比率

はございません。次に、連結実質赤字比率につきましては、早期健全化基準２０％に

対しまして、特別会計を含めました実質収支額は黒字でございましたので、連結実質

赤字比率はございません。また、実質公債費比率につきましては、公債費や公債費に

準じた経費の比重を過去３年間の平均で示す比率でございますが、健全化は早期健全

化基準２５％に対しまして、当町の実質公債費比率は基準内の８.５％でございます。

最後に、将来負担比率につきましては、地方債の残高のほかに一般会計や特別会計が

将来負担すべき実質的な負債を捉えた比率でございますが、早期健全化基準３５０％

に対しまして、当町の将来負担比率は１８.５％でございます。なお、監査委員の意見

書は別添のとおり、特に指摘すべき事項はないとのことでございます。以上、報告い

たします。 

〇議長（橋永芳政君） 福祉課長。 

〇福祉課長（田中龍城君） 第４２号議案、南関町指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営基準に関する条例等の一部を改正する条例の制定について、提案理由及

び議案の御説明をいたします。提案理由につきましては、指定居宅サービス等の事業

の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令（令和３年厚生労働省令

第９号）の公布に伴い、関係条例を改正する必要があるためでございます。今回の関

係条例の改正につきましては、四つの条例を行うこととなります。一つ目が、南関町

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例です。二つ

目が、南関町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等

に関する条例です。三つ目が、南関町指定介護予防支援等の事業の人員、及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例です。四つ目が、南関町指定居宅介護等の事業の人員、及び運営に関する基

準を定める条例です。今申し上げた四つの条例が改正する内容と関連しているため、

一括改正することになります。また、改め文の第１条から第４条の全てに共通するも

のとして、感染症対策の強化。業務継続に向けた取組の強化。ハラスメント対策の強

化。会議や多職種連携におけるＩＣＴの活用及び高齢者虐待防止の維持等に係る規定

を追加するものでございます。附則でこの条例は、公布の日から施行し、４月１日か

ら適用することとしております。以上で、南関町指定地域密着型サービスの事業の人

員、設備及び運営基準に関する条例等の一部を改正する条例の提案理由及び議案の説

明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

〇議長（橋永芳政君） 会計管理者。 
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〇会計管理者（竹崎俊一君） 第４３号議案、令和２年度南関町一般会計歳入歳出決算認定

についてから、第４９号議案、令和２年度南関町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定についてまでの議案を一括して御説明申し上げます。地方自治法第２３３条第

３項の規定により、監査委員の審査に付した決算を監査委員の意見を付けて議会の認

定に付さなければならないため御提案するものでございます。御手元にお配りしてい

ます決算認定用説明資料の令和２年度各会計歳入歳出決算総括表と各決算書で御説

明いたします。最初に説明資料の決算総括表を御覧ください。一般会計歳入歳出決算

と６件の特別会計歳入歳出決算を合わせた収支状況につきましては、総括表１番下の

行の合計欄でＢ列の歳入決算額は、116 億 9,831 万 8,292 円。Ｃ列の歳出決算額は、

１１４億８，５８３万２，２０２円。Ｄ列の差引き残額は、２億１,２４８万６,０９

０円となり前年度に対しまして、３,６２４万５,１６８円。１４.６％の減となってお

ります。まず、第４３号議案、令和２年度南関町一般会計歳入歳出決算でございます

が、決算総括表のＡ列、歳入歳出予算額は、９９億１,７０８万９,０００円。Ｂ列の

歳入決算額は、８３億６,８６９万４,５１１円。Ｃ列の歳出決算額は、８２億１,４８

８万１,０６５円でＤ列の差引き残額は、１億５,３８１万３,４４６円となります。前

年度に対しまして８.２％の増となっております。Ｄ列の翌年度へ繰り越すべき財源

としての３,６３７万３,０００円を差し引いたＧ列の実質収支額は１億１,７４４万

４４６円です。同額を純繰越金として令和３年度に繰越しており、前年度と比較しま

すと２,２７１万９,４８９円。１６.２％の減となっております。また、Ｅ列の翌年度

繰越し額としましては、１５億８,０２８万２,０００円で主なものとしまして、災害

復旧費の農地等災害復旧事業及び河川等災害復旧事業、消防費の防災行政無線整備事

業、土木費の道路新設改良事業などでございます。また、不納欠損額は１８１万９,５

７９円でその内訳としまして、町税が７９万６,１８９円。公営住宅使用料が９７万

３,３９０円。諸収入が５万円となっております。続きまして、一般会計の決算書の１

ページから７ページを御覧ください。まず１ページから３ページの歳入につきまして

ですが、歳入合計欄の収入済額８３億６,８６９万４,５１１円の構成比率につきまし

ては、各款ごとに大きい順から申し上げますと、まず、１１款地方交付税、２０億５,

２６１万２,０００円。２４.５％。１５款国庫支出金、１９億６,６７４万５７６円。

２３.５％。２２款町債、１３億２,７７３万円。１５.９％。１款町税、１２億６,３５

５万８,５１９円。１５.１％。などとなっております。４ページから６ページの歳出

につきましてですが、歳出合計欄の支出済額８２億１,４８８万１,０６５円の構成比

率につきましては、各款ごとに大きい順から申し上げますと、２款総務費、２３億６,

１０７万３,４３７円。２８.７％。３款民生費、１７億５,５５１万１,６９９円。２１.

４％。４款衛生費、８億６,２７６万５,０８８円。１０.５％。１０款公債費、７億４,

８０７万９９７円。９.１％などとなっております。前年度と比較しますと、歳入が１

７億４,５７８万９,２１１円。２６.４％の増。算出が１７億３,４１３万６,７００円。
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２６.８％の増となっております。歳入では、主なものとしまして、１８款寄附金のふ

るさとなんかん応援寄附金が１億４,１９６万８,０００円。１５款国庫支出金２項、

国庫補助金の特別定額給付金事業費補助金、９億５,６１０万円。新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金が、２億２,４８０万２,０００円。１３款分担金及

び負担金、２項負担金の火葬場和水町負担金が２億３９１万６,７２３円などとなっ

ております。歳出では、２款総務費１項総務管理費の庁舎建設工事前払い金が６億１,

６００万円。特別定額給付金が９億５,６１０万円。８款消防費の防災行政無線同報

系デジタル化工事前払い金が１億４,４１０万円。１０款災害復旧費が３億８３１万

４１９円などとなっております。決算総括表をごらんください。次に、第４４号議案、

令和２年度南関町国民健康保険特別会計歳入歳出決算でございますが、総括表のＡ列、

歳入歳出予算額は１４億８,８９３万９,０００円。Ｂ列の歳入決算額は１４億６,５０

０万２,６７０円。Ｃ列の歳出決算額は１４億２,９１１万３,６４６円で、Ｄ列の差引

き残額は３,５８８万９,０２４円となり、同額を繰越金として令和３年度に繰越して

おります。前年度と比較しまして、１,７３９万１,７６３円。３２.６％の減となって

おります。また、不納欠損額は国民健康保険税、３０７万１,８９９円となっておりま

す。続きまして、国民健康保険特別会計決算書の１ページから４ページを御覧くださ

い。まず１ページの歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額１４億６,５００万２,

６７０円の構成比率につきましては、大きい順に、５款県支出金、１０億９,０４０万

２,５１３円。７４.４％。１款国民健康保険税、２億１,０６８万６,７７５円。１４.

４％。７款繰入金、１億６８万６４６円。６.９％などでございます。前年度との比較

では、５款県支出金、１項、県負担金補助金の保険給付費交付金及び８款繰越金の前

年度繰越金の増などによりまして３,７０８万４,００７円。２.６％の増となっており

ます。２ページから３ページの歳出につきまして、歳出合計欄の支出済額１４億２,

９１１万３,６４６円の構成比率につきましては、大きい順に２款保険給付費、１０

億４,３４３万５,２０９円。７３.０％。３款国民健康保険事業費納付金、３億２,３１

４万７,７３６円。２２.６％などとなっており、前年度と比較では、２款保険給付費、

１項療養諸費の一般被保険者療養給付費及び６款基金積立金の財政調整基金積立金

の増などによりまして５,４４７万５,７７０円。４.０％の増となっております。続き

まして、決算総括表を御覧ください。第４５号議案、令和２年度南関町公共下水道事

業特別会計歳入歳出決算でございますが、決算総括表のＡ列、歳入歳出予算額は、１

億７,９６６万４,０００円。Ｂ列の歳入決算額は１億６,１１６万８０円。Ｃ列の歳出

決算額は１億５,８７２万１,５３５円で、Ｄ列の差引き残額は２４３万８,５４５円と

なります。また、不納欠損額が下水道使用料の５６万６,９９０円となっております。

続きまして、公共下水道事業特別会計決算書の１ページから３ページを御覧ください。

まず１ページの歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額１億６,１１６万８０円の

構成比率は、２款繰入金、１億１,９３０万７,０００円。７４.０％。７款使用料及び
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手数料、２,８８７万７０円。１７.９％などとなっており、前年度と比較しますと、

４款町債の繰越し明許分の公共下水道債及び、２款繰入金の一般会計繰入金の増など

により、２７万６,５３３円。０.２％の増となっております。２ページの歳出につき

まして、歳出合計欄の支出済額１億５,８７２万１,５３５円の構成比率につきまして

は、１款総務費、６,３８１万３,９４２円。４０.２％。３款公債費６,３３１万８,２

３９円。３９.９％。２款事業費３,１５８万９,３５４円。１９.９％となっており、前

年度と比較しますと、２款事業費、１項公共下水道建設費の減などによりまして２０

９万４,０１２円。１.３％の減となっております。続きまして、決算総括表を御覧く

ださい。次に、第４６号議案、令和２年度南関町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

でございますが、決算総括表のＡ列歳入歳出予算額は８３０万６,０００円。Ｂ列の

歳入決算額は７７８万１,０８７円。Ｃ列の歳出決算額も７７８万１,０８７円の同額

となり、Ｄ列の差引き残額はゼロとなります。繰越し額はございません。続きまして、

簡易水道事業特別会計決算書の１ページから３ページを御覧ください。まず１ページ

の歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額７７８万１,０８７円の構成比率につき

ましては、５款繰入金、６２７万９２７円。８０.６％。２款使用料及び手数料１５１

万１００円。１９.４％などとなっております。２ページの歳出につきまして、歳出合

計欄の支出済額７７８万１,０８７円の構成比率につきましては、１款総務費、５９

６万２５７円。７６.６％。３款公債費、１８２万８３０円。２３.４％でございます。

前年度と比較しますと、歳出１款総務費、１項総務管理費の増に伴う一般会計繰入金

の増などにより、歳入歳出それぞれ３５４万３,８６７円。８３.６％の増となってお

ります。続きまして、決算総括表を御覧ください。次に、第４７号議案、令和２年度

南関町介護保険事業特別会計歳入歳出決算でございますが、決算総括表のＡ列歳入歳

出予算額は１４億３,１２０万６,０００円。Ｂ列、歳入決算額は１４億２,１０４万５,

１２３円。Ｃ列、歳出決算額は１４億１２３万９,２７９円で、Ｄ列の差引き残額は

１,９８０万５,８４３円となり、同額を繰越金として令和３年度に繰越しております。

前年度と比較しますと、３,２６３万４,９６１円。６２.２％の減となっております。

不納欠損額が、介護保険料の１０９万３,３４４円となっております。続きまして、介

護保険事業特別会計決算書の１ページから５ページを御覧ください。まず、１ページ

から２ページの歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額１４億２,１０４万５,１２

２円の構成比率につきましては、大きい順に、３款国庫支出金、３億７,６４７万１,

１０８円。２６.５％。４款、支払い基金交付金、３億６,４１８万８,０００円。２５.

６％。１款保険料、２億２,５２４万５,５３７円。１５.９％などとなっております。

前年度と比較しますと、４款支払い基金交付金の介護給付費交付金及び７款繰入金、

１項一般会計繰入金の低所得者保険料軽減繰入金の増などによりまして、１３６万３

６７円。０.１％の増となっております。３ページから４ページの歳出につきまして、

歳出合計欄の支出済額１４億１２３万９,２７９円の構成比率につきましては、２款
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保険給付費、１３億２８８万７,４６６円。９３.０％。４款地域支援事業費、５,９９

８万８,６６６円。４.３％などとなっております。前年度と比較しますと、２款、保

険給付費、１項介護サービス等諸費の増などによりまして、３,３９９万５,３２８円。

２.５％の増となっております。続きまして、決算総括表を御覧ください。次に、第４

８号議案、令和２年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算でございます

が、決算総括表のＡ列、歳入歳出予算額は１億３,４５２万７,０００円。Ｂ列、歳入

決算額は１億３,１７５万６８２円。Ｃ列、歳出決算額も１億３,１７５万６８２円の

同額となり、Ｄ列の差引き残額はゼロになります。繰越し額はございません。また、

不納欠損額は、浄化槽使用料の１,９４０円となっております。続きまして、浄化槽整

備推進事業特別会計の決算書１ページから３ページを御覧ください。まず１ページの

歳入につきまして、歳入合計欄の収入済額１億３,１７５万６８２円の構成比率につ

きましては、大きい順に５款繰入金、４,５２７万３,８７１円。３４.４％。２款使用

料及び手数料３,５３２万３,６７０円。２６.８％。８款町債３,３００万円。２５.０％

などとなっております。２ページの歳出につきまして、歳出合計欄の支出済額１億３,

１７５万６８２円の構成比率につきましては、大きい順に、２款事業費６,３８３万

９,９４１円。４８.５％。款総務費４,５６４万３,４９０円。３４.６％。３款公債費

２,２２６万７,２５１円。１６.９％でございます。前年度と比較しますと、歳入では、

５款繰入金の一般会計繰入金及び８款町債の公共下水道債の増などにより、また歳出

では、２款事業費、１項浄化槽整備推進事業費の浄化槽建設費の増などによりまして、

歳入歳出それぞれ２,６４４万４,２７８円。２５.１％の増となっております。続きま

して、決算総括を御覧ください。次に、第４９号議案、令和２年度南関町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算でございますが、決算総括表のＡ列、歳入歳出予算額は１

億４,２９８万５,０００円。Ｂ列、歳入決算額は１億４,２８８万４,１４０円。Ｃ列歳

出決算額は１億４,２３４万４,９０８円で、Ｄ列の差引き残額は５３万９,２３２円と

なり、同額を繰越金として令和３年度に繰越しております。前年度と比較しますと、

２４万１,５００円。３０.９％の減となっております。続きまして、後期高齢者医療

特別会計決算書の１ページから３ページを御覧ください。まず１ページの歳入につき

まして、歳入合計欄の収入済額１億４,２８８万４,１４０円の構成比率につきまして

は、１款後期高齢者医療保険料、９,１００万４,１００円。６３.７％。３款繰入金、

５,０３３万９,２０８円。３５.２％などとなっております。前年度と比較しますと、

１款、後期高齢者保険料の増等によりまして１,３３５万２,９８１円。１０.３％の増

となっております。２ページの歳出につきまして、歳出合計欄の支出済額１億４,２

３４万４,９０８円の構成比率につきましては、２款、後期高齢者医療広域連合納付

金、１億４,１３７万４,４８７円。９９.３％。３款諸支出金７３万２,３００円。０.

５％などとなっており、前年度と比較しまして、２款後期高齢者医療広域連合納付金

の被保険者保険料負担金の増などによりまして１,３５９万４,４８１円。１０.６％の
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増となっております。以上、第４３号議案から第４９号議案までの説明を行いました

が、地方自治法第２３３条第３項及び第５項の規定によりまして、監査委員の審査意

見書及び主要施策説明書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産

に関する調書を合わせて提出しております。以上で説明を終わります。御審議の上、

認定いただきますようよろしくお願いいたします。 

〇議長（橋永芳政君） ここで、この後に提案理由の説明を行わない職員は、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため退室してください。 

〇議長（橋永芳政君）ここで、説明の途中ですが、１０分間の休憩を行います。 

             ―――――――〇――――――― 

                休憩 午前 10 時 59 分 

                再開 午前 11 時 09 分 

             ―――――――〇――――――― 

〇議長（橋永芳政君） 休憩前に引き続き会議を開きます。説明の途中でありましたので、

これを続行します。総務課長。 

〇総務課長（古澤 平君） 第５０号議案、令和３年度南関町一般会計補正予算（第２号）

につきまして御説明いたします。１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ１億６,６４６万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ７４億３,５３０万４,０００円とするものでございます。今回の補正

は、新型コロナウイルスワクチン接種に係る予防費の補正及び８月豪雨による災害対

策費に係る補正が主なものでございます。２ページをお願いします。歳入についての

補正額の一覧でございます。２款、地方贈与税は、４項森林環境譲与税に３万１,００

０円を追加して、５２３万３,０００円とし、総額を５,５７３万３,０００円とするも

のでございます。１１款、地方交付税は１項地方交付税に１億８,４０２万７,０００

円を追加し、２１億３,９０２万７,０００円とするものでございます。１５款、国庫

支出金は１項国庫負担金に１,２０８万１,０００円を追加して、５億３５３万２,００

０円とし、２項国庫補助金に１,０００万飛び２,０００円を追加して、３億１,０４５

万３,０００円とし、総額を８億１,５８３万３,０００円とするものでございます。１

６款、県支出金は２項県補助金に４,３４３万５,０００円を追加して、４億５,３８１

万９,０００円とし、総額を７億８,０６８万３,０００円とするものでございます。１

９款繰入金は、１項基金繰入金を１億３,２００万円減額し、２億６,４１６万３,００

０円とするものでございます。２０款、繰越金は１項繰越金に１,７４４万円を追加

し、１億１,７４４万円とするものでございます。２１款、諸収入は４項雑入に３３６

万６,０００円を追加して１,６４８万９,０００円とし、総額を２,９１９万４,０００

円とするものでございます。２２款町債は、１項町債に２,８０８万３,０００円を追

加して、１４億１,５４８万３,０００円とするものでございます。歳入合計は補正前

の７２億６,８８３万９,０００円に、補正額１億６,６４６万５,０００円を追加して、
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７４億３,５３０万４,０００円とするものでございます。３ページをお願いします。

歳出でございます。２款総務費は、１項総務管理費に２,８４３万５,０００円を追加

して、１８億８,９１９万１,０００円とし、２項徴税費に２５万３,０００円を追加し

て、１億２２４万６,０００円とし、３項戸籍住民基本台帳費に２３万４,０００円を

追加して２,９４１万９,０００円とし、５項統計調査費に２万円を追加して、５０１

万とし、総額を２０億６,７４５万７,０００円とするものでございます。３款民生費

は、１項社会福祉費に１,２１０万５,０００円を追加し、１２億３,７７９万２,０００

円とし、２項児童福祉費に１９４万６,０００円を追加して、５億４,００９万３,００

０円とし、総額を１７億７,７８８万５,０００円とするものでございます。４款衛生

費は、１項保健衛生費に２,１２７万５,０００円を追加して、３億２,５１８万４,００

０円とし、２項清掃費は財源の組替えでございます。総額を５億４,６７２万６,００

０円とするものでございます。５款農林水産業費は１項農業費に４５４万円を追加し

て、２億８,６０４万９,０００円とし、２項林業費に５２３万６,０００円を追加し、

２,７４７万７,０００円とし、総額を３億１,３５２万６,０００円とするものでござ

います。６款商工費は、１項商工費に５８９万円を追加して、１億１,３２６万６,０

００円とするものでございます。７款土木費は、１項土木管理費に４６０万７,００

０円を追加し、７,６４４万とし、２項道路橋梁費に２,０００万円を追加して２億９

１２万３,０００円とし、４項住宅費に３９０万円を追加し、９,９７５万８,０００円

とし、総額を５億５,２４０万６,０００円とするものでございます。８款消防費は、

１項消防費に８４８万４,０００円を追加して、２億５,５１４万９,０００円とするも

のでございます。９款教育費は、１項教育総務費は財源の組替えでございます。２項

小学校費に２８８万２,０００円を追加して、１億１,４８３万７,０００円とし、３項

中学校費に１３万５,０００円を追加して９,５０３万９,０００円とし、４項社会教育

費に１万６,０００円を追加して、１億６,３２４万９,０００円とし、５項保健体育費

に２１１万７,０００円を追加して、８,８９７万１,０００円とし、総額を５億２,６３

９万８,０００円とするものでございます。１０款災害復旧費は、１項農林水産施設

災害復旧費に２,４５０万円を追加し、２億６,４９２万１,０００円とし、２項公共土

木施設災害復旧費に１,９２１万８,０００円を追加し、５,０９４万９,０００円とし、

４項宅地災害復旧費に５０万円を追加し、１,４６２万１,０００円とし、総額を３億

３,０４９万１,０００円とするものでございます。１２款予備費は、１項予備費に１

７万２,０００円を追加して、１,３７５万８,０００円とするものでございます。歳出

合計は補正前の７２億６,８８３万９,０００円に、補正額１億６,６４６万５,０００

円を追加し、７４億３,５３０万４,０００円とするものでございます。５ページ、第

２表は地方債の補正でございます。道路橋梁整備事業債は限度額６,４５０万円に２

８０万円を追加し、６,７３０万円とし、公営住宅等整備事業債は限度額５,３６０万

円に１７０万円を追加し、５,５３０万円とし、臨時財政対策債は限度額１億５,５０
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０万円に２,３５８万３,０００円を追加し、１億７,８５８万３,０００円とするもの

でございます。６ページと７ページは、歳入歳出補正予算事項別明細書の総括表でご

ざいます。８ページをお願いします。歳入の内訳でございます。主なものについて説

明いたします。１１款、地方交付税１項１目１節地方交付税に普通交付税の追加交付

として、１億８,４０２万７,０００円を追加するものです。１５款国庫支出金、１項

国庫負担金、２目衛生費国庫負担金１節保健衛生費国庫負担金に１,２０８万１,００

０円を追加するもので、新型コロナウイルスワクチン接種対策費、国庫負担金でござ

います。１５款、２項国庫補助金、３目衛生費国庫補助金、１節保健衛生費国庫補助

金に７７０万円を追加するもので、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費、

国庫補助金でございます。９ページをお願いします。１６款、県支出金、２項県補助

金、１目１節総務費県補助金に２,９１５万円を追加するもので、県の新型コロナウ

イルス感染対策感染症対応総合交付金でございます。同じく２目民生費、県補助金、

１節社会福祉費県補助金に介護基盤緊急整備特別対策事業補助金として、１,００５

万７,０００円を追加するもので、介護基盤整備事業として、公民館２か所の整備補

助金でございます。１９款繰入金、１項基金繰入金、１目１節財政調整基金繰入金は

地方交付税の増額に伴い、１億３,２００万円を減額するものでございます。２０款

繰越金、１項１目繰越金に１,７４４万円を追加するもので、純繰越金でございます。

１０ページをお願いします。２２款町債につきましては、５ページの地方債の補正で

説明いたしたものでございます。１１ページからは、歳出でございます。主なものに

ついて説明いたします。２款総務費、１項総務管理費、１９目庁舎等建設費、１２節

委託料に新庁舎網戸等取付け設計業務委託料として２２０万円。１４節工事請負費に

新庁舎網戸等取付け工事費といたしまして、２,０００万円を追加するものでござい

ます。１３ページをお願いします。３款民生費、１項社会福祉費、１２目介護保険費、

１８節負担金補助及び交付金に１,００５万７,０００円を追加するもので、介護基盤

整備事業として公民館２か所の整備補助金でございます。４款衛生費、１項保健衛生

費、２目予防費、３節職員手当等に新型コロナウイルスワクチン接種に係る時間外勤

務手当として７４９万７,０００円。次ページ、７節報償費の集団接種謝礼を１,４８

４万円減額して、１２節委託料の新型コロナワクチン集団接種委託料に組替え、個別

接種の予防接種委託料を４３３万６,０００円。集団接種会場運営委託料を５７０万

８,０００円、合計で２,４８８万４,０００円を追加するものでございます。１５ペー

ジをお願いします。５款農林水産費、１項農業費、４目農地費、１８節負担金補助及

び交付金に１,０００万円を追加するもので、８月豪雨に係る小災害費補助金で小災

害復旧費補助金でございます。同じく５款農林水産費、２項林業費、１目林業総務費、

１４節工事請負費に東部小岱線及び福山二城線の林道維持工事費として５０８万８,

０００円を追加するものでございます。１６ページをお願いします。６款１項商工費、

２目商工振興費、１８節負担金補助及び交付金に３６８万６,０００円を追加するも
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ので、新型コロナ感染症対策に係る営業時間短縮要請協力負担金でございます。１７

ページをお願いします。７款土木費、２項道路橋梁費、２目道路維持費、１４節工事

請負費に２,０００万円を追加するもので、８月豪雨災害に係る維持工事費でござい

ます。同じく７款４項住宅費、１目住宅管理費、１４節工事請負費に３５０万円を追

加するもので、小原団地屋上防水外壁改修工事費の設計単価高騰に伴う増額分でござ

います。８款、１項消防費、１目常備消防費、１８節負担金補助及び交付金に６３１

万８,０００円を追加するもので有明広域行政事務組合消防費負担金でございます。

１９ページをお願いします。１０款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、１目

農地等災害復旧費、１２節委託料に２,０００万円を追加するもので、８月豪雨災害

に係る農地等災害の査定測量設計委託料でございます。２目林業施設災害復旧費、１

２節委託料に４５０万円を追加するもので、８月豪雨災害に係る林道災の災害査定測

量設計委託料でございます。同じく１０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、

１目河川等災害復旧費、１２節委託料に１,０００万円を追加するもので、８月豪雨

災害に係る公共災の査定測量設計委託料でございます。また、町道立山線地滑り災害

観測委託料等として、９２１万８,０００円を追加しております。以上で説明を終わ

ります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（橋永芳政君） 福祉課長。 

〇福祉課長（田中龍城君） 第５１号議案、令和３年度南関町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）について御説明申し上げます。１ページをお願いいたします。歳入歳出

予算の総額に歳入歳出それぞれ１,６５１万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１４億６,３８９万８,０００円とするものでございます。２ペ

ージをお願いします。歳入でございます。８款繰越金、１項繰越金に１,０８８万９,

０００円を追加し、３,５８８万９,０００円とし、９款諸収入、３項雑入に５６２万

２,０００円を追加し、８６４万３,０００円とし、歳入合計補正額１,６５１万１,００

０円を追加して、歳入合計を１４億６,３８９万８,０００円とするものでございます。

３ページをお願いします。歳出でございます。８款諸支出金、１項償還金及び還付加

算金に５０万円を追加し、１５０万１,０００円とし、１０款予備費、１項予備費を

１,６０１万１,０００円増額し、４,７９０万１,０００円とし、歳出合計補正額１,６

５１万１,０００円を追加して、歳出合計１４億６,３８９万８,０００円とするもので

ございます。６ページをお願いいたします。歳入の内容説明でございます。８款１項

２目、１節繰越金に１,０８８万９,０００円を追加するもので、確定による前年度か

らの繰越金でございます。次に、９款諸収入、３項雑入、５目一般被保険者診療報酬

等返納金１節返納金を５６２万２,０００円追加するもので、これは３月分の一般療

養給付費の精算によるものです。次に７ページをお願いいたします。歳出でございま

す。８款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目被保険者保険税還付金、２２節

償還金、利子及び割引料に５０万円を追加するもので、これは過年度分の過誤納金の
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還付金でございます。最後に、１０款１項１目予備費に１,６０１万１,０００円を増

額するものでございます。以上で説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承

認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

続きまして第５２号議案、令和３年度南関町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

につきまして御説明申し上げます。１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総

額に歳入歳出それぞれ１,９７９万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１４億２,９９１万円とするものでございます。２ページをお願いしま

す。歳入でございます。３款国庫支出金、２項国庫補助金に７,０００円を追加し、

１億４,９１２万４,０００円とし、５款県支出金、３項県補助金に４,０００円を追加

し、１,００３万４,０００円とし、７款繰入金、１項一般会計繰入金に４,０００円を

追加し、２億９６２万６,０００円とし、８款繰越金、１項繰越金に１,４８０万５,０

００円を追加し、１,９８０万５,０００円とし、９款諸収入、３項雑入に４９７万６,

０００円を追加し、５０３万１,０００円とし、歳入合計補正額１,９７９万６,０００

円を追加して、歳入合計を１４億２,９９１万円とするものでございます。３ページ

をお願いします。歳出でございます。４款地域支援事業費、３項包括的支援事業任意

事業費に２万円を新たに追加し、１,３０４万５,０００円とし、６款諸支出金、１項

償還金及び還付加算金に１７１万円を追加し、１８６万１,０００円とし、８款予備

費、１項予備費を１,８０６万６,０００円増加し、２,６６６万２,０００円とし、歳出

合計補正額１,９７９万６,０００円を追加して、歳出合計１４億２,９９１万円とする

ものでございます。６ページ目をお願いします。歳入の内容説明でございます。３款

国庫支出金、２項国庫補助金、６目１節地域支援事業交付金に７,０００円を追加す

るもので、地域支援事業の包括的支援事業任意事業に計上する会計年度任用職員通

勤費用に対する国庫補助金でございます。また、５款県支出金、３項県補助金、３目

１節地域支援事業交付金に４,０００円を追加するもので、同じく地域支援事業の包

括的支援事業任意事業に計上する会計年度任用職員通勤費用に対する県補助金でご

ざいます。更に、７款繰入金、１項一般会計繰入金、３目１節地域支援事業繰入金に

４,０００円を追加するもので、これも同じく地域支援事業の包括的支援事業任意事

業に計上する会計年度任用職員通勤費用に対する事務費繰入れ分でございます。次

に８款１項１目繰越金に１,４８０万５,０００円を追加するもので、これは確定によ

るものでございます。７ページをお願いします。９款諸収入、３項雑入、２目１節過

年度収入に４９７万６,０００円を追加するもので、これは介護保険給付費国庫負担

金の前年度精算分となります。８ページをお願いします。歳出の内容説明でございま

す。４款地域支援事業費、３項包括的支援事業任意事業、７目、認知症総合支援事業

費、８節旅費に２万円を追加するものでございます。これは会計年度任用職員の通勤

手当不足に対応するものでございます。また、６款諸支出金、１項償還金及び還付加

算金、３目償還金、２２節償還金利子及び割引料に１７１万円を追加するもので、介
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護給付費負担金、１０５万１,０００円をはじめ、地域支援事業交付金の国庫及び県

費分返還金等でございます。最後に、８款予備費、１項予備費、１目予備費に１,８

０６万６,０００円を増額するものでございます。以上で説明を終わらせていただき

ます。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

続きまして、第５３号議案、令和３年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について御説明申し上げます。１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の

総額に歳入歳出それぞれ５３万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ１億４,６８２万円とするものでございます。２ページをお願いします。

歳入でございます。４款繰越金、１項繰越金に５３万８,０００円を追加し、５３万

９,０００円とし、歳入合計を１億４,６８２万円とするものでございます。３ページ

をお願いします。歳出でございます。４款予備費、１項予備費に５３万８,０００円

を追加し、５４万２,０００円とし、歳出合計１億４,６８２万円とするものでござい

ます。６ページをお願いいたします。歳入の内容説明でございます。４款１項一目繰

越金、１節繰越金に５３万８,０００円を追加するもので、確定によるものでござい

ます。７ページをお願いいたします。歳出の内容説明でございます。４款１項１目予

備費に５３万８,０００円を増額するものでございます。以上で説明を終わらせてい

ただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 

〇建設課長（嶋永健一君） 第５４号議案、令和３年度南関町下水道事業補正予算（第２号）

について御説明いたします。１ページをお開きください。総則第１条は、令和３年度

南関町下水道事業の補正予算（第２号）は次に定めるところによるものでございます。

第５条に債務負担行為の追加を行うことに伴いまして、当初予算の条文がずれること

を説明したものでございます。債務負担行為、第２条は、令和３年度南関町下水道事

業予算、第８条を第９条とし、第７条を第８条とし、第６条を第７条とし、第５条を

第６条とし、第４条の２の次に次の１条を加えるものでございます。第５条、債務負

担行為をすることができる事項、期間及びその限度額は、次のとおりと定めるもので

ございます。これは、現在契約している浄化センターの維持管理業務が令和４年３月

３１日をもって完了するため、次年度以降も引き続き維持管理業務を委託するにあた

り、次の４年間の予算枠を確保するため、債務負担行為を起こすものでございます。

事項浄化センター維持管理業務委託期間、令和４年度から令和７年度の４年間限度額

は２億５２５万８,０００円とするものです。以上で説明を終わります。御審議の上、

御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（橋永芳政君） 総務課長。 

〇総務課長（古澤 平君） 第５５号議案、物品売買契約の締結について、提案理由及び議

案の説明をいたします。提案理由につきましては、事務用タブレット端末の購入につ

いて、物品売買契約を締結するにあたり、予定価格７００万円以上の財産の取得につ
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いては、地方自治法第９６条第１項第８号及び、議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得または処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を経る必要があるた

めでございます。議案書をお願いします。契約の目的は、事務用タブレット端末の購

入でございます。納入の場所は南関町役場。入札の方法は指名競争入札。契約金額は

６９３万円。契約の相手方は、熊本県熊本市中央区新市街１１番１８号。富士電機Ｉ

Ｔソリューション株式会社熊本支店、支店長、佐々木敬次。納期は、議会の議決を得

た日の翌日から令和４年１月３１日まででございます。以上で、提案理由及び議案の

説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（橋永芳政君） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長（坂田浩之君） 第５６号議案、南関町過疎地域持続的発展計画を定める

ことについて、提案理由及び内容について御説明申し上げます。提案理由につきまし

ては、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が令和３年４月１日より施行

され、同法の規定に基づく南関町過疎地域持続的発展計画を定めるにあたり、過疎地

域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第１項の規定に基づき、議会の議決

を求める必要があるためでございます。計画策定に際しましては、熊本県過疎地域持

続的発展方針に基づき、市町村計画を定めるとされており、方針決定後にパブリック

コメントを実施し、県との協議を終えましたので、今回御提案いたすものです。それ

では、内容について御説明いたします。次のページをごらんください。表紙にありま

すように、計画期間は令和３年度から令和７年度の５年間でございます。次のページ

は目次で章立てにつきましては、法律で定められておりますので、それに基づいて構

成をしております。３ページから９ページの１、基本的な事項では、（１）概況（２）

人口及び産業の推移と動向、（３）行財政の状況、（４）持続的発展の基本方針、（５）

地域の持続的発展のための基本目標、（６）計画の達成状況の評価に関する事項、（７）

計画期間、（８）公共施設等総合管理計画との整合を述べております。１０ページは、

２、移住定住地域間交流の促進、人材育成、１１ページから１４ページは、３、産業

の振興、１５ページは、４、地域における情報化、１６ページから１８ページは、５、

交通施設の整備、交通手段の確保、１９ページから２０ページは、６、生活環境の整

備、２１ページから２２ページは、７、子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉

の向上及び増進、２３ページは８、医療の確保、２４ページは９、教育の振興、２５

ページは、１０、集落の整備、２６ページは、１１、地域文化の振興等、２７ページ

は、１２、再生可能エネルギーの利用促進２８ページの１３、その他地域の持続的発

展に関し必要な事項まで（１）、現況と問題点、（２）、その対策、（３）計画としての

具体的事業名を述べております。最終ページは、過疎地域持続的発展特別事業分でソ

フト対象事業として、再掲をいたしているものでございます。以上で説明を終わりま

す。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

続きまして、第５７号議案、定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結につき
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まして、提案理由及び変更する協定の内容について御説明いたします。定住自立圏形

成協定の一部を変更する協定を別紙のとおり玉名市と締結するもので、提案理由は、

定住自立圏形成協定の一部を変更する協定を玉名市と締結するにあたり、地方自治

法第９６条第２項の規定による議会の議決に付すべき事件を定める条例第２条第１

号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。それでは、変更する協定の

内容について御説明いたします。次のページを御覧ください。平成２８年８月８日付

けで、玉名市、甲と南関町、乙との間において締結した定住自立圏形成協定の一部を

変更する協定を次のとおり締結するもので、別表第１、生活機能の強化に関わる政策

分野。次ページの３教育、２項目めに、博物館等の共同利用の促進及び文化遺産の活

用を追加し、次ページ、５のその他２項目めに持続可能な圏域づくりを追加し、次ペ

ージ、別表第２、結びつきやネットワークの強化に係る政策分野。２のデジタル・デ

ィバイドの解消に向けたＩＣＴインフラ整備に、自治体ＩＣＴ基盤の整備を追加し、

４の地域の生産者や消費者の連携による地産地消に地産地消の推進を追加し、次ペ

ージ、５の地域内外の住民との交流・移住定住。１項目めに関係人口の創出及び２項

目めに、遊休不動産等の利用及び活用の促進を追加するものでございます。以上で説

明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

〇議長（橋永芳政君） 以上で、提案理由の説明を終了します。ここで昼食のため、休憩を

とります。 

             ―――――――〇――――――― 

               休憩 午前 11 時 50 分 

               再開 午後 1 時 00 分 

             ―――――――〇――――――― 

日程第２２ 一般質問 

〇議長（橋永芳政君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次の一般質問に備えて退室させました職員を入室させておりますので、報告します。

日程第２２、一般質問を行います。発言の通告があっていますので、順次発言を許し

ます。４番議員の質問を許します。４番議員。 

〇４番議員（立山比呂志君） ４番議員の立山です。一般質問を行いたいと思います。まず、

質問事項です。来年の町長選挙について質問いたします。１番。任期満了を町長議員

とも迎えますが、町長の三度目の出馬の意向をお尋ねをします。２番目に出馬表明を

されるなら、２期目のマニフェストの成果もお尋ねをします。３番として町政を担う

こととなった場合、その抱負を尋ねたいと思います。それからもう一つの質問事項で

すけども、８月に集中豪雨を受けました。その集中豪雨に遭ってハザードマップが４

校区に配られたと思います。それで、そのハザードマップに適合する土石流警戒区域・

急傾斜地の浸水区域・崩壊区域など前回配布したハザードマップの適合についてをお

尋ねします。後の質問は自席で行いますのでよろしくお願いいたします。 
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〇議長（橋永芳政君） ４番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤安彦君） ４番、立山比呂志議員の来年の町長選挙についての御質問にお答え

いたします。まず、一つ目の「任期満了に町長、町議ともに迎えるが、町長の三度目

の出馬の意向を尋ねる。」についてお答えいたします。平成２６年４月９日に第１６

代南関町長に就任させていただき、２期目も３年５か月が経過しましたが、この間、

町議会議員の皆様、町民の皆様方の御支援と御協力により、南関版コンパクトシティ

構想の中心となる町の一大事業でもある役場庁舎等の建設も年内完成を迎える運び

となるとともに、国の１億総活躍社会の実現に向けた地方創生の動きにも合わせた、

南関町らしい町政運営が出来たことを改めて感謝申し上げる次第であります。しかし

ながら、現在は、新型コロナウイルス感染症が全世界へ広がる中で、南関町も例外で

はなく、経済面・安全面でも著しく脅かされる状況が続いております。また、令和２

年の７月豪雨、本年８月の梅雨明け後の豪雨により、町全体に甚大な災害が発生し、

町民の皆様にも深刻な被害と御心配をおかけしている中で、私は、何としても、南関

町が安全・安心で、本当に住んでよかった・住み続けたいと思っていただける町にな

れるような政策の実現に向けて、引き続き、全力で町政のかじ取りをさせていただく

ために、次期町長選挙に出馬したいと考えております。次に、二つ目の「出馬表明さ

れるなら、２期目のマニフェストの成果も尋ねる。」についてお答えいたします。私

は、１期目の就任当初より「産み育てやすい環境の整備」「住む場所と働く場所の確

保」「高齢者や障がいがある方も安心して暮らせる環境の整備」を町づくりの３本の

柱として、町づくりに取り組んできたところであります。私の２期目のまちづくりの

マニフェストとなる「難関突破１８策」の中から幾つかの成果について御紹介させて

いただきたいと思います。まず、【地域住民の声を反映できる開かれた行政運営の実

現】につきましては、昨年度はコロナ禍のためアンケート形式で実施しましたが、毎

年度の地域談会の開催や私が直接出向いての出前講座、各種団体等の会合へもできる

限り出席して、多くの方の御意見や御要望などもお聞きして町政に活かせるように取

り組んできたところであります。次に、【災害に負けないまちづくりの実現】につい

ては、町内の全地域に設立された自主防災組織や防災士の会を中心に、自主的な防災

訓練を実施していただくとともに、関係機関や各種団体との連携を強化し、町主催の

防火訓練も実施しております。また、現在、防災行政無線のデジタル化や洪水ハザー

ドマップの作成も進めているところであります。【町民の憩いの場となる新庁舎等の

建設と南関版コンパクトシティ構想の実現】については、熊本県より県内で初めて、

県立南関高校跡の敷地・校舎等を無償で譲渡いただき、公共施設の集約を図り、町民

の皆様のよりどころとなるとともに、防災関係施設・機能も同敷地内に整備する計画

を進めているところであります。また、ハード面の整備後には、町内全体のソフト面

も含めた計画となる「南関町地域未来構想・基本計画」を策定中であり、将来の町の

あるべき姿を町民の皆様とともに創り上げていきたいと考えております。【住んでよ
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かったプロジェクト推進事業の更なる推進】については、令和２年度に全事業の精査

を行い、「住んでみたい町を目指すことは勿論だが、住み続けたいと思ってもらえる

町を目指す。」をコンセプトに、子ども医療費助成の高校生までの拡充や、「関所っ子

応援金」を出生時の祝い金だけではなく、小中高校への入学時にも５万円を交付する

とともに、転入者・在住者の申請要件を統一するなど、新しいプロジェクト内容とし

て事業の充実を図ったところであります。特に、出生から高校入学、就職時まで、切

れ目のない子育て支援を行うこととしました。【南関町加工品開発センターの活用と

六次産業化の推進】については、ふるさと応援団との連携により、ふるさと納税の返

礼品や通版の品物として活用できる加工品の開発を進めており、これまでに約４０品

目が商品化されており、多くの一般団体やふるさと応援団の会員の皆様にも施設を利

用いただいております。今後も、多くの方々に利用していただき、新たな加工品の開

発・販路開拓により所得の向上及び人材の育成に努めるとともに、六次産業化を推進

して参ります。次に、【トップセールスによる企業誘致活動及び企業支援の更なる推

進】については、就任後には、冨士ダイス・熊本製造所の新工場、荏原製作所精密・

熊本工場、荏原フィールドテック九州工場、橋本製菓新工場、エイティー九州第２鋳

造工場、ヤマチク新工場ほかの新設・増設など大規模な投資とともに雇用の創出に努

めてきたところであります。ただ、ここ数年は新型コロナウイルス感染症の影響等も

あり、企業の本社への訪問や情報交換が行えないような状況でありましたが、水面下

では数社の立地協議を進めており、世界的な半導体関連企業の動きも見逃すことなく、

今後も、企業の新設・増設及び雇用の創出を図り、産業の振興と町税収入の確保に努

めて参りたいと考えております。また、地元の企業・学生等に町内の企業を知ってい

ただくための「ものづくり企業ガイドブック」の作成や役場ロビーに求人情報を掲示

し、企業と求職者のマッチングも進めて参りました。【乗り合いタクシー運行と交通

体系の充実】では、町民の皆様の要望にお答えする形で、平成３０年１月からは、土

曜日運行を開始し、１日１０便に増便するとともに、令和元年１１月より乗用車タイ

プ・７人乗りのタクシー１台を追加導入し、より細部まで行ける体制を構築し、利用

者の利便性の向上を図りました。また、路線バスの運行では、令和元年１０月より産

交バス熊本線を廃止し、その他の路線についても利用者数等を調査し、費用対効果も

含めて町全体の公共交通の調整を図って参ります。【子育て世代包括支援センター機

能とファミリーサポートセンター事業の充実】では、赤ちゃん訪問や心理士の子育て

相談を行い、妊娠期から子育て期にわたるまで切れ目のない支援を実施しました。ま

た、ファミリーサポートセンターでは、利用料の見直しにより更に利用しやすい制度

にするとともに、事業の周知と利用促進を行い、安心して子育てが出来る環境づくり

に取り組みました。【生活支援体制整備事業の推進】では、町社協との連携により、

生活支援コーディネーターを中心に、高齢化に伴い発生する課題に対し、地域に支え

合いの輪を広げることを目的に、福祉関係者を主体とした協議会を結成しました。ま
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た、日常生活に困られている高齢者や障がいをお持ちの方を対象としてお手伝いする

会員制の相互支援活動「もやい生活支援サービス」をスタートし、依頼会員と協力会

員を町社協が仲介し、１回３０分以内３００円で、ゴミ出し、薬の受け取り、デイサ

ービスの準備、買い物代行、弁当配達、話し相手等のサービスを提供出来るようにし

ました。【医療費の適正化と健康づくりの推進】では、特定健診受診者のフォローア

ップ、腎症重症化予防対策として、保健師等による保健指導・訪問指導の強化に努め、

未受診者への勧奨、特に若年者を行い、受診率の向上に努めるとともに、特定検診、

個別・集団、ふるさと総合健診、脳ドックの周知・啓発等も推進しました。【圃場整

備の推進と集落営農組織の設立支援】については、圃場整備を引き続き推進しており、

第２南関地区と位置づけ上長田地区の事業に着手し、日明、今、久重南、長山東の各

地区においても事業採択に向けた調査・計画策定等を進めていくこととしております。

また、青年農業者クラブ・がまだす隊の新規加入者の増など、新しい担い手の確保と

育成においても、各地域に新規就農者が生まれておりますので、各地域での集落営農

組織の設立とともに、しっかりとした支援を継続していきたいと考えております。【有

害鳥獣被害の削減に向けた対策】については、地域ぐるみでの対策として、「えづけ

ＳＴＯＰ対策事業」を町内全域で推進するとともに、猟友会、捕獲隊、ＪＡ、各地域

等と連携し、捕獲従事者の確保及び被害防止対策を推進してきたところです。今後も、

更なる対策の強化のために、猟友会の組織力の充実と新たな担い手の確保・育成に努

めて参ります。【地域とともにある学校づくり】については、学校を核として、コミ

ュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的取り組みを推進しました。また、子

どもにとっては人としての生き方を学ぶ場として、職場体験学習の拡充などによりキ

ャリア教育の一層の工夫・充実を図るとともに、南関町でしか体験出来ないような小

中学校での社会福祉貢献活動や地元企業等とコラボした様々な取り組みを行ってお

ります。【元気づくりシステムとライフステージにおけるスポーツの推進】について

は、住み慣れた地域で、高齢者が活き活きと活動的に暮らせるまちを基本理念として、

総合事業の推進と地域包括支援センターを核とした地域包括ケア体制の充実・強化及

び元気づくりシステムをはじめとした介護予防事業の強化を図って参りました。元気

づくりシステムを活用して、各地域の集会所等で実施されている教室数も現在は５７

か所となり、高齢者の生涯を通じた体力づくりや認知症予防対策にも大きな役割を果

たせるようになりました。また、介護予防事業の強化を図る地域を対象として、県の

１００％補助で実施している地域の公民館や集会所等の建設・改修を行う介護基盤整

備事業も今年度事業分も含めて３４か所となり、地域コミュニティの強化に繋がって

おります。なお、幼児から高齢者までの体力づくりとスポーツに親しむ機会は、ＮＰ

Ｏ法人Ａ－ｌｉｆｅなんかんとの連携より南関町の特色を生かした充実した内容に

なっていると思っております。最後に三つ目の「町政を担うことになった場合、その

抱負を尋ねる。」についてお答えいたします。先ほども申しましたとおり、令和２年・
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３年においては、新型コロナウイルス感染症が全世界へ広がる中で、南関町も例外で

はなく、経済面・安全面でも著しく脅かされる状況が続いております。南関町におい

ても、感染者をできる限り発生させない対策と併せ、希望される方が早期に安心して

ワクチン接種が出来る体制を維持し、コロナウイルス感染症の終息に向けた取り組み

を引き続き推進して参ります。また、令和２年の７月豪雨、本年８月の梅雨明け後の

豪雨により、町全体に甚大な災害が発生し、町民の皆様にも深刻な被害と御心配をお

かけしている中で、被災が大きかった関川については、昭和５８年以来となる「災害

復旧助成事業」として、南関町・荒尾市の区域において、令和５年度までに３０億５,

０００万円の事業費により堤防のかさ上げや河床の掘削などを行い、豪雨が発生した

際の河川の越水防止や水位の低下を図ることとなりました。今後も、町民の皆様の安

全・安心な暮らしを守るために、国・県と連携し、早期復旧・復興を進めて参ります。

このほかにも、本町においては、将来に亘って住んでよかったと思える、発展し続け

る町となるためには、幾つかの問題や課題が残されております。一番大きな課題とし

ては、全国的な人口減少や少子高齢化が加速する中で、南関町が人口減少を克服し発

展的にどう生き残っていくかであり、庁舎等の完成後には、庁内全体を網羅した南関

版コンパクトシティ構想を総括するような計画となる「南関町地域未来構想・基本計

画」や圃場整備の推進、営農組織の設立等による本町の基幹産業である農業の振興、

デジタル化の推進、ここに来て動き出している企業誘致の推進と雇用の拡大などであ

り、何よりも、誰もが安全・安心に暮らせるようなハード・ソフト両面の環境整備で

あります。このように、町民の皆様が幸せを感じていただけるような政策の実現に向

けて、全力で町政のかじ取りをさせていただきたいと考えております。若輩者ではあ

りますが、今後とも、皆様方の御指導、御鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上

げます。次に、「８月の集中豪雨について」の「土石流警戒区域・急傾斜地の浸水区

域・崩壊区域など、前回配布になったハザードマップとの適合について尋ねる。」に

ついてお答えいたします。今回の８月豪雨につきましては、１１日水曜日、午後２時

４０分に大雨警報が発令され、その後も雨が続く予報であったため、午後３時に町災

害対策本部を立ち上げ、翌日午前１０時に交流センターを自主避難所として開設し、

１１時３０分に町内全域に高齢者避難を発令し、８世帯９人が避難されております。

また、午後０時３０分に、土砂災害警戒警報が発表され、地域防災計画で定める土砂

災害における避難指示の対象区域である前原笛鹿、楮原、萩の谷、福山、北の辺田西、

大西、井出、次郎丸、大場の９地区を対象に避難指示を発令し、併せて、うから館、

ふれあい広場、南町民センターの３ヶ所の自主避難所を追加開設しており、最大で１

６世帯２６人が避難されております。なお、１１日水曜日、午前８時から雨が降り始

め、１４日土曜日の午後１１時までの約４日間の連続雨量が７７２ミリとなっており

ます。時間最大雨量は、１２日木曜日午後１時の５６ミリ、最大日雨量は１２日の午

前６時から１３日午前５時までの３２８ミリとなっております。特に、１２日の午後
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０時の３４ミリ、午後１時の５６ミリ、午後２時の１２ミリと、３時間で１０２ミリ

の大雨が降っております。この影響で、午後１時頃、長山草村の県道荒尾・南関線が

冠水、午後１時２０分頃、国道４４３号線の中山交差点が冠水し通行止めとなりまし

た。しかし、今回は、時間２０ミリを超える大雨がその後連続して降っていないため、

約１時間程度で通行止めを解除することが出来ました。そのほかにも、床下浸水が１

件、土砂崩れによる一部損壊が２件発生しております。また、現在、建設課が取りま

とめを行っておりました災害報告では、被害報告件数が全体で２７０件あり、うち町

道等の被害が５６件、農地などの被害が１６８件、その他県道や県河川の被害が４６

件となっております。災害として採択できるものは町道等が１１件、農地等が８８件

で、併せて９９件の見込みであり、残りにつきましては、維持工事又は小災害で対応

することとし、林道災害につきましては２件発生しております。議員御質問の、６月

に配布しましたハザードマップの浸水想定につきましては、今回新たに、関川におけ

る最大日雨量９９３ミリを想定したものを掲載しておりましたが、今回の雨量につき

ましては、最大日雨量３２８ミリであり、昨年の７月豪雨の最大日雨量５５６ミリと

比較しましても想定内となっております。しかしながら、今回の豪雨につきましては、

大雨による河川の氾濫に伴う浸水被害よりも、継続的な大雨による土壌雨量の増加に

伴う土砂災害が危惧され、１１日水曜日から１９日木曜日の９日間にわたる土砂災害

警戒情報の発表及び大雨警報の継続に伴う９日間の警戒態勢となりました。幸いにし

て、線状降水帯による長時間の集中豪雨が発生しなかったため、大規模な土砂崩れが

発生しませんでしたが、仮にもう少し多く雨が降っていた場合を想像すると、さらに、

避難対策の徹底と連絡体制の強化を行う必要があると肝に銘じたところです。土石流

警戒区域・急傾斜地・崩壊区域・浸水区域など、今回の大雨の被害箇所を検証し、現

行のハザードマップに掲載していない箇所につきましても、今年度末完成予定のハザ

ードマップに反映するよう担当者にも指示を出しているところであります。以上、お

答えしまして、この後の質問につきましては、自席よりお答えさせていただきます。

また詳細については担当課長が答えします。 

〇議長（橋永芳政君） ４番議員。 

〇４番議員（立山比呂志君） はい。ありがとうございました。任期満了まで、まだ半年ぐ

らいありますので、まだ２期目のマニフェストの成果を加速していただきたいと思い

ます。それから今年、旧南関高校跡地に新庁舎が出来ます。町政を担うこととなった

場合、心機一転、町のために、全町民のために本当に住んでよかったと思えるまちづ

くりをしていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。それか

ら続きまして、二つ目のハザードマップのところをちょっとお尋ねしたいと思います。

ハザードマップの１番右上にこう記されています計画規模（Ｌ１）洪水浸水想定区域

は、おおむね１００年に１度程度起こる想定最大規模（Ｌ２）洪水浸水想定区域は、

おおむね１０００年に１回程度起こると。大雨を想定して書いてありますけども、現
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在ではこの計画、規模Ｌ１が毎年起きてもおかしくない状況にあると思われます。そ

こでお尋ねをしたいのが、先ほどちょっと町長からもお答えになりましたが、昨年の

７月の豪雨と今回の８月の豪雨は少し相違点があると思います。それで今回、豪雨に

よる警報や、警報の出し方、それから先ほど言われました避難所の開設、それは本当

に速やかに行い適切だったのか、それとも、もっとこうしてよかったのかというとこ

ろを少しお尋ねをしたいと思いますよろしくお願いします。 

〇議長（橋永芳政君） 総務課長。 

〇総務課長（古澤 平君） 議員質問の今回の対応につきましてですけれども、ちょっと反

省点というのがございます。一つはですね、土砂災害警戒情報が発令されて、その後、

継続的に大雨となっておりますけれども、土壌雨量がかなり高い数値が続いておりま

した。南関町全域に土砂災害による特別警戒区域というのがございますけれども、今

回、地域防災計画に掲載しております、区域にのみに避難指示を発令しておりました

が、結果的にはそれ以外の地区でも土砂崩れが発生しておりますので、もう少しその

危険区域あたりを絞り込んで、そして、全域的に出せるような体制をとりたいという

ふうに考えております。 

〇議長（橋永芳政君） ４番議員。 

〇４番議員（立山比呂志君） はい。それからもう一つ、各避難場で避難された方がいらっ

しゃると思いますけども、その方々の避難の理由ですね、要は、私のところは崖崩れ

が心配だとか、私のところは洪水が心配だとかそういう、理由を避難所でアンケート

とか聞かれたっていうところはありますかね、その辺どうでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 総務課長。 

〇総務課長（古澤 平君） 避難された方々に対して、個別にどういう理由で避難されたか

という理由はお聞きしておりません。 

〇議長（橋永芳政君） ４番議員。 

〇４番議員（立山比呂志君） はい。もしよろしければそういうところを聞いて、何で避難

されたのか、ひとり住まいとかそういう方もいらっしゃると思うので、そういうとこ

ろを聞かれてそれをまた、ハザードマップに生かすというところを今後徹底していた

だきたいと思います。それをお願いしたいと思います。それから今度災害のほうです

けども、今、現在通行止め何箇所ぐらいございますでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 

〇建設課長（嶋永健一君）はい。現在通行止めの箇所につきましては、２災から続いており

ます通行どめがございます。それが３箇所と今回災害で通行止めをまだしてるのが１

箇所、計４箇所がまだ通行止めでございます。 

〇議長（橋永芳政君） はい４番議員。 

〇４番議員（立山比呂志君） はい、ありがとうございます。その通行止めのか所なんです

けどもなんちゅうかな、迂回路。ずっと手前からちょっと看板とかそういうところは



 

29 

 

ちゃんと整ってますでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 

〇建設課長（嶋永健一君） はい、場所によっては迂回路を設けておりますが、大半の区間

はそこまでは準備出来ておりません。 

〇議長（橋永芳政君） ４番議員。 

〇４番議員（立山比呂志君）はい。私も何回もこう通るときにやっぱり迂回路の表示があっ

て、早めにこう指示していただければ、そっちに迂回できるのでその辺はちょっと、

早めに迂回路をちゃんと指示をしていただきたいと思います。それからちょっと災害

のほうなんですけど、大きい災害のほうは、工事は多分、適切にできると思いますけ

ど、私がちょっと注目したいのは小災害、農地は、農業施設の小災害ですね。昨年、

多分取下げたところも１０何箇所ぐらいであったと思います。今年も多分、ひょっと

したらそういうところがあるんじゃないかなと思って心配してるところなんですけ

ども、そうするとますますこう農地が荒れる、手をつけられないというところが、多

くなると大変なことになりますので、そういうところが何かこう手だて出来ないかな

というのをずっと考えるところなんですけど、農業委員のほうでも多分、パトロール

があってそういうところで話が出てくると思いますので、農業関係そういうところを

何か手だてが出来ないかなとは思ってますけど、農業委員会のほうで何かそういう手

だてとか出来ますかね、それはどうでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 経済課長。 

〇経済課長（田口 明君） はい。今の農業委員会での手だてっていうのが、ちょっと難し

い状況に今のところあります。以上です。 

〇議長（橋永芳政君） ４番議員。 

〇４番議員（立山比呂志君） はい、小災害がどうしてもやっぱりこうなんですか、今もそ

うなんですけど、皆さんも、町道通ってるとそんままがけを崩れてそのままですよね、

田んぼに木が倒れてもそのままで、だからそういうところをですね何かこう、税金対

策でもいいし、建設の何かそういうとこがあればなあと何つうか手助けが出来ないか

なと思ってますけど、今後、建設課長その手立てできる見通しとか何かありますかね

目安が。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 

〇建設課長（嶋永健一君） はい。ただいまおっしゃいました目安につきましては、今のと

ころ特に持っておりませんので、対策は出来ないかと思います。ただ、隣接で業者が

工事に入りますんで、そのときに少しサポートしていただくとか、そういう御協力が

できるかと思っております。 

〇議長（橋永芳政君） ４番議員。 

〇４番議員（立山比呂志君） はい、よろしければそういうサポートを本当ちょっと行って、

少しでもこうなんちゅうかな崖崩れのところを少し手直しできる体制を何か作って
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いただいて、荒れ地っていうかその崖崩れのですね、荒れ地をなくしていただきたい

と思っております。それから、ちょっと時間もありませんけどもちょっともう一つ二

つですね、今回、町道に木とか竹が倒れている箇所が何箇所かあったと思うんですけ

ど私もこの間四ツ原集会所の上のほうに枯木が倒れてまして、それはちょっと１人で

どけきれなかったんで建設課に頼みましたけど、今回、台風じゃないんですけどそう

いう倒木とか竹の出動回数って何回かありましたか。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 

〇建設課長（嶋永健一君） 風倒木は土砂崩れによる風倒木が発生したとこが３件ございま

した。それと、竹とか小さな木が倒れたところが３箇所。であとうちのパトロールで

回ってる職員が、竹を１箇所切った所が３箇所で計９箇所ほどございました。 

〇議長（橋永芳政君） ４番議員。 

〇４番議員（立山比呂志君） はい。先ほどちょっと四ツ原集会所言いましたけど、その横

にもう一本、なんちゅうかな、枯れた木が残ってます大きい木がですね、だけん、要

は何を言いたいかというと点検ですね。建設課でも経済課でもいいんですけど町道と

か農道とかに回られたときにそういう、木が倒れてる予想ですね、そういうのを事前

に何かこう切る伐採とか、そういうのが出来ないかなと思ってますので、そういうと

ころを何かこう、補助金でもいいし、その土地の方が切るのはちょっと難しいかもし

れませんけど、何かそういう、とがあれば、こういう緊急時にその木、もともと切っ

とけばそこに出動しなくていいからですね、今から多分職員さんの人数も減っていく

んで、そういう点検のときに切る体制を何か考えてほしいと思ってます。それで余談

なんですけど、その木が木っていうのもですね今、空き家が多くなってます。空き家

の木が庭木とか何とかがもう、町道っちゅうか道にはみ出してるところが結構目立つ

んですよね。あれを切る歩方法というのは、課長何かありませんかね。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 

〇建設課長（嶋永健一君） はい。個人の財産につきましては、なかなか難しいでございま

す。うちのほうも、どなたが持ってるかうちで調べまして、その方にたどり着ければ

許可をいただいて伐採させていただいております。ただ許可がないものにつきまして

は、切った後にその方が気づかれて言われた場合はこれはこちらが訴えられたりしま

すんで、基本的には、地域の方の区長さんとか、民生委員さんとか、御存じの方にお

伺いして、大丈夫でしょうか、ということで了解を得たものについては、道路法上該

当するものに関しては町のほうでしっかり対策をしたいと考えております。 

〇議長（橋永芳政君） ４番議員。 

〇４番議員（立山比呂志君） 建設課のほうで、出てる木の伐採の目安とか書いてあったん

で、もしよろしければもう早めに手だてせんと本当に御存じの通りそこの近所にもあ

りますよね、もうこんなに出てるのがね。そういうとこがあるので、もしよければも

う早めに、そういう対策をとって切っていただきたいと思っております。それちょっ



 

31 

 

と余談にありましたけどそういうところも加味して、パトロールとかですね、そうい

うのをしていただきたいと思って、質問しました。これで私の質問を終わりたいと思

います。ありがとうございました。 

〇議長（橋永芳政君） 以上で４番議員の一般質問は終了しました。続いて、６番議員の質

問を許します。６番議員。 

〇６番議員（井下忠俊君） こんにちは。６番議員の井下です。今回は、ヤングケアラーに

ついて尋ねたいと思っております。現在コロナ禍の中、密を避けながらあるいは換気

に気を配りながらの学校生活に携わっておられる先生また、ほか関係者の方々には非

常に窮屈な状況で、クラスターが発生することもなく、指導されていることに関しま

しては、本当に頭が下がる思いであります。これまでの学校内での問題として大きく

取上げられたことにつきましては、例えば、いじめ問題、不登校問題等がありますが、

近年では、１８歳未満の子どもが親や兄弟、祖父母などの世話や介護するヤングケア

ラーという言葉をよく耳にします。そのヤングケアラーと呼ばれる割合が、中学２年

生の５.７％、高校２年生の４.１％に上ると、今年春に厚生労働省と文部科学省によ

り公表されました。また、県の教育委員会、学校安全安心推進課においても、既に職

員や管理職の研修を通して、ヤングケアラーについての周知も始め、アンケートをと

ることにより、実態把握に努めているとのことが７月２日の熊日新聞にも掲載されて

いました。今、現在南関町において、対象となる児童生徒がいるいないにしても、今

後この対象となり得る人は増えることはあっても、減ることはないものとして捉えて

おります。これに関して町としては、どう認識されているかお尋ねしたいと思います。

まず一つ目として、町はこのヤングケアラーについてどのように認識されているか。

二つ目には、その実態調査も南関町でもされているのか、そして最後に、こういった

問題が発生した場合における町の対策、取組などあれば尋ねたいと思っております。

以上３点です。この後は自席にて続けさせていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

〇議長（橋永芳政君） ６番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤安彦君） ６番、井下忠俊議員の「ヤングケアラーの現状と今後について」の

御質問にお答えいたします。まず、一つ目の「ヤングケアーについてどのように認識

されているか」についてお答えします。本年５月から６月の新聞等で「ヤングケアラ

ー」という言葉を目にするようになり、『大人が担うような責任を引受け、病気や障

がいなど、ケアが必要な家族の世話や家事をする１８歳未満の子ども』のことと知っ

たところです。そして、国の調査によりますと、クラスに１人から２人の割合で該当

者がいて、当事者としての自覚もない場合も多く、その認定を始め、支援など、とて

も難しい部分もあるという思いでおります。ただ、昨年から、コロナ禍が続く中で、

特別な支援を必要とする子どもたちも増える現状にあり、そういう子どもたちに寄り

添う場合には、新しくヤングケアラーという視点からの関わりの工夫も必要になって
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くると認識しているところであります。次に、二つ目の「南関町において、その実態

調査はなされているか」についてお答えします。調査の実施に当たっては、対象とす

る児童生徒の範囲をはじめ、ヤングケアラーという言葉の認知や理解などを含めた内

容等も検討する必要があり、現在までには、町また教育委員会では具体的な調査は実

施しておりません。最後に、「今後における町の対策、取り組み」についてお答えし

ます。本件においては、まず、町の子どもたちの実態把握が重要で、今後実施される

県の調査を待って、アンケート調査の実施や、状況によっては、個別の面談により子

どもたちの困り感等の聞き取りの中で、その把握をするなど、取り組みの工夫をする

必要があると考えております。また、前回の６月議会定例会において、１１番境田議

員の「コロナ禍での子どもを巡る問題も深刻化、複雑化している現状と対策を尋ねる。」

の御質問に教育長から「本年度は、福祉課や社会福祉協議会、スクールソーシャルワ

ーカーとタッグを組んで、幾つもの課題を抱えている子どもの生活環境の改善に向け

て動き始めている旨」の答弁がありましたように、ヤングケアラーの子どもについて

も同様のスタンスで支援策を工夫していかなければならないと考えております。以上、

お答えいたしまして、この後の質問につきましては、自席よりお答えさせていただき

ます。また詳細につきましては、教育長または担当課長がお答えいたします。 

〇議長（橋永芳政君） ６番議員。 

〇６番議員（井下忠俊君） ありがとうございます。まず一つ目のその認識についてですけ

れども、まだこの問題自体が非常に浅い問題ではありますけれども、これは本当に大

事な問題、今後につながる大きな問題としてとらえることも必要だと思っております。

でですね、その認識しているだけでは、何も事が進まないと思いますので、このヤン

グケアラーという言葉自体がまず、広く浸透していない状況に今あると思います。な

かなか踏み越えることのできる境界線というのは、これは非常に難しくて、なかなか

踏み込みにくい、判断しにくい問題ではありますけれども、やはりこれから、人々に

広く知ってもらうことがまず大事になってくるんじゃないかと思っておりますが、南

関町においても県と同じように教職員の方たちに対して、こういった周知をもうされ

ておりますでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。学校の先生といいますか、校長会等あたりを通して、校

長先生あたりに、このヤングケアラーという問題が今話題になっているというところ

で、どういうものかっていう部分も含めながら、周知を図っているところでございま

す。 

〇議長（橋永芳政君） ６番議員。 

〇６番議員（井下忠俊君） はい。その中で例えば、今南関町にその対象となるような生徒

が、おられるように感じられますでしょうか。また、全く今、そういうのが表に出て

なくて、まだそこは把握されてない状態なんでしょうか。 
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〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。具体的な調査として把握はしておりませんけど、不登校

とか、あるいは生活の上で課題を抱えている子どもさんあたりの状況を見ていくと、

それに、当てはまる子どもさんも、１人２人いるのかなという思いを持っております。 

〇議長（橋永芳政君） ６番議員。 

〇６番議員（井下忠俊君） そこにそういった対象となり得る子どもがもしおられるんだっ

たら、それはそれでもうしっかり受け止めていかなければならないことだと思います

けれども、まず、いじめ同様にそういうのは存在しません、いじめはありませんとい

う言葉をよく聞きますけれども、目に見えないところでそういうことも起こっていま

す。そういったのと同じように、こういったヤングケアラーの対象になり得る子ども

がまずいるんじゃないかという、その意識を持って対処されたほうが、今後の対応も

迅速に出来ていくと思いますので、まず南関には関係ないとかそういったような考え

は、まず持たないでいてほしいと思っております。アンケートについて、まだやって

いないということでしたけれども、確かに県の行ってるアンケートと、南関町で行う

アンケートに関しては全く南関町が当てはまるとは考えられません。その土地におい

ても生活様式においても南関町と県とは大きく隔たりがある部分もあります。だから、

同じようなことを聞いて、同じような対策をするじゃなくてですね、この南関町だか

らこそできるような対策もあると思いますので、ある程度県や国を参考にしながらで

もそういったアンケートをいち早くやはりとって、南関の実情をつかんでおく必要が

あるんじゃないかと思っております。だからこれは早急にっていうかもう今週来週と

いうわけにもいきませんけれども、早速進めるというところで、これは考えておいて

ほしいなと思っております。ただ、そのアンケートを取る部分において、これは先ほ

ども申し上げましたとおり、非常にデリケートな部分がありますので、興味本位と捉

えないように、ただ知りたい、聞きたいじゃなくて、そこから何とかこう対応策に結

びつけれるようなアンケートをとってもらえればと思っております。その辺はどうで

すかね、そういったつもりでアンケートをとってもらいたいと思っておりますが。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。まず議員のほうからお尋ねがありましたけど、いろんな

形で子どもたちと学校では接していきます。その接し方の一つに、ヤングケアラーの

観点といいますか、視点といいますか、そういう部分も常に持った形で、聞き取り調

査等、あるいはヒアリング等を実施していけたらなというふうに思っているところで

す。もう１件は実態把握という部分でアンケート調査等の実施についてですけど、先

週の金曜日にですね、ちょうど県の調査方法といいますか、内容が降りてきまして、

それを見ていきますと、一つは学校の対応の仕方といいますか、そういう部分を県内

全学校にアンケートで聞き取る調査をします。それと、直接子どもたちに関わる実態

調査といいますか、その部分については、中学生では２年生、高校生は２年生、その
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学年に限られた子どもたちを対象にしているようです。そしてもっと低学年になりま

すと小学校あたりの状況については、なかなかやっぱりヤングケアラーっていう認識

っていいますか、何をもってそう判断するのか、やっぱり子どもたち自身も難しいと

ころがありますので、その部分については、県内で１０校ほど抽出調査をして、学校

の先生がたに、確認をしていただくといいますか、そういう流れになっているようで

ございます。そういうところで、今月中を一応調査期間、１１月に結果の公表ってい

う部分で進んでいきますけど、南関町のほうでは、小人数という部分もありますから

中学生あたりについては、割と県の調査に準じた形で実施できるのかなと思うんです

けど、その部分も踏まえながら、今の課題を抱える子どもさんあたりで、直接、関わ

っている状況といいますか、事案あたりもありますのでそういう部分とあわせて、そ

のヒアリング等を更に充実しながら、ヤングケアラーの子どもさんの確認といいます

か、把握を進めていきたい、そんな思いでおります。 

〇議長（橋永芳政君） ６番議員。 

〇６番議員（井下忠俊君） その辺のところは非常にデリケートな問題も重なりますので、

しかし、大事なことですので県がそういうふうな形で進めてあるということでしたら、

南関町もそれに添うしたやり方で、まず調査から入るようにしてもらいたいと思って

おります。このヤングケアラーについてはその多くの人が、そこに悪い人はもう存在

しないというような認識で自分はおります。誰を責めることでもありませんし、いつ

もどおりの日常があったり、また家族を悪者にしたくない、そういった間違ったそう

いった思いもあるかもしれませんが、またほかに誰かにですね、友達に相談を考えた

時に、特に小学生においては、子ども同士ということもあり、その介護になかなか理

解してもらえない。そういうこともあって、表面化はなかなかしにくい問題です。ま

た、今の子どもたちは、周りの人に対して話をするんではなくて会話の先には、多く

がＳＮＳ等を使った、つぶやきとか、そういった形で利用されておりますのも、そう

いった広く知られていないところの原因の一つかもしれません。本当に、だからとい

ってなかなかこう調べるに踏み込むことが出来ない、難しい問題ではありますけれど

も、町としての対策の中に先ほどスクールソーシャルワーカという話が出ましたけれ

ども、私もこのスクールソーシャルワーカーの存在が非常にこれは大きく関わってく

ると思います。今、南関町の小・中学校では、どのような人員配置になっていますで

しょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。スクールソーシャルワーカーの配置ということですけど、

教育委員会として配置しているわけでございません。県教委のほうから、教育事務所

を通じて、一応、南関中学校を拠点校にして、関係の小学校も、南関中学校拠点とし

てスクールソーシャルワーカーの方に、今、動いていただいているところです。その

部分で、福祉課と一緒に連携しながら、いろんな子どもたちの困り感といいますか、
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そういう部分の改善につないでいただいているところでございます。 

〇議長（橋永芳政君） ６番議員。 

〇６番議員（井下忠俊君）そこでちょっと尋ねますけれども、中学校に１名配置されている

ということですけれども、それは各小学校から何か問題があれば中学校のほうに意見

を出す。それか、中学校のほうから各小学校に対して聞き取り調査を行う。あるいは

その両面、どういった形の連携になってるんでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。ケースバイケースなんですけど、福祉課が中心になる場

合はケース会議等を開催して、日にちあたりを設定して、時間あたりを設定して、学

校に集まるのか、役場に集まるのか、そういうのを検討しながら、最終的にはそのス

クールソーシャルワーカーの方を中心に家庭の中に踏み込んでいただいて、支援でき

る対策等を検討していただいているところでございます。だからこういうときはこう

だっていう、部分があるんじゃなくて、寄ってこんな対応をしましょうという共通認

識のもとで、その対応の方向性を決めていく、そういう流れになっております。 

〇議長（橋永芳政君） ６番議員。 

〇６番議員（井下忠俊君）そういうことであるならば、きちんと連携が取れているという認

識でいいかと思いますし、非常にそれは安心できることだと思っております。非常に

心強いんじゃないかと思います。この言葉的には、最近よく聞くようになりましたけ

れども、こういった問題は以前から表に出てないだけであったんじゃないかと思って

おります。これがもう普通の日常の家庭での当たり前のことだったとしてもですね、

今だから、ヤングケアラーという言葉で表面化してきてますけど、これは本当に日常

に行われてきたこともあると思います。だから、もちろんここ数年、もうその時だけ

じゃなくて子どもの数年にわたって小学校から中学校に移るなり、そういった家庭の

中ででも数年をまたいだところの子どもの変化にも十分な対応と注意を払っていっ

てもらいたいと思っております。もちろんですね、学校、学業、スポーツ、またいじ

め等に対する意見交換ももちろん大事ですけれども、このヤングケアラーに対しても

今後これは大きな今後課題の一つになってくると思いますので、是非よろしくお願い

しておきます。けどですね今、こういうふうに自分が言ってますけれども、問題の解

決をですね、そのスクールソーシャルワーカーの方に全て押しつけているような言い

方をしてるわけじゃありません。その役割というのは、もう多分皆さんも御存じだと

思いますけれども、児童生徒が抱える問題日常生活の悩み、いじめ、暴力行為、虐待、

いろんな問題がありますけれども、これらの問題に対してスクールソーシャルワーカ

ー自体がその解決に至るものじゃなくて、様々な家庭の問題を事情を偏見なく聞いて

くれる立場の人はそこにいて、そして法整備されているところの支援事業に繋いで行

くこれがスクールソーシャルワーカーとしての大きな役割じゃないかと思っていま

すけれども、そのスクールソーシャルワーカーに対する認識としては間違ってないで
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すかね。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい、今の認識で大丈夫だと思います。 

〇議長（橋永芳政君） ６番議員。 

〇６番議員（井下忠俊君） こういった問題が生じるいうことであれば１００の事案があれ

ば１００の原因がそこにはあると思います。同じような事案はなかなかないと思いま

す。けれども、今後ですね、そのスクールソーシャルワーカーの先生はもちろんです

けれども、他の先生も含めて皆さんでその支援策についての話合いも含め、共有して

もらえるよう、個人情報の観点からも非常に難しいところもあると思いますけれども、

ぜひお願いしたいと思っております。今回、なぜこのような質問したかというとです

ねこの１２年間、ずっと交通指導で毎朝中学生見守っていたんですけれども、朝元気

で登校していた生徒がだんだん、あるいは突然ですね、遅くなったり、いつも一緒だ

ったグループから外れてきたりと、たまにこういう子どもを見ます。そんなときはで

すね、もうできるだけ学校は楽しいねとか、朝眠くないかとか、そういったような声

をかけるようにはしていますけれども、自分にできることはやっぱりそこまでです。

それ以上はなかなか踏み込めません。あとはですね、１日の大半を一緒に過ごす教職

員の方たちにとってはよく見えてくるんじゃないかと思いますのでこれまでもなさ

れてきたことと思いますけれども、更にアンテナを張って、子どもたちのＳＯＳに気

づいてもらえたらと思っておりますので、よろしくお願いします。そこでちょっと角

度を変えて福祉課に尋ねますけれども、ケアマネジャーがケアプランを作成するにお

いて、子どもをですね、その一つの介護力として扱っていることはないと思いますけ

れども、課長こういうことはどうですかね、あってますかね。 

〇議長（橋永芳政君） 福祉課長。 

〇福祉課長（田中龍城君） 子どもたちをそのケアプランの対象にしているようなそういっ

た事例があるかという質問なんですけど、町内の居宅介護支援事業所あたりに確認を

しましたけれども、そのような事案はないということでございました。以上です。 

〇議長（橋永芳政君） ６番議員。 

〇６番議員（井下忠俊君） 幾らかそこ安心したところですけれども、家族の介護や世話を

することは見方によれば、非常に子どもがそこに高齢者を見守ることで、微笑ましく

思えることも多々あります。例えばそのケアプランの作成時において土日はもうお子

さんのおられるから、見守りは大丈夫ですよね。こういったようなことが行われるの

はそれは悪と言えば悪じゃないかもしれんけれども、これがヤングケアラーにつなが

りかねない一つの事案にも思えてくると思います。ですからそのケアプランの作成時

にそういうことがあるんであれば、そういったきちんとした法整備されたデイサービ

スの紹介とか、そういったところの支援策につなげていくこともありますので、こう

いった声も福祉課に上がってないとすれば、今のところも、それは安心かなと思いま
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すけれども、そういった相談があった場合には、そういうふうな支援策につないでい

けるように、考えておいてほしいと思っております。よろしいですか。介護を行う上

でももちろんその家族の協力は、十分必要になります。否定するわけではありません

けれども、子どもは自分がそうだと感じていること自体が、今、少ないのかもしれま

せん。それは家族の中で普通に行われていることだからだと思っておりますけれども、

このヤングケアラーに関して言えば、福祉の場合においては非常に関連性があります

ので、今後十分注意を払っていってもらえると思っております。よろしいですかね。

本人が気づいてなくても、その環境がごくごく普通という場合もありますけれども、

子どもたちにとってはその子どもの世界があります。そのため友達関連の付き合いが

悪くなったり、これがいじめにつながらないとは、それは言えません。また当事者は

その先、社会的にもですね。孤立する割合が大きいとの声も寄せられておりますし、

それでもかかわらず当事者の多くの人が誰にも相談したことはない。この声も実際上

がっています。だからこそ、繰り返しになりますけれども、客観的でもアンケート調

査を行ってまず実態の把握だけでも、これはしておかれるように、してほしいと申入

れをしておきます。大体こう自分が言いたいことは言ってきたんですけどもまとめに

入りますけれども、このヤングケアラーに対する問題は非常に奥が深いと思っており

ます。どのような解決策があるかその時になってその問題に出遭わなければこれはわ

からないと思います。しかし、対象はあくまで子どもになります。そこにはですね、

教育課、福祉課、こういった担当課関係ありません。ですから対象者が１人でもいれ

ば、しっかりした支援体制ももちろん大事ですけれども、先ほどから言っていますけ

れども家庭の問題などに対し偏見なく親身になって聞いてもらうところから、始まり、

そして今後はそこにつながるしっかりとした連携の構築を求めて、そして最終的には

法整備された支援策つないでいって、もらうのが最善の方法じゃないかと思っており

ますので、ぜひそのことを申入れて、この質問を終わりたいと思います。どうもあり

がとうございました。 

〇議長（橋永芳政君） 以上で６番議員の一般質問を終了しました。ここで、一般質問の途

中ですが、１０分間の休憩をいたします。 

            ―――――――〇――――――― 

              休憩 １４時００分 

              再開 １４時１０分 

            ―――――――〇――――――― 

〇議長（橋永芳政君） 休憩前に引き続き会議を開きます。続いて、１１番議員の質問を許

します。１１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） こんにちは。１１番議員の境田です。今回は先に通告してお

りました、太陽光発電に伴う環境問題についてと、公共工事に伴う残土処理について

の２点について質問します。まず、１点目の太陽光発電に伴う環境問題についてです。
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今、世界が異常気象に襲われております。地球温暖化の影響とされています。日本で

も猛暑、豪雨、台風の大型化など発生し、被害は甚大なものになっております。温暖

化の原因は、温室効果ガスで主に二酸化炭素です。このまま対策をとらなければ、温

暖化の進行で極端な高温や大雨が降ると言われています。そこで、地球温暖化対策に

ついて、気温上昇を抑える目標を定めた国際的な条約パリ協定が出来ました。そこで

は、世界の１２２ヶ国や地域が２０５０年までに、温室効果ガスの排出量を実質ゼロ

にすることを目標、目指すとしています。我が国も、世界的な脱炭素化に向けた流れ

の中２０５０年、温室効果ガス、実質排出ゼロ宣言する自治体が増加しております。

２０２１年６月１日現在で、自治体の宣言数は３９６となっております。国は、来年

４月施行予定の改正地球温暖化対策推進法により、温室効果ガス、排水実質ゼロの実

現に向けた新たな交付金を創設する方針を固めました。脱炭素化の鍵と見られる太陽

光や風力などが対象となっております。二酸化炭素排出量削減に、大きな貢献を果た

すことができる太陽光発電はクリーンなエネルギーです。地球温暖化防止に役立つの

は言うまでもありません。しかし、新たな交付金事業に民間等が参入し、森林改修等

に拍車がかからないかと危惧しております。環境に優しいエネルギーと言われます太

陽光発電ですが、設置箇所、規模などを考慮しないと環境に大きな影響を与えてしま

うことがあるからです。我が町では、太陽光発電に伴う建設で、森林伐採などによる

環境問題は起きていないのか。緑豊かな風景が虫食い状態になり、景観を損なってい

ないのか。森林を切り崩して太陽光発電を設置することは、先ほども言いましたが、

景観を損なうだけでなく、森林が持つ土砂災害防止機能を失うことにもなります。ま

た工事、豪雨などに伴い、水の濁りが発生したり、生態系の影響を及ぼすことも心配

されます。近年、何度も言いますけど温暖化の影響で、豪雨による災害が多くなって

おります。太陽光設置場所が急な急斜面や地盤が弱い土地に設置されれば、地滑りや

土砂崩れが起き、災害が心配されます。そこで、太陽光発電をめぐるトラブルが全国

では、増えておりますが、我が町の現状と対策を尋ねます。次に、公共工事に伴う残

土処理についての質問です。建設残土は、建設工事に伴って副次的に出る土砂で建設

発生土とも呼ばれています。コンクリート塊などのほかの建設副産物と異なり、産業

廃棄物ではないため、同じ工事現場で使ったり、別の場所へ運んだりして、原則再利

用することになっています。建設残土を処理する際の盛土をめぐり、独自に整理する

条約を設けているのは、全国で２６都道県です。熊本県では条例を設けてありません。

悪質な事業者は、規制の緩い地域を狙うという指摘もされております。全国知事会で

も全国一律の規制を求める要望書をまとめております。先般、熱海市で盛土との関連

が指摘されてます大規模土石流が発生し、甚大な災害が起きました。大規模土石流発

生がしたことを受け、熊本県は、８月、盛土の造成地や土砂流出の危険性がある１,０

１２箇所を緊急点検するとしました。８月末にまで終え結果を発表するとしています。

ただ、これとは別に、民間取引で山林に搬入された土砂など、法規制一律に把握出来
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ないところにも、県砂防課はできるだけ現地に足を運んで確認するとしております。

町は現時点でどのように把握されているのか、そこで建設残土は産業廃棄物でないた

め、原則再利用になっていますが、建設残土の処理での盛土の現状はどのようになっ

ているのか、我が町の現状と対策を尋ねます。この後の質問は、自席で行いますので、

よろしくお願いします。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤安彦君） １１番、境田敏高議員の「太陽光発電に伴う環境問題について」の

「太陽光発電をめぐるトラブルが全国各地で増えているが、我が町の現状と対策を尋

ねる。」の質問にお答えいたします。世界的に地球温暖化問題が顕在化している中、太

陽光発電事業は、再生可能エネルギーの一つとして、長期安定的な主力電源で持続可能

なものとして、国が積極的に推進していくことと位置づけられた事業であります。太陽

光発電の導入が大幅に拡大する中で、建物の屋上や空き地等に加え、中山間地域におい

ても大規模に設置する事例が増加している状況です。その一方で、太陽光発電事業の実

施に伴い、土砂の流出や濁水の発生、景観への影響、動植物の生息・生育環境の悪化、

住民への説明不足などの問題が全国的に生じていると報告されております。本町にお

きましても、近年、太陽光発電施設設置に伴う問合せ等が増加している状況です。町の

現状といたしましては、森林の開発を伴う案件につきましては、一定の規模、１ヘクタ

ールを超えるものは、林地開発許可制度に基づき、都道府県知事の許可が必要となり、

町は、県からの意見聴取に基づき、関係各課の意見を取りまとめ回答しております。な

お、一定の規模以下につきましては、町に対し、伐採届出が、必要となります。また、

農地を利用した太陽光発電施設を建設する営農型太陽光の問合せも増加傾向にありま

して、営農型太陽光施設につきましては、農地に支柱を立てて、営農に支障を来さず、

営農を継続することが要件となり、支柱に関しては、農地法の一時転用許可が必要とな

り、簡易な構造で容易に撤去できるものに限るとされております。双方の事業において

も、造成・開発中の対策につきましては、地元からの情報もいただきながら、防災・環

境保全等の施行状況を踏まえ、許可権者である県と十分に情報共有を行い、申請者に対

してしっかりと助言・指導を実施し、適正な開発行為が完了するように努めているとこ

ろであります。今後も、関係機関及び地域の皆様方と様々な課題を協議しながら、適正

な開発行為が完了するよう協力していく必要があると考えております。次に、「公共工

事に伴う残土処理について」の「建設残土は産業廃棄物でないため原則再利用すること

になっているが、我が町の現状と対策を尋ねる。」の質問に、御質問にお答えいたしま

す。建設残土につきましては、原則再利用できる箇所は、工事設計に反映させておりま

す。昨年度の関村・田原線につきましては、切土を盛土として全てを再利用しており、

小原・馬立線と、大西・桜原線では、盛土部は再利用とし、残りは庁舎建設地へ搬入し、

盛土として再利用しております。草村・高久野線では、圃場整備と併せて対応しました

ので、圃場整備内で調整しており、本年度分につきましては、流用できる工事箇所があ
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りませんでしたので、良質土については、日明・今地区圃場整備予定地の仮置き場へ搬

入し、残りは残土処理場への処分としております。なお、小規模の工事や災害復旧工事

につきましても、土羽等を復旧した残りは残土処理場への処分としていますので、各受

注者の処分運搬先の残土処理場を報告してもらい、処分していることを写真で確認し

ているところであります。以上、お答えいたしまして、この後の質問につきましては、

自席よりお答えさせていただきます。また詳細については担当課長がお答えいたしま

す。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） 再質問に移ります。太陽光発電に伴う環境問題ですけど、住

民のなかに問合せなどが増加しているとの答弁でしたが、私が住んでいます地区で太

陽光発電に伴う問題とか、問合せは私は耳にしておりません。しかしですね、ある地

域では大雨の後、現場に行けばですね、土砂が田んぼに流入しているので、業者に対

応といっても、何度言っても対応してくれないと、また町は人災と言われ、災害とし

て対応されず泣く泣く自分で処理されております。何度自分で片づけたかもう、限界

ですと、また雨が降るたんびに田んぼに土砂が入って来るので米は作れないと。住民

の方が嘆いてておられました。町も何度となく対応されたと思いますが、それを聞い

ておりますけど、解決したのか。また、別の地域では、雨が降るたび小川が土砂で埋

まり隣接する町道に泥水が流れ込み川のように流れてきますと、無論通行も出来ませ

ん。町道には流れてきた土砂を高く積み上げ、すぐ撤去しないため、数日も通行出来

ないと言われておりました。この災害で最近の雨では土砂が流れても仕方ないという

声を上げる人もいましたが、太陽光発電設置前、工事前ですね、設置の工事前はこう

いうことは起きておりません。こちらのほうも住民の声は聞かれていると思いますけ

ど、対応されたと思いますが、解決していますかね。まだしていなければ、解決出来

ない理由は何ですかお尋ねします。 

〇議長（橋永芳政君） 経済課長。 

〇経済課長（田口 明君） 今、御質問の住民の声ということでありますが、今、太陽光を

開発されているところから、いろいろ昨年に引き続き、対応よろしくお願いするとい

うことで、うちとしては、県を通じて業者に対して、指導を行っているところです。

以上です。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） まだまだ、幾つの心配事もお聞きします。少しの雨でもです

ね、先ほど言いました赤く濁った水が流れ、魚などの水系の生態に影響が及んでない

かなどです。今後太陽光建設に伴い、町道を大型車の通行が増え、道路の損壊、また

特に地元住民の通行に危険を感じることが予想されます。このどのような対策を設け

ておられるのか、また考えておられますかちょっとお尋ねします。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 
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〇建設課長（嶋永健一君） 道路を管理します、建設課のほうから道路についてお答えした

いと思います。一応ですね、工事の計画をされて始めまして計画書の中で、まず、ど

こを使うかというのを御指示いただいております。その町道の路線につきましては、

１路線を使うよってことでいただいておりました。ただそこは幅員が狭うございます

んで、大型はどうされるかと言うと一部広げていきたいっていうことでおっしゃって

おりましたが、やっぱりどうしても相手が用地がございますんで、用地やっぱり提供

していただく方が、計画の時にはオッケー出したんですけど、実際進むときには反対

されて出来なかったということで伺っております。そういうところにつきましては、

一応交通整理員を置いてくださいとか、また、いつもの当たり前のことなんですけど

も地元車を優先にしてくださいとかいうのを申合せをしながら、作業をしていただい

ているところでございますが、いかんせん、道が狭もうございますんで、大型車が入

ってきますと、二進も三進も行かない区間が、確かにおっしゃるとおりございました。

そのときは、一応区長さんと代表の方とお話をしながら、地元協定じゃないですけど

もそういう形で約束事を結んでいただいて作業をしていただいたところでございま

す。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） しっかりとですね対応をお願いしときます。最近はですね、

もう異常気象だから、大雨だから、まさかの雨だからと、災害が起きても仕方ないと、

それではもう済まない時代になっております。土砂等が流れ出さないように調整池な

どの災害防止対策を設けるようになってるんですよね開設する場合ですね。町では先

ほど冒頭で言われましたけど、太陽光発電の造成・開発中の対策について助言、指導

を行っているとの答弁でしたが、これが、やっぱり二度三度とか同じ災害が今起きて

おります。適切な災害対策をとってないために起こっていると思われます。南関町は

私も言いますけど、甘く見られてるんじゃないのかなと思っておりますけど、これか

ら先はやっぱ他の地域でも、こういう問題が起きないようにすべきです。やはり、行

政は誰のためにあるかですよ、町は町民が安心して暮らせるようにするのが仕事だと

思います。不適切な設置で防災や景観に悪影響というものを防ぐために早く太陽光発

電についての町条例を設けるべきです。先般の全協でも、杉村議員も述べておられま

したが、菊池市では、太陽光設備の適正な設置及び維持管理等に関する条例、これは

制定を定例会市議会に提案すると発表されております。杉村議員も同じくですね、我

が町も早くと言われましたが、どうですか町長。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） はい。菊池市の条例制定については、９月の定例会で提案するとい

うことでお聞きしておりまして、その内容も確認したかったところですけど、まだ今

から提案ということで、内容はいただけませんでした。そういったことで、条例制定

につきましては、本来、国が中心となって進めるべきものでありますので、国がどう
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いう動きをするのかというのも注視しておりますけれども、それと、県の許認可権を

持っております県、もうやっぱり、中心となって県が県内全体をまとめたような条例

制定をしてほしいなとは思います。それに伴って町は、それぞれの町で、その特色が

ありますので、その町に合った、私たちの町は南関町で１番適合するような条例の制

定について、いろんなところのそういった条件等も含めながら検討していければと思

ってるとこでございます。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） 国・県と言われましてもね、もう遅いんじゃないかと思うん

ですねこれだけ再三再四の災害があっとるからですね。国・県を飛び越してでも早め

に条例の制定をお願いします。町民の不安、不便さはやっぱり早く取り除くべきです。

そして条例だけじゃありません。事前に住民と一緒になってすぐ取り組まれることも

大事です。ところで我が町の森林伐採による太陽光発電箇所、または建設中は今どの

くらいあるんですかね、お尋ねします。 

〇議長（橋永芳政君） 経済課長。 

〇経済課長（田口 明君） はい。現時点で把握しているもので、小規模の施設を含め、森

林伐採を伴った事業施設が１０箇所。建設中が２箇所ございます。以上です。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） 来年４月予定のですね、冒頭で言いました改正地球温暖化対

策推進法が新設されます。太陽光を初めとする再生エネルギー発電施設などを優遇す

る地域については、これは町は住民の意見を聞きながら区域を設定するようになって

おりますけど町長どのようにお考えですか。お尋ねします。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） 促進区域につきましては、当然町民の皆様方の御意見というか思い

も伺ってからということになりますけれども、私どもも、町として、全体的にどうい

った地域にそういった区域として設定するかということは、これからも調査そして検

討していく必要があると思います。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） はい。検討お願いします。そのときやはり地元の声をですね、

災害時の電力供給など、やっぱ地域活性化につながるように話しも進めてください。

また今後心配されるのが、太陽光発電のパネル廃棄の問題です。適正な廃棄コストが

かかることもありですね、土地に設置した太陽光発電器具がそのまま放置されたり、

不法投棄されたいしないか懸念されますけど先ほど、ちょっとお聞きしますけど、町

は立入り調査とか指導できると聞いておりますので、厳密に行ってください。今です

ね、南関町にも別の業者が、新たにこの太陽光発電設置を探していると聞いておりま

すけど、町は把握されておりますか。 

〇議長（橋永芳政君） まちづくり課長。 
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〇まちづくり課長（坂田浩之君） 大規模開発の面からすると、そこはまちづくり課では把

握はしておりません。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） まだ耳にしてないということですね。はい。いや、私もやっ

ぱこの件でちょっと町を回ったですけど、やっぱ話を聞くんですよね、だから私が常

に早めに早めに条例をつくってですね、やっぱこの問題があちらこちらに災害が起き

るような問題が出てきますので、早めにっちゅうことで、今回の質問させてもろたも

のです。やはり常にいつ来るかわからないので、常にアンテナを張り巡らしておいて

ください。太陽光発電は、地球温暖化防止に役立つのは言うまでもありません。太陽

光発電設備ですね、設置工事がされても、やはり被害がないように、起きないように

早く条例をつくるべきです。周辺に配慮せずに設置してもいいものでありません。地

域と協和がで重要です。地域との共生を図るためにも条例を設けるべきです。最後の

公共工事に伴う残土処理についての再質問に移ります。先ほど冒頭でも聞きましたけ

ど、工事によって全て再利用されているとの答弁でしたが、そうでない残土はですね、

やっぱり町が指定した処分場に搬出されているようですが、その受入れ先は明確なっ

てますかね、また何箇所あるのかお尋ねします。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 

〇建設課長（嶋永健一君） はい。一応建設工事についての対応ということでお話しさせて

いただきます。一応南関町で大規模に、条例で土砂等の埋立て等による土壌の汚染及

び災害の発生の防止に関する条例ということで、１,０００㎡以上については、許可

をとるようになっております。それを取られてるところが６か所となっております。

それ以外のところは許可がいらない小中規模の残土処理場でございます。一応これに

つきましては、町の入札に参加している土木業者等に大体、指定をされておりますん

で、そこで把握してるところは９か所を把握しております。以上でございます。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） １１番議員。はい、わかりました。残土処理場にですね搬出

された建設残土ですね。これは災害防止のために排水設備とか堰堤工事なんか置かれ

ているのか、ちょっとお尋ねいたします。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 

〇建設課長（嶋永健一君） はい、先ほど言いました、許可が出ているか所については、当

初から、その中に堰堤を設けるように、図を示してありますんで、大体確認しますと、

あらかた作っております。長くなってそれがなくなったりしておりますところは、こ

ちらから指導すると、何らかの対応されております。ただ先ほど言いました、もう一

つの小・中規模につきましては、やはり個人様の土地で持っていたりとか、また自社

で持ってるところでもう面積が狭もうございますので、上から押し流していって下へ

おりていくって形のところがたくさん見られております。そこについては、町の業者
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ですんで、地元から苦情があった場合は指導をすると、早期に対応していただいてる

ところでございます。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） はい。早めの対応で指導もよろしくお願いしときます。冒頭

でも言いましたが、熱海市で起きました土石流災害ですね、これは山間上部の盛土が

不適切な処理で崩壊し被害を大きくしたものだと、見方が強まっております。県内で

も、盛土の土砂災害の危険性がある箇所を緊急点検するとしております。玉名、荒尾

市、玉名郡市ではですね、１０２箇所で、そこで我が町では、該当するか所はあった

のか、もし、あるならば県からの報告はどのようになっていますかお尋ねします。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 

〇建設課長（嶋永健一君） 我が町において、該当する箇所は、県の報告では２３ヶ所が報

告されました。これにつきましては、第一次スクリーニングということで航空写真に

よる、以前と以後の判定により、見つけていただいております。その中で、２３箇所

のうちにまた再調査ということで、１６か所がちょっと危ないじゃないかということ

で、町のほうで調査を再調査しております。それが一次スクリーニングってことを行

っております。このうち５箇所については、Ａ判定が今度出てしまいましたんで、何

らかの対策が必要でありますんで、こちらのほうは熊本県から所有者へ通知が出され

ると伺っております。ちなみにこの報告書につきましては、平成３０年の３月に確か

出来ておりますんで、県のホームページを見ていただきますと、そこで南関町はどこ

に載ってるかと各県内の地域については表示が出されております。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） はい、わかりました。盛土規制をですね、規制する法律は先

ほど大型、大規模ですね、１ha 以上ですかね、そういうとこは今日あると言われま

したけど、今問題が小さい工事ですね。小規模の残土処理するところなんかの法律と

いいますか、条例は町のほうではあっとですかね。 

〇議長（橋永芳政君） 建設課長。 

〇建設課長（嶋永健一君） はい。私のほうで調べたところ、今のところその小規模につい

ては何もございません。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） やはりそこもですね、ちりもつもれば山となりますので、そ

こも早めに条例を作るようにしてください。先月の長雨による記録的な雨量、または

豪雨などが発生した場合、土砂等が流され被害が起きてもおかしくない現状がありま

す。熊本市は、市民に崖や斜面の異常を通報してもらう窓口設けております。我が町

も、盛土や土砂流出の危険箇所を住民から通報してもらうシステムを取るべきだと思

いますけど、いかがお考えですか。 

〇議長（橋永芳政君） 総務課長。 
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〇総務課長（古澤 平君） 地域防災計画というのがございますけど、その中の第３章の風

水害応急対策計画というのがございます。その中で、第４節に災害情報収集計画とい

うのがございまして、災害の恐れがある異常現象が起きた場合は、誰であってもこれ

を報告していただくというふうにうたっておりますけど、やはり、今後はそういう情

報があれば、それを集約できるようなシステムのほうを構築していきたいなというふ

うに考えております。 

〇議長（橋永芳政君） １１番議員。 

〇１１番議員（境田敏高君） 今ほとんどスマホの方が多いからですね、そういう写真を撮

って送るようなシステムをされたらいいと思います。盛土処理については、いつの間

にか裏山に盛土がなされてですね、崩壊しないか心配されている住民もおります。ま

た、盛土があることすら知らない住民もいると聞きます。ハザードマップのように、

盛土マップも設けたらどうでしょうかと思いまして質問しました。条例がないから、

民間がすることだから仕方ないでは、住民の不安を取り除くことは出来ません。こち

らのですね小規模の盛土のほうも早く条例設けて住民に安心を与えるべきです。住民

が困っていたら、行政がすぐにでも対応すべきです。またそれをするようにするのが

議会です。何度も言いますが、やはり住民あっての行政です。今回の質問も、時間短

縮になっておりますので、一応これで私の一般質問を終わります。 

〇議長（橋永芳政君） 以上で、１１番議員の一般質問は終了しました。続いて、１番議員

の質問を許します。１番議員。 

〇１番議員（西田恵介君） こんにちは。それでは、今日最後ですが、１番議員の西田です。

今から一般質問のほうを行います。まず、質問事項といたしましては、人口減少対策

についてです。昨年、２０２０年国勢調査が行われ、６月に速報が出ております。そ

れによりますと、日本の人口が１億２,６２２万７,０００人、前回の調査より８６万

８,０００人の減となっており、南関町におきましても、８,９６８名、８.３６％の減

ということで、実質８１８名の減という結果が出ております。この結果が、やはり想

定以上に過疎化また人口減少が進んでいますので、それについて今後の対策について

お尋ねします。また、この結果を踏まえて小学校の児童生徒数も減少しておりますの

で、統廃合についても尋ねます。質問は以上で、今後の再質問については自席にて行

わせていただきます。 

〇議長（橋永芳政君） １番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤安彦君） １番、西田恵介議員の「人口の減少対策について」の「人口統計及

び国勢調査の結果から、人口減少が近年大きくなっている。今後の対策について尋ね

る。」との御質問にお答えいたします。西田議員御指摘のとおり、南関町の国勢調査

時における人口は、平成２７年から令和２年度までの５年間で８１８人減少し、減少

率８.３６％となっており、過去１０年間の国勢調査時での数字と比較しましても、

減少数、減少率とも最大の数字となっております。熊本県内自治体の人口動態を見ま
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しても、人口が増加に転じているのは、合志市、大津町、菊陽町、嘉島町の４市町の

みで、その他の自治体は、人口が減少しており、特に中山間地域におきましては、減

少率も高くなっております。今後の人口減少対策としましては、本町は過疎地域の指

定を受けておりますが、住環境的には決して条件が不利な地域とは考えておりません

し、総合病院や大手スーパー等はございませんが、有明定住自立圏や玉名定住自立圏

でも、近隣市町と連携しており、一定の地域内では、生活に必要なインフラも整って

いると考えております。ただ、人口が減少しているという事実は真摯に受け止め、今

年４月から取り組んでおります。「第三期住んでよかったプロジェクト推進事業」を

通した移住定住の促進に向けたＰＲや、民間との連携による、空き家バンク事業の更

なる推進、企業の御理解と御協力をいただきながら、就業者の定住に向けた取り組み

など、住んでみたい、住んでよかったと思っていただけるまちづくりの推進に向け、

行政だけではなく、町議会、町民の皆様の御協力や御意見を反映し、町全体で対応し

ていく必要があると考えております。「また、この結果を踏まえ、小学校の統廃合に

ついて尋ねる。」の質問については、教育長よりお答えいたします。以上、お答えし

まして、この後の質問につきましては、自席よりお答えさせていただきます。また、

詳細については担当課長がお答えします。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） １番、西田恵介議員の「人口の諸減少対策について」の、「ま

た、この結果を踏まえ、小学校の統廃合について尋ねる。」の御質問にお答えします。

まず、町内全小学校の児童数の推計として、本年度から令和９年度間のデータ本年１

月３１日現在では、本年度４００人、これは実数です。実数から令和４年度４１６人、

令和５年度４１２人、令和６年度３９６人、令和７年度４００人、令和８年度３８８

人、令和９年度３６９人で推移する見込みです。この中で、児童数が一番少ないのは、

第二小学校で、本年度は特に新入生は４人。現在５人です。５人と少なく、この５人

が３年生になる令和５年度からは、２年と３年の複式学級編制となり、学年進行で進

んでいく見込みです。また、令和７年度からは新たに２年と３年が複式学級編制とな

り、令和７年度、令和８年度の２年間は二つの複式学級編制となり、その後、令和９

年度には４年と５年の複式学級編制になる見込みでございます。この複式学級につい

て町内では、平成２８年度から一昨年度までの４年間、第四小学校で編成されて、現

在は解消されてきた経緯がありますが、今回の第二小学校の見込みについては、それ

以上に厳しい状況にあると受け止めています。御質問の小学校の統廃合については、

近い将来には検討していかなければならない事柄であり、教育委員会としては、今後、

複式学級編制が複数校で見込まれる状況を一つの判断基準と考えているところでご

ざいます。そして、その前には、第二小学校の厳しい現状を乗り越える克服策の検討

に併せて、次の段階にどうつないでいくのか、具体的な取組の方向性等についても、

検討を始めていかなければならないと思っております。特に、この統廃合問題につき
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ましては、既存の校舎等の改修計画、公共施設の長寿命化計画との整合性や、その費

用対効果を始め、学校を地域コミュニティの核とした新学習指導要領の展開や一人１

台の端末時代の到来など、学校教育の大きな変革期を迎えていること、更には、Ｓｏ

ｃｉｅｔｙ５.０時代の新しい学校教育の在り方など、様々な方向から検討を重ねて

いかなければならないと考えています。以上、お答えいたしまして、後の御質問は自

席よりお答えさせていただきます。また、詳細については担当課長よりお答えします。 

〇議長（橋永芳政君） １番議員。 

〇１番議員（西田恵介君） はい。今、町長答弁にありましたように、熊本県内でも、数箇

所ですね、熊本市の近郊のみが人口増しております。その分が逆に熊本市のほうは減

ということで、その辺の流動した人口ではないかと思います。また、先ほどありまし

たようにこの玉名郡内、南関町が１番減少率がは大きく、また近辺も、それなりと減

少しております。従いまして今いろいろな町の事業等も含めて、対策の中でも、もう

これから増えるという見込みはなかなか低いんではないかと思います。よくてやはり、

現状維持というのができれば、いいほうではないかと考えられます。そのため今様々

な町としても事業してありますが、それ以外にも今後また、考えていかなければなら

ないんではないかと思っております。後、学校の統廃合についてですが、先ほど教育

長からありましたけども私のほうでもその数字的なもの見ていたところ、前回、平成

２９年６月ですね、井下議員のほうから同じような質問がされております。その中で、

町長のほうからそのときの見込みとして、平成２９年度時点で児童数が３９０名。現

在は、４００名ということで、１０名程度増えていると。また教育長のほうから今後

の、ほぼ横ばいの状態で数字的には増えているということですが、町長が平成２９年

度に予想されていた数字というのが、平成３２年度、なのでちょうど今ですかね、大

体４３２名という予定の数字を出してあります。しかしながらそれから見ると、２０

名弱ほど、減少しているということで、想定以上にも過疎化というのは進んでるとい

うふうに考えられますので、教育長のほうからありました、その統廃合についても

様々な意見を聞きながら進めていっていただきたいと思うんですが、ちなみにこちら

でちょっと私のほうで調べたところで三加和地区、和水町ですね、統廃合されますが、

菊水のほうはもうちょっと長くかかってるんですけど、三加和町で大体８年ぐらいや

はり統廃合までに道のりとしてかかっておるようです。平成１８年に、町の議会のほ

うで特別調査委員会が発足されそれから学校統合問題検討委員会というのも同時に

即始まって、それから様々な委員会等を経て、結局、平成２６年に三加和小学校とい

うのが開校しております。今ありましたように、南関第二小学校が非常に厳しい中ほ

かの学校はやはり１０数名、ずっときております。なのでやはり第二校区が、バラン

スよくいけば統廃合というのもまだしばらく考えなくてもいいんじゃないかと思う

ので、やはりその辺も含めて何か、今後、第二校区あたりを特に何らかの対策をして

いかれればいいんではないかと思いますが、その辺については、町長の考えをちょっ
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とお尋ねしたいと思います。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） はい。立山比呂志議員の御質問の中でもお答えしました、今年度、

南関町地域未来構想基本計画っていうのを策定するようにしております。この計画に

つきましては、これまでの振興計画であるとか、まち・ひと・しごと創生総合戦略と

の違いは、それぞれの校区ごとに特色、強み弱み、何が必要なのかっていうのまで、

小さなとこまで拾い上げて、それも行政がつくるんじゃなく、議員の皆さんももちろ

ん、町民の皆さんの声を活かしながら、どういったことにするのかっていうことでつ

くり上げていきたいと思っております。そういった中で第二校区にも、どういったも

のが必要かということで、そういったものを小さいところまで拾い上げていきたいと

思いますので、そういった中で、その二校区にももっと住みたいというそういった環

境が整えばと思っています。私のほうにもですね、一つだけこう、面白い話があった

のは、最近、小原のセブンのほうに、コインランドリーが出来ました。南関町の中に

はですね、二つありましたけれど、コインランドリーが小原にできて、大原地区と三、

四校区はそこでもいいけど、賢木にはコインランドリーも無いですね、ということで

そういったことも聞きました。ということで、特に子育て世帯等はコインランドリー

も必要ということで、近いとこに欲しいというそういったことも要望があって、これ

はそれぞれの校区から考えれば深刻な願いからということを思いましたけれども、や

はりそういった小さな一つ一つのそういった願いが叶うようにですね、民間活力とい

うことで、行政がそういったコインランドリーを作ることは出来ませんので、民間の

力もお借りしながら、それぞれの地域にどういったものが必要かっていうのを掘り下

げながら、そういった計画にしたいと思いますので、是非ですね、いろんな方のお力

をお借りしながら、児童・生徒も住みやすい、減少がしないようなそういった計画に

なればと思ってるとこでございます。 

〇議長（橋永芳政君） １番議員。 

〇１番議員（西田恵介君） 二校区については、そういった形で前回の一般質問等でも申し

上げましたように、農協等もなくなって、もちろん学校あたりがもし統廃合とかなれ

ば、益々二校区は、ちょっと住みにくくなるんではないかというふうに地域の方は大

変懸念されております。また、小学校内でもやはり、先ほどありましたように今年度

が１年生５名ということで、活動に関しても大変支障がある状態であります。特に、

ほかの学校も基本的にはＰ数等あたりが少なくなっておりますので、特に草刈りとか、

そういうのに関しては非常に各学校、苦慮されておりまして、私たち役員をしてると

年に通常の会員だと、年に２回ほどしか出なくていいんですけども役員はやはり、年

に４、５回草刈りの前の準備の草刈りをしたりとかしてます。大変苦労されてる状態

だと思いますが、先週ですかね、教育課長のほうが現場のほう確認されていたと思う

んですけども今、学校がそういったＰ数減少とですね生徒数減少からか、管理に大変
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苦労されてると思いますがその状況とか把握されていますでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 教育課長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。先般、小学校の運動会が今月末控えておるのと、中学校

が先週の土曜日だったということで、各小学校の運動場のほうを回ってきております。

一小がちょっと、手だてが出来ていない状況ではございましたけども、ほかの小学校

のほうについては、ＰＴＡの役員、地域の方々の御協力によって、何とか今のところ

できるような環境になっておったところでございます。以上です。 

〇議長（橋永芳政君） １番議員。 

〇１番議員（西田恵介君） 中学校は先週、土曜日あったんですけども中学校も今、Ｐ数と

しては、１６０名ほどしか、実際いませんので、正直、あれで間に合わない状況で運

動会ありました。本来ならグランド内は、全部草をとってしまって運動会をやってた

んですけども、やはりどうしても、もう天気の都合もあるし、Ｐ数減少等によって、

管理が出来ない状況にまでやはり陥った状態であります。中学校はちょっと統廃合と

は関係はないんですけども、そういった中でやはり学校の中でも非常に苦労されてい

るということで、含めて、そういう統廃合の話もそろそろ始めていいんじゃないかと

いうことで今回質問しております。また、ちょっと先ほど教育長から回答あったんで

すけども建物のですね、年数と、１番新しいので恐らく中学校、ではないかと思いま

すが、中学校でもう３６年ぐらい経ってるかと思います。あとその他、小学校はそれ

以上経ってるということでもう４０年、４０数年等を経ってる建物ばっかりではない

かと思いますので、その辺の管理等にも、今後費用は大きくなっていくということが

考えられます。その辺については、先ほどちょっと一部は報告あったんですけど今後、

町、どういうふうにしていくのかをお尋ねしたいと思います。 

〇議長（橋永芳政君） 教育課長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。学校の整備の件なんですけども、今現在、今年度やって

るのが中学校の特別支援学級の空調の設備を行っております。これが来年度小学校の

ほうを実施いたします。その後は、トイレのほうが傷んでおりますので、トイレのほ

うの工事のほうを交付金を使って実施する予定としております。来年度、小学校ごと

のほうの実施設計を行って施工するのが令和５年度から四小、二小、中学校、三小、

一小というふうな順番で、ちょっと５ヶ年はかかる計画になっておりますけども、財

政計画のほうと考えながら、なるだけ早い時期に行いたいということで考えておりま

す。その後は、長寿命化のほうで今指摘されておりますのが、校舎の外壁が、程度で

いうと、３レベルということで、ちょっと危ないというふうなところで、その後は、

学校の外壁のほうの工事に移るのかなということで思っております。あとは、ＬＥＤ

化が、照明のほうですね、照明のＬＥＤ化のほうとか、いろんな部分で、今後計画的

に施工をするような方向に、なるものと思っております。以上です。 

〇議長（橋永芳政君） １番議員。 
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〇１番議員（西田恵介君） はい、今後のやはり費用等も含めると、そろそろ、検討すべき

課題ではないかというふうに思っております。先ほど教育長のほうから今後の生徒数

の予想数が出ておりましたが、ここ数年は４００名前後でいくかと思うんですけど、

最後にありました６年後以降になると、恐らく３５０とか３００その辺が推移ちゅう

か、予想されるかと思います。そういうところを考えると、先ほど申し上げましたよ

うに、もう三加和で８年かかりました。なので、８年、６年以降ぐらいになったとき

にさあじゃあ今から統廃合考えようかということではなかなか間に合わないかと思

いますので、今から何らかの形で委員会等を始め、検討すべきではないかと思ってお

ります。この小学校の統廃合ということは、多くの地域の方、児童生徒をもっている

大人だけでなくやはり地域の方も学校がなくなるということには、やはり抵抗がある

かと思います。だからこそ、まちづくり、地域の人たちを含めたまちづくりをするた

めにも、しっかりと地域と話をして進めていければ、またまちづくりのですね拠点的

な拠点というか一つの中心的なものになるんじゃないかと思いますので、その辺も含

めて、町長の考えのほうを尋ねたいと思います。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） はい。先ほど教育長の答弁にもありましたけれども、現在４００名

が令和９年度で３６９名になるということで答弁がありました。急激的な減少とは思

いませんけれども、やはり、もう既に、９年度に３６９ということで減少するという

ことでありますので、西田議員が今、御指摘ありましたとおり、これからそういった

計画を立てていく、そういった時期に入っているんじゃないかなと思っております。

これまでも教育長を初めいろんな方と話する中で、私は小学校というのは、地域コミ

ュニティーであって、やはりその地域のまちづくりいろんな意味での核になる施設で

あるということで、できる限り守りたいっていう思いを持っておりました。しかしな

がら、こういった時代が来るということも想定出来ますので、そういった統廃合しな

いということは一度も言ったこともございません。やはりそういった時期が来れば、

しっかりした計画を練って、その南関町全体にどういった学校の在り方がふさわしい

のかというのを検討する時期でもあると思います。そういった意味では先ほど申しま

した、南関町地域未来構想というのが今、ちょうど動き出している時でありますので、

これは、南関版コンパクトシティ構想のソフト面だけではなく、ハード面も含めたそ

れぞれのまち全体そして、地域ごとの特色強み弱みを含めてそういった計画をつくり

ますので、いろんな方の思いをその中に当てはめて、学校の統廃合もですね、その中

の一つとして検討して、これからもう既に減少が始まるということを想定しながら検

討していく必要があると思っております。 

〇議長（橋永芳政君） １番議員。 

〇１番議員（西田恵介君） はい。今ありましたように、これからまず未来ある子どもたち

のため、それから地域に住んでる住民の方のため、やはり全ての方の意見を活かした
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まちづくりということが、やはり最終的には住んでよかったということにつながるん

ではないかと思います。なので今から少し長期の時間をかけながら、やはり丁寧な説

明それから御理解をいただきながら、また、議会のほうとかも委員会等設置を恐らく

しなければいけないと思いますので、全ての方の協力のもとより良い統廃合という一

つの機会を得ながら、進めていければと思います。もちろん時間、仮にこの間、子ど

もたちが増えて、それもないということもあるかもしれませんが、そういったところ

でも、もちろんそれはいい結果ですので、そういうところをしっかりとお互いが進め

ていければと思います。今町長からありました、前向きにその辺も考えておられると

いうことで、是非、議会のほうも協力をしながら進めていっていただければと思いま

す。私の質問は以上で終わります。 

〇議長（橋永芳政君） 以上で１番議員の一般質問を終了しました。これで本日の日程は全

て終了しました。明日、７日は午前１０時に本会議場に御参集ください。これにて散

会します。起立。礼。お疲れさまでした。 

 

           ―――――――〇――――――― 

             散会  午後３時０４分 
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〇議長（橋永芳政君） 起立。礼。おはようございます。着席。 

これから本日の会議を開きます。議事日程は御手元に配付のとおりです。 

日程第１ 一般質問 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１、一般質問を行います。発言の通告があっていますので、

順次発言を許します。３番議員の質問を許します。３番議員。 

〇３番議員（中村正雄君） 皆さんおはようございます。３番議員中村の質問です。今回二

つ質問しております。一つ目は、国勢調査で、近郊市町の中で、人口減少率が最も厳

しい結果について、令和２年国勢調査速報値の人口減少率は、隣接する市町に比較す

ると、南関町が最も減少している。このデータは５年間の結果であり、今後の町政策

にどう生かしていくかを問う。・定住生活圏としての視点。・雇用創出について。・出

生率の年度変化との関係。住んでよかったプロジェクトの根本見直し。二つ目が、・

学校の働き方改革について、業務改善加速事業モデルとしての効果について。令和元

年度「熊本県業務改善加速のための実践研究事業」のモデル地区として先行した統合

型校務支援システムの進捗状況と、超過勤務の変化について問う。・モデル事業前後

の年度ごと超過勤務の推移について。・モデル事業開始時の超過勤務の要因分析と改

善出来た項目、出来なかった項目について。ＩＣＴ化により、業務改善出来た項目に

ついて。以上です。追加質問については自席で行います。 

〇議長（橋永芳政君） ３番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤安彦君） 皆さん改めまして、おはようございます。３番、中村正雄議員の「国

勢調査で近郊市町の中で、人口減少率が最も厳しい結果について」の「令和２年国勢

調査速報値人口減少は、隣接する市町に比較すると南関町が最も減少している。この

データは５年間の結果であり、今後の町政策にどう生かしていくか問う。」の御質問

にお答えいたします。・定住生活圏としての視点・雇用創出について・出生率の年度

変化と関係・住んでよかったプロジェクトの抜本見直しについてお答えいたします。

令和２年度国勢調査の速報値では、中村議員御指摘のとおり、この５年間での人口減

少率は、玉名管内で南関町が一番大きく８.３６％となっております。平成２７年度

から、住民基本台帳での人口動態では、国勢調査の数字とは異なりますが、全体の減

少率のうち出生者数と死亡者数の差による自然減によるものが約６割、転入者と転出

者の差による社会減によるものが約４割となっております。まず、「定住自立圏とし

ての視点」としましては、玉名圏域定住自立圏、有明圏域定住自立圏とも南関町は連

携しており、定住自立圏の国の考え方としては、今後、特に地方圏において、大幅な

人口減少と急速な少子高齢化が進む中、安心して暮らせる地域を各地に形成し、それ

ぞれのライフステージやライフスタイルに応じた居住の選択肢を提供し、地方圏への

人の流れを創出することが求められております。このような考え方に則り商圏などが

一体である中心市の玉名市、大牟田市及び連携市町が一体となり、引き続き人口減少

の抑制に取り組んでいくことが重要であると考えております。次に、「雇用の創出に
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ついて」では、南関町総合振興計画第六次基本構想・基本計画にあります「住む場所

と働く場所の確保」を基本目標とし、昨年度策定しました総合戦略にも、若者の地元

定着等の促進を行うこととしており、就学や就職時に若者が町外へ流出していること

から、産業を支える人材の確保と地元定住化を図ることを施策として、本年４月より

取り組んでおります「第三期住んでよかったプロジェクト推進事業」におきましても、

新たな取り組みとして、新卒１年以内に正社員として就職された方に対し５万円の就

職激励金を交付することとしました。また、地元の企業・学生等に町内の企業を知っ

ていただくための「ものづくり企業ガイドブック」の作成や各企業もハローワークを

通して多くの求人情報を出されておりますが、思うように問合せ等が無いという状況

を鑑み、役場ロビーにも求人情報を掲示し、広く周知を図っているところであります。

次に、「出生率の年度変化との関係」につきましては、当然合計特殊出生率が下がれ

ば、少子化が進むことになりますが、住んでよかったプロジェクトに取り組み始めま

した平成２３年度は１.７４で、それ以前と比較して大幅に改善しております。その

後、平成３０年度までは１.５前後で推移しておりましたが、残念ながら、平成３１年

度より減少に転じておりますものの、これは、住んでよかったプロジェクト推進事業

による成果が表れたものであると一定の評価をしております。また、結婚されない方

や晩婚となられる方が増えていることも深刻な状況の一つであり、有明広域行政事務

組合に委託し実施しております結婚活動支援事業も現在はリモートでの開催が主と

なっていますが、一組でも多くのカップルが誕生することにより、少子化に歯止めが

かかる一助になればと考えているところであります。次に、「住んでよかったプロジ

ェクト推進事業の抜本見直し」につきましては、昨年度「第二期住んでよかったプロ

ジェクト推進事業」の検証を行い、まちづくり推進プロジェクト会議での意見の集約

及び総合戦略に関する職員・議員提案を含め審議し、見直しに関する基本的な方向性

としまして、①空き家対策②転入者、在住者の申請要件格差是正③地球環境に優しい

再生可能エネルギーの利用促進などをコンセプトに１８事業を組み立て、議会へも御

説明申し上げ、本年４月より「第三期住んでよかったプロジェクト推進事業」に取り

組んでおりますので、現在は、抜本的な見直しの必要はないと考えております。しか

し、事業を進めていく中で特に有効な事業等が出てくれば、随時、検討したいと思い

ますし、要綱の一部見直し、軽微な修正等は必要に応じ対応していきたいと考えてお

ります。以上、お答えいたしまして、この後の質問につきましては、自席よりお答え

させていただきます。また、詳細については担当課長がお答えします。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） ３番、中村正雄議員の「学校の働き方改革において、業務改善

加速事業モデルとしての効果について」の「令和元年度熊本県業務改善加速のための

実践研究事業」のモデル地区として、先行した統合型校務支援システムの進捗状況と、

超過勤務の変化を問う。一つ、モデル事業前後の年度ごと、超過勤務の推移について。



 

56 

 

一つ、モデル事業開始時の超過勤務の要因分析と改善出来た項目、出来なかった項目

について。一つ、ＩＣＴ化による業務改善出来た項目についての御質問にお答えしま

す。まず、モデル事業前後の年度ごと超過勤務の推移につきまして、校種別、月ごと

の８０時間超過勤務者累計数では、事業前の平成３０年度は、小学校は３校から全体

で８人、中学校は６３人、事業後の令和２年度は、小学校は２校から、全体で９人、

中学校は１３人という状況でした。小学校では１校減ったものの、人数としては１人

増で、中学校では５０人減の状況でした。次に、モデル事業開始時の超過勤務の要因

分析ということですが、事業開始の年度当初の４月と１月の教職員アンケート調査結

果の校種別比較データをもとにお答えします。超過勤務時間の変化については、小学

校では、８０時間以上が１.５ポイント減少し、４５時間以上８０時間未満では０.５

ポイント増です。中学校は８０時間以上が２０ポイント減少、４５時間以上８０時間

未満では１０ポイント増という結果でした。小・中どちらも８０時間以上が減少し、

その一部が４５時間以上８０時間未満にスライドしており、中学校でそのポイントが

大きくなっていました。最も時間を費やした業務につきましては、小学校では教材研

究が多く、１９.４ポイント増。中学校は部活動が多く、２０.７ポイント増、次に多

いのが学校行事で１０ポイント増。中学校の業務内容として、教材研究の時間が少な

い現実と課題が見えたところではあります。次に、改善出来た項目。出来なかった項

目については、本事業の研究課題を「校務の情報化と業務の効率化による負担軽減」

として取組を進めてきたもので、ＩＣＴ支援員の配置によるＩＣＴ活用能力の向上と

いう点から、ＩＣＴ化により業務改善出来た項目についても重ねてお答えさせていた

だきます。まず、改善出来た項目としては、一つ目に、活用している校務支援ソフト

として、県推奨のゆうネットやこれまで導入されてきましたスズキ校務を活用した事

務処理等業務の改善が進んでいるところです。二つ目に、町の学力向上研究協議会の

取組と本事業を重ねた授業改善、指定校にはＩＣＴの活用をお願いしながら進めたと

ころでございます。三つ目に学習支援システム活用による個別指導の充実、という部

分でも改善が見られています。四つ目に、学校ホームページの利用促進の部分でも、

閲覧あたりもかなり数的に増えておりまして、その４点が、主なところとして挙げら

れます。出来なかった項目につきましては、教職員の意識改革と学校マネジメントが

挙げられ、本事業を通して、働き方改革の最大の課題は、改めて、ＩＣＴ活用等の教

職員の意識改革であるということを再認識したところでございます。以上、お答えい

たしまして、後の御質問は自席よりお答えさせていただきます。 

〇議長（橋永芳政君） ３番議員。 

〇３番議員（中村正雄君） はい、答弁をお聞きしました。まず、１項目のほうから、追加

質問させていただきます。まず私の感想なんですけども、この人口減少の説明数字を

聞いて、本当にショックを受けました。何でこう、南関町が一番減ってるのか。この

数字をですねやっぱり重くやっぱり受け止めるべきじゃないかなと、そうして、今ま
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でと同じことをやってるんだったら、この数字が益々広がっていくんじゃないかと。

やはりこの数字を受け止めてですね、今までないことを始めて、流れを変えることが

重要じゃないかと。この意識を是非、執行部の方たちに持っていただくために今回、

一般質問として取上げてみました。今日は時間もないんで一つ一つ追及する、追加質

問は出来ないので、私のほうからいろいろと提案もしたいところはあるんですけども、

代表的なものを１点だけ提案させていただいて、それを参考にいろいろと執行部のほ

うでも、考えていただければというふうに思います。代表的な提案とはですね、今ま

でにない若者会議です。やはり、どこに住むかっていうのを決めるのは、やはり現役

世代だと思うんですね。現役世代がどう考えてるのか、どう未来を描いてるのかって

いうのをしっかりとつかむことがですね、これからのまちづくりの正解の道につなが

るんじゃないかなというふうに思います。その若者会議というのをどういう内容にす

るかなんですけども、当然、仕事をされてる世代ですので会議は夜か土日、要は仕事

をしてないところですね、ですから今の委員会というのは、ほとんど平日にあってる

んですけども、この世代をですねやっぱり出していただくには、その仕事のないとこ

ろ。二つ目は、オンライン会議主体、やはり、行ったり来たりも大変ですので、夜、

家庭を空くというのも大変ですので、夜、オンライン会議ですね。それから三つ目が

ボランティアではなくて、ちゃんと報酬を出して有償で副業感覚みたいな感じだと思

いますけども、本業を持ってて、プラス副業でまちづくりにちゃんと自分の時間を切

り売りして、切り売りという表現はよくないですけども提供してるわけですからちゃ

んとそれに見合うものを出してもらうと。その財源は、コンサルをやめるコンサルの

外注をやめる。この人たち及び、役場の方も一緒になってその財源をちゃんとお金を

出して検討してもらって、この若者会議で計画書を仕上げてもらうと、外注ではなく

てですね、自分たちでつくることによって、また思いも入ってきますし、計画の後の

実行にもつながるかと思います。それで最後に、メンバーの構成なんですけども、こ

れは、町内の現役世代等プラスですね、近郊に住む南関町出身で大牟田とか荒尾とか

に住む近郊に住む、働き世代、こういう人たちの声もですね、何で住まないんだとい

うことで非常に参考になると思うんですね。それから町内に限らず近郊の方、それと

役場の方ですね、役場の方もやはり、町内に住んでる役場の方職員の方と、町外に住

まれてる職員の方。それなりに理由があると思うんでそこをですね、突き詰めること

が、解決に繋がるんじゃないかなと。ですから役場の職員さんと現役世代からですね、

一緒になってこういうことをやってもらえればというふうに思ってますけども、これ

についての御感想はいかがでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） はい。非常に参考になる提案だったと思います。まず若者会議とい

うことで、やっぱりこの町に関心を持って住みたいという、そういった気持ちになっ

ていただければ、若者がやっぱり住んでいただくということになりますけれども、そ
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の中でやっぱりこの町も期待してますし、少子高齢化に向かっていくためには現役世

代をどう南関町に来ていただくか、住んでいただくかということが重要ということを

私も思ってるし、その通り同じであります。そのために会議も必要ならばもちろん必

要になりますけれども、やっぱり行政が主体で今までやってきた会議が正解かという

と、必ずしもそうではないと私も思っております。ということでありますので、今提

案のとおり、やはりそういった若者世代を中心とした会議というのは、是非進めさせ

ていただきたいと思います。そういった中には今回、昨日もいろんなお話をさせてい

ただきましたけれども、今進めております、南関町地域未来構想基本計画というのを

進めておりますけれども、その中でも若者世代の方を中心としたそういった意見を取

り入れる場が、まだ今からでも間に合いますので、是非その中でも設定させていただ

ければと思います。そして、その会議につきましても、夜であるとか休日がですね、

有効であるそしてオンラインの活用もということでありますので、当然そういったも

のも、若者の方はオンラインでもできる可能だと思いますので、そういったこともや

っぱり検討する必要がありますし、報酬を払うということでありますので、今回につ

きましてそれがどうかというのはちょっとなかなか難しい部分あるかもしれません

が、将来にはやっぱそういった本当にまちづくりの計画を進める上では、コンサルも

大事でありますけれども、コンサルだけに頼らず、そういった、本当に関心ある人を

集める、そういった中で、そういった計画を進めることができればと思っております。

やっぱり、メンバーにつきましてもですね、町内の方も、是非お願いしたいんですけ

れども、やっぱり近郊に住む若者、今議員申されましたとおり、なんで南関町に住ま

ないのか、ほかのとこにおられるのか、南関町にどういった魅力があれば南関町に住

むかということそういったものも含めてですね、いろんな意見を徴収できればと思い

ますので、是非ですねそういったことも、今回の計画の中でも、まだ間に合います。

先ほど言いましたとおり、取り入れさせていただければと思います。それとですね、

やっぱり一つだけお話ししようかなと思ったのはですね、このまちづくりとか定住の

特効薬というのはないということで、やっぱ国も言っておりましたけれども、確かそ

のとおりだと思いますけれども、南関町も今、子どもたちが辛うじて昨日の教育長答

弁で申しました、４００人とか、小学校の児童がおります。一つのきっかけとなりま

したのが、南関町では、雇用促進住宅を県内で第１号で購入させていただきました。

そのときは８０戸のうち３０戸しか、入居がありませんでしたけれども、南関町が雇

用促進住宅を購入して、定住促進住宅ということで、１階から５階までの家賃の構成

を変えて、５階はですね３ＤＫが２万５,０００円で入居が出来るようにしましたけ

れども、そういった動きをしたときにですね、一挙に満杯っちゅうかですね、もう８

０戸近く入りました。そういったことで、いろんな町外からも転入いただきましたけ

れども、そういった効果もあってその数年後には、その定住促進住宅だけで１年間に

子どもが生まれたのが１１人でした。その年の南関町の出生率がですね、前年比１.
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６倍でした。その貯金といいますかそういったものがまだ今も生きておりますので、

現在の４００人というのが確保出来てるんじゃないかと思いますけども、やはり特効

薬はなくても、こういった若者の人たちが本当に住んでいただきたいというそういっ

た考え方をまとめれば、そういったまた新たなですね、南関町しか出来ないようなそ

ういったまちづくりもできると思いますので、是非ですね、若者の方の意見を伺いな

がら、そして役場職員も当然、町内町外に住んでる人たちがいますので、その本質っ

ていうかですねそういったものも探りながら、まちづくりにつなげていくことができ

ればと思います。 

〇議長（橋永芳政君） ３番議員。 

〇３番議員（中村正雄君） はい。是非進めてもらいたいというふうに思います。ちなみに

ですね、このアイデアは、私のアイデアではありません。私が若者と話してて若者か

ら出てきたアイデアですので、もうこういうことをやりたい若者が南関にもいるとい

うことで、是非これ重く受け取って進めていただきたいと思います。それでは、時間

がありませんけども働き方改革です。こちらはですね、回答をいただきましたけども、

何で私が今回、これも一般質問に取上げたかというと前回の北原議員の時にも、改善

してるということ自信持って改善してるっていうようなこともおっしゃられたんで

すけども、そのあと現場の先生たちに聞いてみるとですね、やっぱり半分以上がです

ね、まだ変わってないよと。よくなったという結果が出てるのと、自分たちの実感と

しては変わってないと。どうしてこのずれが出るんだろうと、現場の感覚とですね、

教育長、教育委員会との評価といいますか、何でずれが出るんだろうというところに

疑問を持ってですね、私もちょっとこの件についていろいろと調べてみました。まず

文科省が出してる通達これを見ました。そのあとに今度は熊本県が熊本県教育委員会

が出してるいろんな議事録とか通達とか、見ましたけども、ここにですね、大きなず

れがあるんですね。文科省というのは、結構大胆なことやりなさいっていうふうな指

針を出してるし、具体的にですね、特にＩＣＴ化を含んだ具体的な事例を並べてるん

ですけども、ところが熊本県の段階に来ると、さっき教育長が言われたようなですね、

意識改革なんですよね。今のままで、何しろ意識を効率化を求めなさい、残業の数字

を削減しなさいっていうですね、そこにずれがあるのかなあという形を私の中では気

持ちとして持ちました。それでその中でですね一番大きいのがやっぱり、デジタル化

だと思うんですよね。デジタル化でいかに先生たちの仕事を少なくするか、少なくす

るんじゃなくてですね、デジタル化によって効率化する時間を、先生たちの時間を削

減してあげるっていうですね、これ先生たちにやれということじゃなくて、やっぱり

教育委員会員がですね、率先してそこをデジタル化をやってあげる、という感覚でで

すね取り組んで行ってもらわないとこの問題というのは、いつまで経っても、解決し

ないんじゃないかなというふうに思います。私はデンマークにですね、もう３年連続

で行ってずっと小学校の現場なんかも見てたんですけども、デンマークってのは御存
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じのとおり世界で一番デジタル化進んでいる国なんですけども、そこの事業を見てみ

るとですね、違いますよ、デジタル化ガチガチじゃないんです。何がデジタル化が進

んでるとかと言うとですね、先生たちの仕事のデジタル化のほうがよっぽど進んでる

んですよ、ＧＩＧＡスクールで日本は子どもの授業をどんどんとデジタル化しようと

してるんですけども、向こうはそんなことはないです。向こうのデジタル化というの

は先生たちの仕事をいかにデジタル化して、楽にしてあげるかと、時間を取るかと。

その時間を確保してから、その授業の準備とか子どもたちに向き合う時間を増やすっ

てそういうことをですね、国とかがもうやってるんですね。それで文科省も見ても同

じことを文科省は言ってるんですよね。今年の３月に出てる、事例集も出てるんで、

文科省から出てる御存知かと思うんすけども、これまさしくそのこういう分野を採点

システムをデジタル化しましょうとかですね、デジタル教材をグループウエアで並べ

て先生たちはわざわざつくるんじゃなくて自分に沿った授業内容を引っ張ってきて、

それで採点も自動化するというそういうふうなことをやってますので、是非そういう

ことを教育委員会が先生たちに求めるんじゃなくて、教育委員会がやっぱり先行して、

是非改革をしてもらいたいなというふうに思います。それでデジタル化で出来なけれ

ば、これ文科省も言ってるんですけども、私流に言えば、断捨離ですね、断捨離。要

は、やっぱり優先順位の高いものはきちっと残しておいて、優先順位の低いものは切

っていくべきじゃないかなと思うんですね。断捨離と言うと大体家庭もそうなんです

けども、いやこれは子どものためにやってるんだからさせられないよ、ということで、

結局それがずっと、要はビルドアンドビルド、ビルドアンドビルドでどんどん増えて

きたからこういう状態になってきてると思うんですよね。ですから、やっぱり優先順

位の高いものを優先高いものとやっぱり授業の必要を高める授業の準備時間を確保

してあげるということと、二つ目はやはり、子どもと向き合う時間を確保するという、

その以外のものはやっぱりできるだけカットしてあげるのも、これもやっぱり先生た

ちでカットするというよりは、やはり教育委員会が優先してこれはもうカットしてい

こうという形のそういった取組を是非お願いしたいなと思います。最後はですね、三

つ目は、やっぱりそれが効果として出てるかどうかっていうことの評価だと思うんで

すけども、この評価を文科省が言ってるように、第三者的にちゃんと評価できる勤務

時間体制を取りなさいっていうことで、言ってるのはですね、クラウド型のですね、

これ例えば例を挙げてやったんですけど、クラウド型の顔認証の、要は勤務時間体制、

よく企業なんかだと、重要な部屋に入るときには、指紋認証とか顔認証で、その人し

か入れないっていうそういうシステムがありますよね。そういうのがもうＩＣＴでは、

もう普通になってきてるんで校門、あるいは学校の入り口に顔認証で、それで来た時

間がそこで分かるし、帰る時間もすぐ分かる、それも、教育委員会に直結でデータを

すれば、わざわざ先生たちが１か月の勤務時間をエクセルで起こしてですね、それで

それを教頭先生がまた移替えて、それで教育委員会に報告すると、ここをデジタル化
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するんですよね。ですから顔認証で瞬時に、もう、教育委員会にデータを送れば、も

う全く集計も要らないっていうですね、そういうことを是非進めていただきたいと、

南関町はまだ、私も言ったんですけども、エクセルで記入方式の自己申告の報告にな

ってるかと思うんですけども、勤務時間のですね。はい。以上も含めて、３点ほど、

私の要望ですけども、教育長の御感想を聞きたいと思います。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい、中村議員の言われる、デジタル化っていう部分は先を見

てそういうところに行き着くんだろうなというところでお話を聞いたところです。私

の率直な思いとしましてですね、私もこの働き方改革というのは、国の定数改善がな

ければ、私は不可能だと思っております。それで、今町のほうでもどういう形で加配

の先生がいただけるかというところで、専科教員というところで今２人確保出来てる

ところです。もう一つは事務センターというところで、１人の事務職員の先生。更に

前回お話ししましたように通級指導という部分でですね、昨年はうまくいきませんで

したけど、そういう加配の実績で、先生がたの仕事へ向き合う時間が少しでも増えれ

ばなというところで、もうその部分についてはですね、現場の先生がたも理解をいた

だいて、更に進めてほしいというそういう強い思いを持っておられます。そういうと

ころを踏まえながら、実体験としてそういうところを踏まえながら、どう先生がたの

働き方を進めて行くか、具体的な進めていくかという部分は、お話にあったようなデ

ジタル化が一番いい部分だと思いますけど、その部分に行く段階として、やっぱり若

い先生から年配の先生もおられる中で、比較的高齢の先生方にとっては、デジタル化

っていう部分はとても重いところがあるわけなんですよね、若手の先生あたりもばん

ばん進めていく人もございます。そういう中で、今新しい動きとして、学校の先生方

から、国が示すといいますか、募集をかけてる、最新のものでいきますとですね、メ

クビット。こういう、クラウド制で教材等が配布される、そういうところに手を挙げ

て、夏休みの間に、許可が出たといいますか、そういう取り組みも進んできておりま

すので、私はそういう自主的な取り組みでの取り組みが一番先生方の働き方改革につ

ながっていくのではないか、そういうところで考えておりまして、今、議員のほうか

ら、三つのやり方といいますか、デジタル化のほうに向けての話がありましたので、

そういうところを上手く踏まえて、更に加速化させていきたいというふうに思ってお

ります。 

〇議長（橋永芳政君） ３番議員。 

〇３番議員（中村正雄君） はい。もう時間が来ましたので終わりにしますけども、是非何

回も言いますけども、教育委員会が率先して、やっぱり仕組みを、新しい仕組みを作

ることによっての過労働をですね、無くすような形を是非進めていきたいなというふ

うに思います先生たちはそれでついてくると思います。新しいシステムに。それと、

最後に、勤務時間の把握、ここの把握がですね、本当に変な形の数字が上がってくる
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と効果があったというふうに見て、判断してしまいますので、そこは第三者がちゃん

と認められるような数字の把握をぜひ採用してもらいたいと思って私の一般質問は

終わります。以上です。 

〇議長（橋永芳政君） 以上で、３番議員の質問は終了しました。続いて、８番議員の質問

を許します。８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） こんにちは。８番議員の打越です。よろしくお願いします。今

回の一般質問は、去る６月に行いましたそのあとの経過について、お尋ねしたいと思

います。１番としまして、地元説明会以後のバンブーグループ譲渡の経過について。

質問の要旨。地元説明会後及び事業譲渡契約、８月２７日を通して、中間処理施設の

バンブーフロンティア発電事業のバンブーエナジーの経過についてお尋ねします。２

番としまして、ワクチン接種は、２回目、国内の全人口の４６％、南関町でも、６５

歳以上の高齢者のアメリカファイザー社製のワクチン接種２回目が終わり、今６４歳

以下の接種に入っているころと思います。デルタ株が発生してから、全国的に急拡大

し、熊本県内もう９月２日現在で延べ感染確認１万２８８１人。うち熊本市７,４４

２人。当日が、１７１人、うち３０代までは１１６人。６７％と若い世代が増加して

おります。緊急事態宣言も２１都道府県、まん延防止等重点措置熊本県を含む１２県

があっており、９月１２日までにそれぞれ延長されています。新型コロナウイルス対

策について質問の要旨。学校も夏休みを終え授業は再開しました。新型コロナウイル

ス感染症も第５波へと拡大し、ワクチン未接種の児童、生徒、先生等も不安を感じて

いると思います。学校関係の感染症対策をお尋ねします。以後の質問は、自席で行い

ます。よろしくお願いします。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤安彦君） ８番、打越潤一議員の「地元説明会後のバンブーグループ譲渡の経

過について」の「地元説明会後及び事業譲渡契約を通して、中間処理施設のバンブー

フロンティア発電事業のバンブーエナジーの経過について尋ねる。」の御質問にお答

えいたします。打越議員お尋ねの地元説明会につきましては、バンブーフロンティア

株式会社による中間処理施設の事業計画の件だと思いますが、これにつきましては、

事業者と熊本県による協議が進められ、先の全員協議会でも報告しましたとおり、事

業者による説明会が関係地域５地区に対し５月１４日まで数日間かけて行われまし

た。その後、説明会で出された意見や要望を集約され、その意見等に対する対策をま

とめた見解書も併せて県に提出されております。これに伴い、県より南関町に対し意

見照会がなされ、町としての意見を知事に対し提出しております。その後、町の意見

に対する見解について、事業者から県に提出され、６月３０日付けで事前協議が終了

し、７月２８日付けで、県よりバンブーフロンティア株式会社に対し、設置許可が出

され、これにより事業継承者である南関バンブーフロンティア株式会社より「許可に

係る譲受」の申請を県に提出され、近日中には譲受の許可が下りる予定であると聞い
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ております。なお、発電事業のバンブーエナジーにつきましては、新会社である南関

バンブーエナジー株式会社への事業継承の承認がＮＥＤＯからもおりていると聞い

ております。また、先般の新聞報道にもありましたが、８月２７日に２社の事業譲渡

がなされておりまして、今後は新会社と南関町において環境保全協定を締結する予定

としております。以上、お答えいたしまして、この後の質問につきましては、自席よ

りお答えさせていただきます。また、詳細については担当課長がお答えします。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） ８番、打越議員の「新型コロナウイルス対策について」の「学

校も夏休みを終え授業が再開した。新型コロナウイルス感染症も第５波へとを拡大し、

ワクチン未接種の児童生徒に先生等も不安を感じると思う。学校関係の感染症対策を

尋ねる。」御質問にお答えします。まず、今回の新型コロナウイルス感染症拡大につ

いては、有明保健所管内でも感染力が強いデルタ株の感染者数が増え、児童生徒の感

染も多くなっている現状から、先月８月２０日には、今年度５回目となる町の新型コ

ロナウイルス感染対策本部会議が、開催されたところです。会議では、高い危機感の

もとで学校施設を含む施設利用や庁舎内の対応、会議参加等について、町外からのウ

イルスを遮断する観点などから対策が検討され、本会議を受けて、学校の対策につい

て検討を始めてきました。週明けの８月２３日には、県教委からの「まん延防止等重

点措置適用の期限延長に伴う市町村立学校における感染症拡大防止に係る児童生徒

及び教職員への指導の一層の徹底」の通知文、翌日の８月２４日には、「夏季休業明

け始業時の感染防止対策の徹底」の通知文が続けて届いたところでございます。これ

らのことを受けて、８月２５日には、臨時の町校長会議をオンラインで開催し、児童

生徒の感染防止対策として、一つ、町内の感染状況や学校規模から、通常の登下校を

基本とした教育活動の工夫実施、二つ目に集会等のオンライン実施、分散事業による

密な状況の解消と換気の継続実施、三つ目に、オンライン授業等が実施できる準備の

加速をお願いしたところでございます。これらの徹底に当たっては、各家庭の御理解

と御協力が必要なことから、登校前の対策や学校生活での対策、帰宅した後の対策を

まとめた文書の配付や学校ホームページ等でお知らせをしています。また、町外から

の勤務者が多い教職員の感染防止対策では、一つに、出勤時の体調確認や入校時の消

毒徹底などウイルスを学校に持ち込まない取組徹底、二つ目に、校内でのクラスター

発生防止の取組徹底を確認したところです。なお、町内教職員のワクチン接種につい

ては、九州看護福祉大学に設置されました集団接種センターでの優先接種で、この夏

季休業期間中には、希望者の接種が加速されているところでもございます。今、家族、

子どもを介しての感染が広がっている現状の中で、前期後半が始まった学校には、こ

れまで以上に強い危機意識を持った対応が求められています。引き続き、学校への正

確かつ速やかな情報提供を基本に、児童生徒始め、関係者の感染予防に努めて参りま

すので、議員の皆様方の御理解と力添えをどうぞよろしくお願いいたします。以上、
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お答えしまして、この後の御質問につきましては、自席よりお答えさせていただきま

す。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） どうもありがとうございました。新聞等の報道で、８月２６日、

熊日新聞のほうで、報道されまして、３月３０日全員協議会で、山田社長が説明され

た分で、大分県の日田市の株式会社モリショウさんですかね。そこと事業譲渡が出来

たというようなことで、まず進めが正しかったなというようなことで、その分と交渉

されて出来たなというようなことで、一応そういうことで、次の事業者が決まりまし

たのでですね、今後、地元としてはそれはうまくいくように、願うばかりです。先ほ

ど町長は、事業譲渡の条件となる仲介処理業許可はんなっちゃうとかおっしゃいまし

たけど、この部分はちょっともう一度お願いしたいと思います。７月の２０日とかお

っしゃったようですけど、ちょっとそこはまず尋ねます。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） ７月２８日付けで、県よりバンブーフロンティア株式会社に対しま

して、設置許可が出されて、これにより事業継承者である南関バンブー株式会社より、

許可に係る譲渡の申請が県に今提出されているところであります。その許可について

が、近日中に譲受の許可がおりるということで伺ってるとこであります。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） 事業譲渡の条件となる中間処理業許可取得というのはまだこれ

からっていうことですか。 

〇議長（橋永芳政君） 税務住民課長。 

〇税務住民課長（東田彰夫君） 事業につきましては今後ですね、譲受の許可が今、出され

ております。町長答弁ありましたけども、その譲受の許可が県より下りた後に、事業

者のほうで施設の改修、沈殿槽とかの改修の工事をされまして、その後に、また、県

より通知が出ます。その後新会社より、処理業の許可の申請を県に出されまして、許

可が下りた後、初めて事業ができるという流れになります。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） それじゃあんまりちょっとまだこれから先ということで、まだ

今質問してもまだこれ今後の分であって、まだ質問するすること自体、今は県に出さ

れて、その分がまだ回答が下りとっていうようなことでまた出さなんということで、

ちょっと附帯意見を付いてますかとか、何かということをお尋ねしようかと思いまし

たけどそれとはまだ全然今のとこじゃわからんわけですね。ただ一応許可が下りて、

それに対する、どういう分かいろいろ意見を付けて許可をするというようなそこあた

りの状況あたり、今はまだわからないというですかね。 

〇議長（橋永芳政君） 税務住民課長。 

〇税務住民課長（東田彰夫君） 施設の許可自体はもう下りております。先ほど申しました
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今度施設の設置を行われますので、それについての施設の設置内容についての県から

の意見については、出されるかどうかはちょっと、町のほうではちょっと把握はして

おりません。ただ、適正にですね、されるのは事業者さんがされるのは当然ですので、

適正な施設が設置されるような条件はつけられるのかなとは思っております。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） はい。それでは一応今はちょっと分かってるところで中間処理

業の事業内容はどんなものですかね。 

〇議長（橋永芳政君） 税務住民課長。 

〇税務住民課長（東田彰夫君） 事業内容は、産業廃棄物の中間処理施設でありまして破壊

施設になります。チッパーを使用した破壊施設になりまして処理品目につきましては、

事業概要に載っておりますけれども木くずということで明記をされております。木く

ずの内訳としましてですね、木、竹、バークの３品目が対象となっております。以上

です。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） じゃあ、もう一応木、竹、バークというようなことでまだ何て

いうかな、その分の詳しい内容というのは、ただアウトラインというようなことで、

どういうのがいいですよ、どういうのは駄目ですよ、というそこあたりのまでの分は

今の段階ではわかってないというようなことですかね。例えば、建物を壊した分をそ

こに集めるとかあるいは今までのように、何か生産者が竹を切ってそこに、この竹て

おっしゃいますように、そういうのも、そこで集めるとかそういう具体的なことはま

だ、全然わかってないっていうようなことで理解していいですね、今の段階では。 

〇議長（橋永芳政君） 税務住民課長。 

〇税務住民課長（東田彰夫君） 今回の中間処理施設の許可につきましては、産業廃棄物の

処理施設ということで、品目につきましては先ほど申し上げた内容になります。その

産業廃棄物以外のですね、例えば竹とかバークをお金を出して買い取ってきた品目に

つきましては、今回の許可以外の品目になりますので、その分を取扱いされるかどう

かはちょっと今のところは、うちのほうでは確認はしておりません。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） 先ほど、町と事業者との関係を保全協定はこれから結ぶという

ようなことですのでこれも、一応質問予定しておりましたが、これもちょっと省きま

す。事業者の株式会社モリショウさんは、もう地元説明会というとは、実施される予

定はお聞きしてないですか。 

〇議長（橋永芳政君） 税務住民課長。 

〇税務住民課長（東田彰夫君） 今の段階でですね、先般、譲渡が終わったばかりで、今の

段階では地元説明会を開催されるかどうかはちょっと確認はしておりませんけれど

も、米田区の区長さんと、面会はされたと聞いているところです。その先については
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今のところちょっとわかりません。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） はい。もう一応、これで大体もう今の段階で聞くことはござい

ませんので、一応地元からの意見というか、雨水等の排水処理対策、騒音・振動等の

法令遵守、苦情等に対する速やかな対応等は、よろしくお願いしたいというところで、

これで終わりたいと思います。続きまして新型コロナウイルス対策について聞きたい

と思います。最近は、新聞等でずっと熊本県あたりも熊本市からほか各市町村まで新

規感染者の人数、あるいは年齢等ずっと最近はずっと毎日毎日載せてあるようですね、

それだけ何か最近は人も感染し、家庭内感染をテレビ、新聞等で報道し、主要促して

おりますということで、児童生徒も、不安に感じておるということで、６５歳以上は

もう恐らく南関町もう第２回目まではもうほとんど、申請者の方はもう９０％を超え

ておられるところじゃなかろうかと思っております。それで、ワクチン接種は、学校

の先生方は、６０歳以下ということでですね、先ほど九看大のほうで、集団接種のほ

うで接種されたというような御回答がありましたけど、小学校中学校で、あくまでも

全部が強制的な接種するということではございませんので、希望者が接種するという

ようなことでございますので先生達はもうどのくらい何％ぐらい率として受けられ

たか、お知りであれば御回答をお願いしたいと思います。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。町内の小中学校の先生方の接種の状況については、各学

校、基礎疾患を抱える先生以外、は全部住んでおります。各学校数名、未接種の先生

がおられます。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） はい。一応ほとんどの先生が打ってあるというようなことで、

安心したところです。子ども達のほうはですねまだ、小学校中学校で、６歳から１５

歳、１６歳、１５歳ぐらいまでですかね、中学校まで。そのくらいでまだ、１２歳以

上が希望者接種するというようなことで、中学校の人は、生徒が受けれた方もいらっ

しゃるかなと思いますけども、今タブレットあたりがもう個人に貸付けられておりま

すので、そのあたりの分でオンライン事業また、分散登校ということもおっしゃいま

したけど、そこあたりはもう、先ほどの説明でもう今後新たにこれからこう考えられ

るということはございませんですけども先ほどの説明で、十分ということですかね。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。今学校でできる取り組みというところでお話をしたとこ

ろです。十分といえばですね、やっぱり見えないウイルスでございますので、その辺

りはやっぱり出来る取り込みを徹底していく必要がある、その部分までしか私として

は答えられないのではないかと思っております。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 
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〇８番議員（打越潤一君） 目に見えるのであれば、本当いいんでしょうけど目に見えない

分あるのでやっぱりそれぞれやっぱ不安あたりがあると思います。これは皆さん保護

者にとって、恐らくそうだと思います。後、小中学校では、９月、１０月、１１月、

１２月にあたりが何か、中学校の体育祭は先週済んだというようなことでしょうけど

あと運動会とかあるいは文化行事、それと各学年の県内とかあるいは県外研修あるい

は修学旅行あたりも、去年と同じように、今回もまた期日あたりもですね、やっぱ難

しい局面が引かれていると思いますけど、そこ辺りの対策も去年の反省点を生かして

また今後はどうするかということも、あるかと思いますがそこあたりちょっとお聞か

せいただきたいと思います。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。昨年も行事とかは出来なかった部分もありましたのでで

すね。やっぱり子どもたちにとっては、この行事に育つ力といいますか、皆さんに見

ていただいて育つ力、あるいは先輩あたりがするのを見て育つ力、そういう部分も大

事な部分でございますので、中学校の体育大会は先日土曜日に行いました。９月中に、

小学校の運動会、午前中、時間短縮短縮の中で実施予定でございます。見学旅行とか

修学旅行につきましても、もう少し実施時期まで時間がありますので、出来れば予定

どおりのところでお願いしたいんですけど、それが難しい場合は、昨年と同じように、

出来るところでの対応という部分をしっかり検討しながら、無事に終えることを期待

しながら、教育委員会としても、そういう部分でも支援をしていきたいそういう思い

でございます。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） 本当にあの、マスク着用とか手指消毒、机、椅子あるいはドア

ノブとかソーシャルディスタンス、三密対策、密閉、密集、密接あるいは施設の消毒

等も不安は、挙げればですね、もう切りがないんですけども、本当は先が見通せない

中で、大変ですが、児童生徒のためにですね、よろしくお願いしたいと思います。そ

れとまだあと時間が三分ばかりありますので、今ちょっと福祉課のほうにちょっと聞

いてます。南関町のは今、接種もう６５歳以上恐らく９０％超えたと思いますので、

６４歳以下ぐらいで今どのくらいに達しているかなということをちょっとお尋ねし

たいと思います。 

〇議長（橋永芳政君） 福祉課長。 

〇福祉課長（田中龍城君） 接種率については、毎週水曜日と土曜日にやっておりますので、

パーセントにすると大体としましては、５０％を超えているところでございます。申

請については、１２歳以上につきましては申請受付は全てしているところでございま

す。以上です。 

〇議長（橋永芳政君） ８番議員。 

〇８番議員（打越潤一君） はい。一応、昨日町長のほうから南関町の感染者数というよう
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なことで、７月の２日から９月の５日間で１６人感染したということで全国的に何と

か急拡大にしたもんだけんですね、やっぱ南関町でも恐らくこのような数字が出てる。

近隣市町もですね、ほとんどクラスターとか中学校あたりも何か新聞等では、ちょっ

と出ておったようですけど、本当急激に増えてる、また最近ちょっと減少傾向が続い

てこれがそのまま減少につながればいいんでしょうけども、これも先ほどのことでわ

かりません。はい。これで一応私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

〇議長（橋永芳政君） 以上で、８番議員の一般質問を終了しました。ここで一般質問の途

中ですが、１０分間の休憩を致します。 

 

          ―――――――〇――――――― 

            休憩 午前１１時０７分 

            再開 午前１１時２０分   

          ―――――――〇――――――― 

〇議長（橋永芳政君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。一般質問の途中でありました

ので、これを続行します。続いて、２番議員の質問を許します。２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） 皆さんこんにちは。２番議員の北原です。今回は一問一答方

式で質問をさせていただきますので、お答えをよろしくお願いいたします。また質問

時間が短くなっておりますので、簡潔に回答いただきますよう重ねてお願いいたしま

す。まずは、校内労働安全衛生委員会の組織化について改めて教育長にお尋ねいたし

ます。私が教職員の働き方改革の質問を続けているのは、体調を崩されて休まれる先

生が増え、毎日夜遅くまで職員室の明かりがついている。この当たり前の光景に疑問

が生まれ、調べるうちに、学校は一般企業とは違う独特な職場であり、現場の先生方

の疲弊が目に見えてきたからです。子どもたちに関わる先生方の職場環境の改善が必

要と思うからです。６月の一般質問で、総括安全衛生委員会の設置の時が来ているの

ではないですかと問いましたが、教育長からは、もう少し先の取り組みになるという

御回答をいただきました。そういうお答えでしたので、労働安全衛生規程の策定もお

考えになっておられないと認識しております。質問の要旨として、労働安全衛生管理

体制の未整備は法律違反であると言える。学校の設置者である南関町教育委員会が学

校職員安全衛生規則をつくらない理由を尋ねるとしました。先送りお送りする理由を

お答えください。この後の質問は自席から行います。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） ２番、北原浩一郎議員の「校内安全衛生委員会の組織化につい

て」の「労働安全衛生管理体制の未整備は法律違反であると言える。学校の設置者で

ある南関町教育委員会が、学校職員安全衛生委員会規則をつくらない理由を尋ねる。」

御質問にお答えします。まず、学校の労働安全衛生管理の現状として、労働安全衛生

法では、事業場の業種・規模等に応じて、労働安全衛生管理体制整備の観点から、事
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業者が講ずべき措置が定められています。その中で、常時５０人以上の教職員を使用

する学校においては、衛生管理者や産業医の選任、衛生委員会の設置等が義務付けら

れています。また、常時１０人以上５０人未満の教職員を使用する学校においては、

衛生推進者の選任が義務づけられています。この規定のもとで、町内の小・中学校は、

いずれも法規定の後者の学校に該当しており、現在、各学校では校長が教頭や養護教

諭を衛生推進者に選任して対応しているところでございます。町の学校の働き方改革

の推進に当たって、令和元年度は、業務改善加速事業を実施しており、この年の７月

には、県教委から、「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構

築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について答申を踏まえた

学校における一層の労働安全衛生管理の充実等について通知」があっております。そ

の中で、「答申において、法令上の義務が課されていない学校でも、学校の設置者は、

可能な限り法令上の義務が課せられている学校に準じた労働安全衛生管理体制の充

実に努めるべきであるとされたことを踏まえ、各教育委員会では適切に取り組まれた

いこと。」とされていたところでございます。この通知を踏まえて、これまでに努力

義務とされていた教職員のストレスチェックの実施や、産業医の選任に代わり町選任

の産業医の活用ができるようにお願いをしてきたところでございます。今も、学校の

働き方改革の推進に当たっては、令和元年度に作成しました「南関町小・中学校業務

改善の方針・計画」を基盤に毎年見直し、更に、昨年８月に策定されました「熊本県

の公立学校における働き方改革推進プラン」を踏まえながら、計画的かつ実効性のあ

る取組を推進しているところです。お尋ねの学校職員安全衛生委員会規則をつくらな

い理由については、教育委員会で、そのような規則をつくらなければならないとの定

めはなく、現在、令和元年度に一年間かけて策定した方針計画もあるからです。この

件については、県にも確認して問合せたところで、教職員５０人未満の学校での衛生

委員会設置の義務はないけれども、設置者によっては規則をつくっているケースもあ

るということでした。今、教育委員会では、働き方改革に総合的に取り組んでおり、

引き続き学校の先生方と協働して、心身の健康保守の重要性の理解、風通しのよい職

場環境の整備など、町内各学校に必要な対策を工夫していきたいと考えています。以

上お答えしまして、この後の御質問につきましては、自席よりお答えさせていただき

ます。 

〇議長（橋永芳政君） ２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） はい、わかりました。確かに１０人以上５０人未満の事業所

は努力義務ということですが、また、規定の設置については、推進の方向性が出てる

ということなんですけれども、実際、当然役場というのも事業所ですけども、当然役

場はそういう労働安全規定をつくって、その中で、皆さんは働いている。しかし学校

の先生は、そういう規定がない中で、先ほど言われた方針計画っていう中で、今先生

方は働いているという環境の労働環境の差が今あります。そして、人数のことを言わ
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れましたけれども、今ですね、この人数制限というかな、ありますけれども今、教育

委員会を始めとして、町内に５校、学校がありますけれども、教育委員会を事業者と

考えれば、五つの事業場が町内にあると、同じ教育という業務をやっているという考

え方をすれば、合算すれば教職員の数はもう軽く５０人は超えるというふうなことが

言えるわけです。ということは、この労働安全衛生規定は、教育委員会のリーダーシ

ップ、範疇の中にあるわけで、教育委員会が設置しようと思えば、これはいつでもも

う作れるものであるわけです。なのに、ストレスチェックができるからとか、産業医

の面談ができるからということで、そこはまだ、それを設置する方向ではないという

ような御回答だったと思いますけれども、しかし、安全と衛生というところをそうい

う環境を整えた職場であるべきであると思います。学校というところは。ならばです

ね、やはり労働安全安全規定をですね、しっかりと作って、その中で、職場環境労働

環境を守るっていう方向が私は必要というふうに感じているわけであります。これは

ですね、これもし、もしですよ。民間出身の教育長ならば、もう即対応されるんでは

ないかなって、これを考え原稿を書いてる時に思いました。ひょっとしたら教育長は

教育の現場から上がってこられたから、その中の目で考えてあるのかなあというとこ

ろを感じたところもありまして、本当にこれは、労働者つまり先生方を守るというこ

とは、引いては、子どもたちを守るというところにつながりますので、是非、この労

働安全規定を作って、労働安全委員会を作るというところを進めていただきたいとい

うふうに思うわけです。そういうこともあるし、前回の質問もしましたけれども、超

過勤務を時間管理というところが、６月の議会では、教育長は自信を持って、ちゃん

と正確な時間管理を把握をしているという御回答でした。しかし、現場の先生からは、

そんなことはないという声を沢山聞きます。ですので、これはもうしっかりとしたデ

ータをですね。もう見て、それしかないなと思いまして今回ですね、議会の前に先生

方の出勤時間、退勤時間、の一覧表それと警備会社ですね。警備会社の開場時間と施

錠時間が分かる資料を提出してくださいというふうな、開示請求をしましたけれども、

私が要求するような資料はいただけませんでした。この資料があれば、もうはっきり

とすると思いますが出なかった理由、出して貰えなかった理由はちょっと教えてもら

っていいですか。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） セコム等の管理している部分のデータっていうのは、長期保存

がなされてないということを聞いております。そういうところで出せなかったという

ところです。 

〇議長（橋永芳政君） ２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） はい。それセコムですかね、ひと月分はあるというようなこ

とですので、そのひと月分づつ、保存していってもらえれば、長期間保存は出来ると

思いますので、これから９月分からでいいですから、これから９月１０月１２月と、
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これからの月の記録を残していただきたいということと、学校には、先生ごとに出退

チェック記録カードというのがあります。これはもう、まさに出た時間帰った時間が

分かる。これはなぜ出ないんでしょう。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。議員が請求されました、資料が先生方のバーコードから

読み取ったデータのものでございまして、あの部分がデータが教育委員会にこの月の

出勤・退勤を踏まえたデータっていうところで受け止めております。 

〇議長（橋永芳政君） ２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） はい。委員会に資料しか上がってこないということなのかも

しれませんが、是非ですね学校に行けば、それがあるわけで、開示が出来ないならば

ですね、是非教育長、そのカードとセコムの記録を見合せて本当に事実はどうなんだ

ということを確認していただきたいと思います。もう私は、それをしていただければ、

もうそれで私は結構ですので、まず真実はどこにあるのかを確認していただきたいと

いうふうに思います。この３年半ですね、この先生方の働き方ということを質問する

中でやっぱり現場、先生方にある風土というかそういうものがやっぱしあって、なか

なかそういうことが生まれてるんだなということが感じるわけですけれども。ちょっ

と考えてみました。民間企業では違法とされているサービス残業ですけれども、教育

界では給特法のもとサービス残業が合法化されていると言ってもいいと思いますが、

先生方に残業に対する正確な時間管理の意識がまだまだ薄いということ、それから、

管理職から虚偽の報告を要請されても従ってしまう。波を立てないほうを選ぶと。こ

となかれ主義と言ったら言い過ぎかもしれませんが、まあまあそれでいこうというか、

ことになってしまう、それから嫌だったらもう異動したいと、異動できるというとこ

ろも、またそういうのかなと思いました。また、この労働安全衛生法への理解が、進

んでいない現場に、また、管理職もしっかりと伝えていない、積極的に周知していな

い。だから、何か曖昧なまま来てしまっている。それと、県教委や、町教委から、時

間管理に関する通知が上から一方的におろされて、これ、つまりトップダウンで何で

も来るので、現場ではやらされ感につながっていて、これが面倒くさい、また仕事が

増えるとなって現場の先生の管理職もお互いのために、あえて虚偽の報告をしてしま

っているという状況が私には見えてきています。そういうこともあって、この状況を

本当に変えるにはどうしたらいいかと思うと、これ最後に言ったトップダウン。上下

達のシステムがやっぱり問題なんだなと思いまして、現場の教職員の思い、実態です

ね実態、これからの丁寧な取り組みが必要だと思いますが、実際は、現場の納得や理

解づくりをスルーしているから現場の受け取り方は取り締まられているというとら

え方になっているというふうに思います。ですので、トップダウンじゃなくて、ボト

ムアップ。ボトムアップの取り組みに変えていく必要があるんではないかと。そのシ

ステムが、安全衛生管理規程の策定ではないかと。そこにあるんではないかと思いま
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す。現場の本当の声や要求を吸い上げて、生かせる場としての安全衛生管理規程に基

づいたこの安全衛生委員会が機能することこそが、現場の主体的な行動を促すシステ

ムになるんではないかと思うわけです。ですので、改めて、この安全衛生管理規程を

作ることによって、今何かこう、閉塞感の中にあるものが変わっていくんではないか、

これは教育委員会のリーダーシップ。範疇の中にありますので、是非、安全衛生管理

規定を作っていただきたいというふうに提案するわけです。いかがでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 教育長。 

〇教育長（谷口慶志郎君） はい。議員の言われることはよくわかります。ただこの方針・

計画っていうのも、元年度のモデル事業を踏まえて答弁でも御説明しましたように、

これは南関だけといいますか、もう県内にあるとしたら２、３か所の方針・計画なん

ですよ。もうそれくらい私は総合的な働き方改革の方向性を示したものかな、そうい

う思いをしております。それと先ほど中村議員のお尋ねの中でも、説明しましたけど、

先生方がどうせやっても変わらないという認識がありますので、そういう部分を定数

改善という部分で実感してもらう。そういうところを踏まえながら、最終的にはです

よ、言われる総括委員会あたりの取り組みになっていくのかなというふうに思ってい

ます。現在も、学校内には学校保健委員会という校内の組織、あるいは五つの学校の

うち二つは、衛生管理委員会というのを設けております。そういう小さな委員会がた

くさんあります。そういう部分を今やらなければならない現場の先生方、この会合を

やりましょう、この会合をやりましょう、そういう部分では、なかなか機能が難しい

のかな、そういう実感できるようなところから取り組みを進めて、そのあとに、総括

衛生委員会といいますか、そういうところにつなげていけたらなという思いでござい

ます。どうぞ、私も現場の状況はよくわかってるつもりでおります。そういうところ

を踏まえて今この働き方改革３年目やっておりますので、そういうところでのお力添

えをお願いしたいというふうに思ってます。 

〇議長（橋永芳政君） ２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） はい。教育長のお話もわかります。本当に先進的な取り組み

をしながら、その働き方改革に努めておられるのもわかります。ただやっぱし現場の

声がね、やっぱ吸い上げるシステムがないとやはりシステムだと思うんですよね。幾

らいいこと言ってもやっぱし回っていくシステムをつくらないことには、やっぱ全て

は流れ出来ませんので、ですので、その方針・計画ですか。があればその中では、何

ができるのかはちょっとわかりませんけれども、規定を作らなくても、規約を作らな

くても、出来るのか、そこら辺はまた、この議事録を見られた現場の先生たちが、ど

う、また思われるのかなとは思いますけれども、一応もう時間ございませんので、今、

教育長の方針は、これからもその方針でいくということを確認出来たというところで、

この質問は終わりたいと思います。では続いて、町長ですね。人口減少に立ち向かう

まちづくりについて質問します。国勢調査の結果の数字につきましては、先ほどから
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何回も出ておりますので、そこは省くことにいたしますが、平成２年時点での町の人

口予測が８,９７４人でありましたこれは、令和２年３月に改定した人口ビジョンの

町の予測の人数ですが、８,９７４人を６人下回っております。８,９６８人でしたか

らね、６人下回ってそして、社人研の予測８,９６９人を既に１人下回っています。令

和２年３月に改定した人口ビジョン。そして令和２年の国勢調査の結果もう既に１人

下回っているということで、令和４２年度の社人研の人口予測では３,９７４人とい

うことは、この３,９７４人を更に下回るということが、指されているというふうに

思います。ということを前提にしておきまして、質問の要旨、今年出されました国勢

調査の結果より、南関町の人口が９,０００人を切ったことが判明した。しかも荒玉

管内自治体の中で一番減少率が一番高いことも判明。想定より速いスピードで人口減

少が進んでいる事実を受けて、町長の考えと、住んでよかったプロジェクトの検証及

び今後の方策を尋ねるとしておりましたが、町長の考えと、住んでよかったプロジェ

クトの検証については、昨日の立山議員と西田議員の質問の中で、人口減少への考え

方、マニフェストの成果について回答されていますので、ここでは割愛し、町長の出

馬表明の際の抱負の中や、西田議員、中村議員への回答の中にも出てきました地域未

来構想策定について質問をして参りたいと思います。年度内に策定予定の地域未来構

想ですが、今回新たに未来構想を策定することになった経緯とこれまで作ってきたも

ろもろの構想とどこが違うのか。この構想に何を求め、何を期待するのかをお尋ねい

たします。後の質問は自席にて行います。 

〇議長（橋永芳政君） ２番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤安彦君） ２番北原浩一郎議員の人口減少に立ち向かうまちづくりについての

御質問にお答えいたします。質問が急遽変わりましたので、その方向で答弁させてい

ただきたいと思いますけれども、人口減少につきましては、今、数値も御報告ござい

ました。社人研の数字、町の推計の数字ということで、共に１人、６人、現在の国調

より少なくなっているのは事実でございます。社人研の推計では、このまま減少し続

けた場合は、南関町の人口は、今お話のとおり、２０６０年、令和４２年には３,７９

４人になると推計が示されておりますので、ここで、そうならないためにどうするか

ということが、これからの取り組みの重要なとこであると思っています。最上位計画

でもあります「南関町総合振興計画基本構想、基本方針」を柱としまして、「まち・

ひと・しごと創生総合戦略」「第三期住んでよかったプロジェクト推進事業」での移

住・定住の推進に向けた取り組み、あるいはこれまで様々な事業を行ってきましたけ

れども、ここで不足していたという部分につきましては、町全体の計画のみを中心と

やって参りましたが、どうしても、今回、計画しております南関町地域未来構想基本

計画が必要になったということは、町全体の特色、強み・弱みだけでなく、それぞれ

の校区ごとの強み・弱みそしてそれぞれの特色、そしてそこに何が必要なのかってい

うのが、今回の計画の重要な部分でないかなと思っております。やはり先ほど中村議
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員の質問でもありましたとおり、そういった計画をつくり上げていくためには、やっ

ぱり行政だけではなく先ほどのとおり、若者のいろんな御意見これも町内町外の意見

も把握するそういったことも必要になりますので、今回の計画にはですね。全体の町

の計画と違って、今言いました、校区ごとの計画を作成していきたいというふうにも

考えております。そこでは、行政だけではなく、町議会、町民の皆様の御協力や御意

見を反映して町全体の力を結集するということで、これまでにないような計画として

いきたいというふうに考えております。期間的には非常に短く厳しいものかと思いま

すけれども、そういった計画をつくり上げて、これからの人口減少、少子高齢化に立

ち向かっていきたいというふうに考えておりますので、是非議員の皆様にも御協力を

お願いしたいと思いますし、それぞれの地域から議員も選出されておりますので、そ

れぞれの地域からの御意見等もですね、反映できるように、お力を貸していただきた

いと思います。以上、お答えしまして、この後につきましては、自席よりお答えさせ

ていただきます。また詳細については担当課長がお答えします。 

〇議長（橋永芳政君） ２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） はい。今回の新しく取り組む地域未来構想ですね、校区ごと

の宝探しをしまた、課題を出してそれを解決するというようなことで、行くというこ

とですけれども、構想ができ上がってこれを実行していくのはどこでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） はい。その計画が出来て実行するのはどこか、それはもちろん、行

政、そして、住民の方、全ての方であると思っております。 

〇議長（橋永芳政君） ２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） はい。もちろん住民です。校区の住民、町民が、当然参加し

ないと出来上がりませんが、それがその町民が、動きやすい組織、これシステムがな

いと動かないと思うんですよ。具体的には、今、区がありますけど、区ではやっぱ出

来ないでしょう。ですから、校区のまさに校区で一つの運営体というかまちづくり組

織を作ることがまずは必要。その中に地域の人に入ってもらって、いろんなことを出

し合って運営していくというのが、もうこれも間違いなくそうだと思うんですけども、

今町にはねそういう組織がないですね、まちづくり協議会みたいみたいなものが。こ

れがないと、これ動かないと思いますよ。絵に描いた餅で終わってしまう。だから、

これをつくると同時に、この組織作りも進めていただきたいと思いますがいかがでし

ょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） はい。今回の計画につきましては、先ほどから申しますとおり、校

区ごとにそういった動きをしたいということで考えておりますので、計画はもちろん

ですけれども、その計画を作るための組織もですが、そのあとの実行するための組織

っていうのも、今、議員、お話ありましたとおりですので、そういった組織につきま
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しても、皆様のいろんな御意見を伺いながら組織の設立等も必要になると思いますの

で、十分ないろんな御意見の中で検討していきたいと思います。 

〇議長（橋永芳政君） ２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） 本当にまちづくり協議会というものがやっぱし同じ地域とい

うかな、同じつながりが強い校区ごとに一つの組織を作って、そして地域の問題を解

決していく、そういう組織が本当に今必要だと思っています。これは本当に地域未来

構想策定について、また同じものを作ってしまうのかと思っていましたが、そういう

話を聞くと、ようやくこういうまちづくりの組織を作って、それが力となって動いて

いくというものが見えるならば、それが実現できるならば、本当に楽しい、本当に面

白い、町の将来を本当に左右するような事業になるかもしれないと思います。やっぱ

し、町の一人一人が元気になるということなんですよね、町のために、人のために動

く、働く、そういう気持ちであっても、組織がなかったから、そういう気持ちを持っ

た人たちが活躍する場がなかったと思うんですけど、そういう組織が生まれることに

よって、そういう人たちをどんどんこう、呼び出すことができる。そうすると、その

人達も元気になる。今まで興味がなかった人たちも、引き込むことができる。ってい

うことを考えるとですね、本当にこの構想策定については、本当に力を注いでいって

もらいたいし、私たちも力を注いでいきたいなというふうに思います。そういう前向

きなお答えをいただきましたので終わります。以上です。どうもありがとうございま

した。 

〇議長（橋永芳政君） 以上で、２番議員の一般質問は終了しました。これで昼食のために、

休憩したいと思います。 

           ―――――――〇――――――― 

             休憩 午前１１時５０分 

             再開 午後１時００分 

           ―――――――〇――――――― 

〇議長（橋永芳政君） 休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問の途中でありましたの

で、これを続行します。続いて、５番議員の質問を許します。５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） ５番議員の杉村です。前回に引き続き、バンブーフロンティア

事業に関して一般質問をいたします。バンブーフロンティア事業に関しては、前回、

６月定例議会において質問を行ったところでありますけど、その中でまた質問が時間

に追われて出来ませんでしたので、改めてまたバンブーに関する質問をいたします。

バンブーフロンティア事業に関しては、前回６月定例会に続き質問を行うということ

で竹の買取単価と、総額は幾ら支払われたか尋ねます。次に令和３年度の納税がされ

たのかを伺います。またバンブーフロンティア事業に関して南関町にとってはプラス

であったか、マイナスであったかを問いたいと思います。この後の質問に対しまして

は自席で行いますので、よろしくお願いします。 
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〇議長（橋永芳政君） ５番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤安彦君） ５番、杉村博明議員の「バンブーフロンティア事業について」の御

質問にお答えいたします。まず、一つ目の「バンブーフロンティア事業に関しては、

前回６月定例議会に続き質問を行う。竹の買取単価と総額は幾ら支払われたか尋ね

る。」についてお答えします。バンブーフロンティア事業に関しましては、前回の６

月議会定例会においても答弁いたしましたとおり、地域の高齢化や後継者不足、不在

地主による放置竹林などの荒廃竹林が全国的な問題となっております。バンブーフロ

ンティア事業は、竹材を有効に利活用することを目的に操業を開始され、地域農業者

及び各種団体等により、伐採した竹を買い取ることで、竹林の整備を促進し、荒廃竹

林がもたらす周辺人工林への悪影響の解消、災害の誘発等の予防効果などが期待され

ております。また、竹林対策を実施することにより、たけのこ等の特用林産物及び農

産物の生産促進、木材の利活用、鳥獣被害の減少など、竹林の適正な管理を行うこと

で、地域の活性化にも大きな効果があると考えております。今回御質問の竹の買取に

つきましては、バンブーフロンティア事業が操業を開始された平成２９年度より開始

し、令和２年度末までの買取実績としてお答えします。総重量を２,０４３.６トン、

年平均５１０.９トン、総額で１,９８０万８,３８０円となっております。なお、買取

単価はキロ１０円となっております。また、町から買取業者を通じ、町内在住で町内

の竹林に伐採した竹を搬入された方を対象に、「南関町竹材利用拡大推進事業補助金

交付要綱」に基づき、キロ４円。平成２９年度においては、キロ２円の補助を実施し

ております。これまでの補助金総額としましては、７２５万２,５１６円で、国の交付

金事業として、平成２９年度から令和元年度は、地方創生推進交付金事業、令和２年

度は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業を活用し、支出してい

るところであります。次に、二つ目の「令和３年度の納税がされたのか伺う。」につ

いてお答えします。議員御承知のとおり、自治体職員には地方公務員法により守秘義

務が課せられているところですが、今回は事業者の了解を得ておりますので、その範

囲でお答えさせていただきますが、令和２年度の徴収猶予分も含めて、令和３年度の

納税につきまして、未納はございません。最後に、「バンブーフロンティア事業に関

して南関町にとっては、プラスであったかマイナスであったか問う。」の質問にお答

えします。本事業は、放置竹林など竹を住宅建材製造やバイオマス発電に活用するな

ど、民間のベンチャーグループ３社が、これまで国内ではなかなか扱われることがな

かった竹を活用した画期的な事業として、国からも大いに注目され期待されていた事

業でした。しかし、残念ながら経営不振となり、当初の目的は成し遂げられませんで

した。また、事業者から議会等への説明と進捗状況が食い違う部分もあったことなど

最後まで御心配をおかけしたと感じております。ただ、バンブーグループがこれまで

事業遂行に向け真摯に向き合いチャレンジされ、竹を活用した事業の素地は築いてこ

られたからこそ、工場が廃墟となることなく今回新会社への事業譲渡も実現し、竹を
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活用する枠組み自体は残せたのではないかと思っております。そのほかにも、南関町

の竹を原材料とした抗菌、消臭液もバンブー事業の副産物でありますし、「竹あかり

を日本の文化に」を合い言葉に日本のみならず世界的に活躍されている株式会社ちか

けんプロダクツを南関町に誘致出来ましたことも、バンブーグループとの係わりの中

で本町への進出を選択されたものであり、バンブー事業を本町で起業され展開された

ことはプラスであったと考えております。以上、お答えいたしまして、この後の質問

につきましては、自席よりお答えさせていただきます。また、詳細については担当課

長がお答えします。 

〇議長（橋永芳政君） ５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） はい、今答弁いただきました。非常にですね、バンブーの竹の

買取としましては、また、これも町のほうからも出しておりまして、キロ１０円を１

４円。また、１２円ということで町のほうからのこの１０円に対して、４円をアップ

されてされたということですので、 

〇町長（佐藤安彦君） ４円足して１０円。 

〇５番議員（杉村博明君）６円プラス４円なりますよね。１０円ということでまた４円、２

円とされてるわけなんですけど。これも竹の買取事業に対して支払われてるというこ

とであります。ほかの事業に関しましてこういったことが、バンブーに関してはあり

ましたけど、ほかの一般の会社には対しては、今こういうことはあり得ないというこ

とと思います。こういって町のバンブーに対する事業に対して、だいぶん町のほうも

協力し、また町長が言われたとおりだいぶん期待もされて行ってですね、町民の方も

期待されたと思います。これが倒産に至ったということは、非常に残念な結果であり

ますけど余りにも早過ぎる。これがまだ順調に稼働して数年後とかですね、そういっ

た関係であったらまだ分かるんですけど、まだ前回の質問の中でも言いましたように、

フル操業まで行ったのか行ってないのかわからない状態で倒産ということで、その話

を聞いたのが３月３０日の全員協議会の中で聞いたわけなんですけど。その中でも詳

しい説明のないままに、その１回だけであって、あとはもう譲渡の話であってその経

緯として建屋はそのまま残ってるんですけど、機械等の設備中国産なんですけど、そ

ういったのがどこに売却されたのか。どれぐらいの金額で売却されたのかそういった

ところも、尋ねてですね、どういったふうにされたのか。そういったのも町としては、

聞いてない状況なんですよね。この後すぐですねもう何ですか、譲渡の話ばっかりに

なってきてこの経緯として本当に納得した経緯、自分たちがですね、町民の方も議員

の方々も本当に納得しているもんじゃないと思うんですよ。町長はその辺はどのよう

に思われてますか。譲渡に関する経緯からですね、しましたよね、その間先ほど申し

ましたように、全員協議会で１回、こうやって譲渡しますからという話だったんです

よ。その譲渡の中でも売却額、譲渡額ですね、譲渡額がいくらでされたというのを全

く知らされてないということなんですけど、そういった点はどういうふうに思われま
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すか。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） はい。私ども、今杉村議員のお話ありましたとおり、全協で同じよ

うな内容を聞いて、そのあと対応したところでありまして、機材等のですね、そのあ

とどうなったかその金額等もそう把握はしっかり出来ておりませんし、その譲渡益っ

ていうか今度、譲渡されましたけれども、その金額等については、非公表ということ

でありましたので、そこまで、こちらのほうで聞いて詳しくですね、その調査という

かそこまでしたところはございません。 

〇議長（橋永芳政君） ５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） この非公表というのがですね町がこれだけ協力していって、非

公表というのがおかしいと思うんですよ。できれば会社に言っても元社長のほうに言

っても、非公表ということで断られたということで、私たちがどれぐらいで、譲渡さ

れたのかというのも、知るよしがないんですよね。また流れとしてどういった経緯で、

なぜこのような状況になったのか、コロナだけのせいじゃないと思うんですよ。中国

からの機械の購入された時点で大きな投資が必要だったということでもそれは聞い

てますけど、当然、当初からそういった計画もされて来てたと思うんですよね。それ

でとうとう先々が見えないまま、このような状況になって町として本当に納得いくの

か、これからという時に、もう譲渡の話。会社を譲渡するという話になって急な話で

あって皆さん納得されないのは当然じゃないかと思うんですよね。町が期待して町民

の方も、それは町長が話を進められていって、やっぱ町民の方も期待されたと思うん

ですよ。それがあまりにも早い譲渡の話、倒産されて、譲渡されたわけなんですけど、

非常にこの問題がこのまま終わって本当にいいのかと思うんですよ。はいはいっと。

元社長のほうから、説明されて納得しましたということで終わるもんじゃないと思う

んですよ。本当に納得してないんですよね。これだけの町からだけの補助じゃなくて

国・県そちらのほうからも何億という金額も補助されたり、民間からも補助されたり

して、これがあまりにも酷過ぎるんじゃないかと思います。でですね、町のほうもも

う少し突っ込んで話を聞いてもらいたいんですけど、その辺はいかがですか。今の譲

渡先じゃないですよ。譲渡される前の段階においてこういった経緯が余りにも早すぎ

たと思うんですよ。そこら辺は町長どう思われますか。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） はい。現在に至ったことを考えると私たちも残念で仕方ありません。

非常に国も県も、町も期待しておりました事業でしたので、この事業が、最後まで行

き着つけなかったことは残念でありますけれども、その事業経緯といいますかそう、

何でそうなったっていうことに関しましては、私どうも議員の今感じておられるよう

なそういった内容までしかわかりませんので、それを非常にまだ、小さい細部まで、

そこをお聞きしたいということであれば、また、今回の新しい事業者じゃなくて、以
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前の事業者をやはりですね、可能であれば、議会全協あたりでもお呼びして、またそ

ういったことを私どもも共に伺う、そういったことは可能かと思います。 

〇議長（橋永芳政君） ５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） これをですね、また全協のほうで聞いても期待するような回答

は得ないと思うんですよね、何回もこれまで裏切られてきた話の中でああそうだった

んですかという内容じゃ無いんですよね今までですね。前も話ししたとおり、元社長

のほうから話がずっと会社ができるまでの間、聞いてますけど本当に実際の話があっ

たのかと。ちょっとその都度話が変わってきて疑いがだんだんと増してきて、来たわ

けなんですけど、今回の譲渡の件は、私たちが知らされる前に、もう機械設備の分は

もう処分されてたわけなんですよね。その辺いかがですか。私たちが３月３０日全員

協議会で聞いた時の前にもう、処分はされてたと思うんですけどその辺はいかがです

か。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） その時点で処分されていたっていうことは私どもも、工場に入って

そういった確認しておりませんので、そのいつそういったことがあったというのは定

かで私たちも、調査っていうか、敷地はわからない状況であります。 

〇議長（橋永芳政君） ５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） 多分、もうその時点では、機械のほうも中には処分されてた話

から譲渡の話になってきたような話だったんじゃないかと思いますけど、担当課長、

いかがですか。 

〇議長（橋永芳政君） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長（坂田浩之君） 認識としては、今町長がおっしゃったことと同じでござ

います。 

〇議長（橋永芳政君） ５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） 町長もそこら辺わからないんですよね。担当課長もわからない

わからないままで来たわけなんですよね。いつ処分機会されたのかも、やっぱりそう

いったところもですね聞いていかないと出来ない問題でありまして、このバンブーに

関しては、当然これから、南関町がさっき町長が答弁されたとおり竹の荒廃、そうい

ったのも期待してたんですけど、これが期待外れで、もう全く、頓挫した話になって

思った通りですねこれはまた１社はされてますけど、その買取のほうも全然数量が思

うように進んでない。ほんの少量になってきたわけなんですけど、それだけの年間で

南関町の竹が減るという状況ではないと思うんですよ。竹の買取も今後、継続してい

かれるということなんですけど。本当ですね、譲渡の話の前に今、どういった状況だ

ったというのは、全然把握はされてなかったんですか、町としては。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） ３月の全協で説明を受けましたけれども、議員が知られていると同
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じような状況であります。 

〇議長（橋永芳政君） ５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） これもですねもう、譲渡との話をする前にはもうほんとこのよ

うな倒産に至るまでの状況がもう厳しかったということなんですよね。南関町からの

産業振興等奨励金をあげてどれくらいで年数ですよね、年月数。産業振興等奨励金を

出して、どれくらいの経緯で倒産に至ったか、それを教えてください。 

〇議長（橋永芳政君） まちづくり課長。 

〇まちづくり課長（坂田浩之君） 産業振興等奨励金につきましては、令和元年度に支払い

を行っておりまして、今回令和３年ですので、２年間ということでございます。 

〇議長（橋永芳政君） ５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） ２年間ですよね、この間がですね。この先々がもう、この時点

で２年間ですけど、もうこう危ない状況になってたのはこの２年間の本当まだ手前の

ほうですよね。この産業振興等奨励金を支払って、その後にはもう傾いてきた。そう

いった状況だったんですよね。いかに南関町を町をばかにしたような感じでこの補助

金をもらってですね、もう本当この南関町に対して誠意がほんと感じられない、こう

いった会社だったと思います。また説明に関しましても、こちらのほうから再三言っ

ても断りの話。そして、全員協議会があるからということで、突然にこられて何の前

触れもなく、突然来られてもう譲渡の話。そりゃびっくりしますよね。この話は、前

回もしましたけど、そういった状況の中で、このバンブーフロンティアに事業に関し

まして、もう少し住民の方も納得されるような説明を町のほうから、されたらいかが

ですか。されるか、文書か、何か出してもっとわかりやすく、こういった経緯でなり

ましたということでしないと、まだ納得されてない方がだいぶいらっしゃいますよ。

その辺はいかがですか。どうも思われますか。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） 前回の６月定例会の中でも中村議員、立山比呂志議員の答弁の中で

もお答えしました。この方向性が出た時に、町の広報紙で掲載して、町民の皆様にも

お知らせしますということで、今回の議会の定例会の冒頭の挨拶の中でも、同じよう

なことで、町民の皆様にも、町の広報に掲載してお知らせするということで御挨拶申

し上げましたので、今回の事業の譲渡、もう少しで、その方向性が最終的示されると

思いますので、そういった時には、町民の皆様に町の広報誌を通じて、お知らせして

いきたいというふうに考えております。 

〇議長（橋永芳政君） ５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） それは、今言われたのはもう譲渡先が決まった後の話であって

こういった経緯があまりにも早かったと、倒産するのがあまりにも早かった。その辺

はもう、やっぱりこのコロナ関係とか言われますけど、そういった問題じゃなくてや

っぱり機械設備投資の関係で中国産の機械を導入されたということで、太刀打ち出来
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ない状況に陥って倒産になったというのが事実じゃないかと思いますけど、その辺も

もう少し会社のほうとしても、私たちが素人から見てもですね、何回も視察に行って、

素人目で見てもこれは本当大丈夫かなという、当時だったと思います機械類がですね。

後の維持管理はどうされるのかなという心配もしておりました。この中でバンブーフ

ロンティア事業としまして立派な当初は話でありました。でもだんだんと話を年数が

経つたびですね、何か不安がだんだんと増してきた、大丈夫かどうか。予想は何か予

想通りなったというのが本当残念であります。もう少しですね誠意ある会社だったら

納得がいくかと思いますけど、誠意も見られないような状況でありまして、譲渡先の

２社に関しましては、もう、このようなことがないようにですね、お願いしたいと思

います。また、南関町にとっても、素晴らしい会社が譲渡されて、もっと南関町の発

展に寄与されることを希望いたします。また、町長に関しまして、このバンブーフロ

ンティア事業に関して町、南関町にとってプラスだったかマイナスだったかというこ

とでとりましたけど、町長はプラスであったということですけど、このプラスの面が

マイナスからすると、プラスの面はほんの少々だったじゃないかなと思います。全部

が全部行かなかったということじゃなかったのかもしれませんけど、私はほとんどマ

イナスの部分が、このバンブーフロンティアに関してマイナス面が本当大きいと思い

ます。町長その辺のですね、町長は責任というものは、取る気はないでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） 先ほども申しましたとおり、プラスマイナスであればプラスという

ことは申しましたが、先ほど言いましたとおり、抗菌消臭液等のそういった副産物も

出来ておりますし、ちかけんプロダクツ、そういったものも、現在南関町で活動され

ております。そういったものもしっかりバンブーとのつながりの中で出てきておりま

すし、今回、事業譲渡が出来ておりますけれども、これまでのバンブーフロンティア、

バンブーエナジーはもうなくなるような形になると思いますけれども、それが全てと

いうことじゃなくて、その後事業継承されますので、その会社が、エナジー等につき

ましても、同じものが全国で何箇所かもう、作られるようなことで南関モデルが進む

ような話も聞いております。そういったこともありますし、これからの譲渡先がこれ

までのバンブーの部分も、いろんなところで、発展的にまた事業を継続していただけ

ると思いますので、そちらのほうを、私たちは、町のためになるように、町税収入も

それで伸びるように、そういったことで、継続して事業活動ができるように、町のた

めになるようにしていくことが私たちの責任だと思っております。 

〇議長（橋永芳政君） ５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） このバンブーができる前に町長が一生懸命力を入れて誘致され

たわけなんですけど、このこういった状況になって町からの投資っていうか補助など

してですね、また国・県に対しても迷惑をかけてる状況であります。その辺をですね、

町長としてのこれまで誘致企業として進めてきた、そこら辺の責任のとり方としてで



 

82 

 

すね、このままでいいのかなと思うんですけど、そこら辺を尋ねてるんですけど、い

かがですか。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） はい。あくまで民間企業の動きにつきましては、いろんなところの

会社へも支援してきております。そういったことで、これまでも何社も、そういった

事業がうまくいかなかったとこもありますけれども、そういったことを民間企業につ

きましては、同じような動きを見ますけれども、やはりその一つ一つで責任っていう

ことよりも、やはりこれから南関町のためにどう企業が発展していくかそして、先ほ

ども申しました、町税収入がこれからずっと増えていく、そういったことを私たちが

お手伝いして、町のためになることをするのが私たちの仕事でありますので、その一

つ一つで責任を取るというそういったことは考えておりません。 

〇議長（橋永芳政君） ５番議員。 

〇５番議員（杉村博明君） それは当然ですよね、これからも誘致企業に対しても力を入れ

てもらわないと困るわけなんですよ。でもほかの企業と違って、ここのバンブーに関

しては当初から危ないという話をさんざんされてきたわけなんですけど、町長はそれ

を押し切って推進されて誘致されたわけなんですよね。でもこの誘致に関してですね、

非常に納得するもんじゃなかったそういったことに対しても責任を取る必要がある

んじゃないかと私は言っております。また、町民の方々にも迷惑がかかった、先ほど

申しましたように、県・国にあてに対しても非常に迷惑がかかった。そこら辺の責任

のとり方としてですね取ってほしいということを私は申し上げたいんですよ。町長は

そういった気がないような答弁でしたけど、これ以上町長をこの場で、追求しても答

弁は変わらないと思います。どうしても、今後の誘致企業に関しましては、全然別だ

ということで、切離してこの質問をしてるわけなんですけど、その辺も町長は別物と

して図ってもらわないと困るわけなんです。これからの誘致企業も非常に重要ですの

で、影響しないようにしてもらいたいわけなんですけど、南関町にとって私はほんと

マイナスだったということをお知らせして、この件に関しては私は、一般質問の中で

は終わりたいと思います。まだまだですね、追求するところがたくさんあると思いま

す。また、元社長のほうからもお聞きしないといけないところもあります。また町民

が納得するような話をですね聞かないと、このまま有耶無耶に終わっては、この話は

出来ないことと思いますので、また今回の一般質問の中でも、時間に制限されて、非

常に出来ない、または町に対しても質問してもわからないところがあると思います。

直接ですね。この元社長のほうから直接また話も聞かないと、納得するところがあり

ませんので、この質問に関しましては終わりたいと思います。以上です。 

〇議長（橋永芳政君） 以上で、５番議員の質問は終了しました。本日は予定していました。 

〇５番議員（杉村博明君） 議長。 

〇議長（橋永芳政君） はい。５番議員。 



 

83 

 

〇５番議員（杉村博明君） 動議です。バンブーフロンティアに関しまして、動議をしたい

と思います。この事業に関して納得いきませんので、まだ調査する必要があると思い

ます。一般質問ではし切れないところがありますので、100 条委員会を設けたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

〇議長（橋永芳政君） 今、５番議員から動議を出されましたが、賛成者の方おられますか。

賛成者がいないようでございますので、この動議については、成立しませんので、こ

れで終わりたいと思います。 

〇議長（橋永芳政君） これで本日予定していました一般質問は終了しました。なお、明日、

８日、明後日９日は休会とし、１０日は、午前１０時に本会議場に御参集ください。

これにて散会します。起立。礼。お疲れ様でした。 

 

           ―――――――〇――――――― 

             散会 午後１時３４分 
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     ９月１０日（金） 

      （第３日目） 
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令和３年第５回南関町議会定例会（第３号） 

令和３年９月１０日 

午前１０時００分開議 

於    議    場 

１．議事日程 

開会宣告 

議事日程の報告 

日程第１ 報告第２号 令和2年度南関町財政健全化判断比率の状況について 

日程第２ 議案第42号 南関町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

基準に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

日程第３ 議案第43号 令和2年度南関町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第４ 議案第44号 令和2年度南関町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第５ 議案第45号 令和2年度南関町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第６ 議案第46号 令和2年度南関町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第７ 議案第47号 令和2年度南関町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第８ 議案第48号 令和2年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第９ 議案第49号 令和2年度南関町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第10 議案第50号 令和3年度南関町一般会計補正予算(第2号)について 

日程第11 議案第51号 令和3年度南関町国民健康保険特別会計補正予算(第1号)につ

いて 

日程第12 議案第52号 令和3年度南関町介護保険事業特別会計補正予算(第2号)につ

いて 

日程第13 議案第53号 令和3年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号)に

ついて 

日程第14 議案第54号 令和3年南関町下水道事業補正予算(第2号)について 

日程第15 議案第55号 物品売買契約の締結について 

日程第16 議案第56号 南関町過疎地域持続的発展計画を定めることについて 

日程第17 議案第57号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について 

日程第18       議員派遣の件について 

日程第19       委員会報告について 
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           「総務産業常任委員会・陳情付託の件」 

            陳情第２号（平成30年5月31日受理）米田地域の道路改良工

事等の早期実施を求める陳情 

日程第20       委員会報告について 

           「文教厚生常任委員会・陳情付託の件」 

            陳情第４号（令和3年8月10日受理）コロナ禍による厳しい

財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 

追加日程第１ 議員提出議案第１号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方 

税財源の充実を求める意見書 

追加日程第２ 閉会中の継続審査について 

       「総務産業常任委員会・陳情付託の件」 

        陳情第２号（平成30年５月31日受理）米田地域の道路改良工事等の

早期実施を求める陳情 

追加日程第３ 閉会中の継続調査について 

       「文教厚生常任委員会」 

追加日程第４ 閉会中の継続調査について 

       「総務産業常任委員会」 

追加日程第５ 閉会中の継続調査について 

       「広報常任委員会」 

追加日程第６ 閉会中の継続調査について 

       「議会運営委員会」 

 

２．出席議員は次のとおりである。（10名） 

１番 西 田 恵 介 君         ２番 北 原 浩一郎 君 

３番 中 村 正 雄 君         ４番 立 山 比呂志 君 

５番 杉 村 博 明 君         ６番 井 下 忠 俊 君 
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            －－－－－－－〇－－－－－－－ 

               開議 午前 10 時 00 分 

〇議長（橋永芳政君） 起立。礼。おはようございます。着席。 

これから本日の会議を開きます。 

議事日程は、御手元に配付のとおりです。 

             ―――――――〇――――――― 

 日程第 1 報告第 2 号 令和 2 年度南関町財政健全化判断比率の状況について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１、報告第２号、令和２年度南関町財政健全化判断比率の状

況についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

             ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

以上で報告を終わります。 

             ―――――――〇――――――― 

 日程第 2 議案第 42 号 南関町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営基準

に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第２、議案第４２号、南関町指定地域密着型サービスの事業の

人員、設備及び運営基準に関する条例等の一部を改正する条例の制定についてを議題

にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

             ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。 

ただいまから討論を行います。討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４２号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４２号南関町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営基準に関する条例等の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決

されました。 

          ―――――――〇――――――― 
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 日程第 3 議案第 43 号 令和 2 年度南関町一般会計歳入歳出決算認定について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第３、議案第４３号、令和２年度南関町一般会計歳入歳出決算

認定についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。 

ただいまから討論を行います。討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論のなしと認めます。 

これから議案第４３号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４３号、令和２年度南関町一般会計歳入歳出決算認定については、

原案のとおり認定されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 4 議案第 44 号 令和 2年度南関町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

〇議長（橋永芳政君） 日程第４、議案第４４号、令和２年度南関町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。 

ただいまから討論を行います。討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４４号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

             ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４４号、令和２年度南関町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定については、原案のとおり認定されました。 
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             ―――――――〇――――――― 

 日程第 5 議案第 45 号 令和 2年度南関町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

〇議長（橋永芳政君） 日程第５、議案第４５号、令和２年度南関町公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 

以上で質疑を終わります。ただいまから討論を行います。 

討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第４５号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４５号、令和２年度南関町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定については、原案のとおり認定されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 6 議案第 46 号 令和 2年度南関町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

〇議長（橋永芳政君） 日程第６、議案第４６号、令和２年度南関町簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題にします。 

本案は、提案中の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。 

ただいまから討論を行います。討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４６号を採決します。 

お諮りします。 

本案は原案のとおり、認定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 
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〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４６号、令和２年度南関町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認

定については、原案のとおり認定されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 7 議案第 47 号 令和 2年度南関町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

〇議長（橋永芳政君） 日程第７、議案第４７号、令和２年度南関町介護保険事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 

以上で質疑を終わります。ただいまから討論を行います。 

討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４７号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４７号、令和２年度南関町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認

定については、原案のとおり認定されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 8 議案第 48 号 令和 2年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第８、議案第４８号、令和２年度南関町浄化槽整備推進事業特

別会計歳入歳出決算認定についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 

以上で質疑を終わります。ただいまから討論を行います。 

討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 
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これから議案第４８号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４８号、令和２年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出

決算認定については、原案のとおり認定されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 9 議案第 49 号 令和 2年度南関町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

〇議長（橋永芳政君） 日程第９、議案第４９号、令和２年度南関町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 

以上で質疑を終わります。ただいまから討論を行います。 

討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４９号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４９号、令和２年度南関町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定については、原案のとおり認定されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 10 議案第 50 号 令和 3 年度南関町一般会計補正予算（第 2 号）について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１０、議案第５０号、令和３年度南関町一般会計補正予算（第

２号）についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

〇議長（橋永芳政君） ２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） 新庁舎の網戸取付け工事について質問をしたいと思います。 

今回追加の網戸取付け工事は入札により行われると思いますけれども、 
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〇議長（橋永芳政君） 質問者。予算書、そのページと目とそして内容をお願いします。 

〇２番議（北原浩一郎） １１ページ。補正予算の１１ページの歳出のですね、目といえば、

１９目の庁舎等建設費に計上されております。工事請負費２,０００万円です。今回

追加の網戸取付け工事は入札により行われると思いますが、町内の事業者に限定して

行うというお考えはありますでしょうか。お尋ねします。 

〇議長（橋永芳政君） これについてはですね。この金額に対しての質問ならよっかですが。 

〇２番議員（北原浩一郎君） あっそうですか。 

〇議長（橋永芳政君） はい。業者認定については、これにはなかですけんですね。 

〇２番議員（北原浩一郎君） 議長。 

〇議長（橋永芳政君） はい。２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） 額というよりも、予算の執行に対する質問は、この場では向

かないということですかね。 

〇議長（橋永芳政君） そうですね。この内容についての質問は正解と思いますけれども、

気持ちはわかりますが答えますか。うん、取組の姿勢についてよかですか。 

〇２番議員（北原浩一郎君） はい。姿勢についてという、そういう内容になっているつも

りでおります。 

〇議長（橋永芳政君） わかりました。はい、どうぞ。 

〇２番議員（北原浩一郎君） ですので今の質問にお答えお願いします。 

〇議長（橋永芳政君） 町長。 

〇町長（佐藤安彦君） はい。北原議員の御質問にお答えいたします。新庁舎の網戸工事に

つきまして、２,０００万の工事費を計上させていただいておりますけれども、庁内

の業者に是非出してほしいというそういった要望かと思いますけれども、これまでも、

町内のいろんな工事等につきましても、町内業者を一番に優先に取り扱ってきており

ます。ということで、私の就任当初から何といってもやっぱり町内の業者を優先する

ということで、それぞれの担当課に話をしておりますので、今回のこの工事につきま

しても、町内業者を優先的に、そういった形で進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

〇議長（橋永芳政君） ２番議員。 

〇２番議員（北原浩一郎君） はい。ありがとうございます。町長のその御意向ですかね、

本当にありがたいと思います。実際は新庁舎の建設が進んでおるわけですけれども、

なかなか地元の業者が携わってるところがなかなか見えないという声がたくさんあ

ったもんですから、その追加工事につきましては、是非、町内の業者ということを要

望したいと思いました。それで、質問をしたところでした。終わります。 

〇議長（橋永芳政君） ほかにありませんか。 

             ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 
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以上で質疑を終わります。 

ただいまから討論を行います。討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５０号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５０号、令和３年度南関町一般会計補正予算（第２号）について

は、原案のとおり可決されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 11 議案第 51 号 令和 3 年度南関町国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）に

ついて 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１１、議案第５１号、令和３年度南関町国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。 

ただいまから討論を行います。討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５１号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５１号、令和３年度南関町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）については、原案のとおり可決されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 12 議案第 52 号 令和 3 年度南関町介護保険事業特別会計補正予算（第 2 号）に

ついて 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１２、議案第５２号、令和３年度南関町介護保険事業特別会

計補正予算（第２号）についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 
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質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 

以上で質疑を終わります。ただいまから討論を行います。 

討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５２号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５２号、令和３年度南関町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号）については、原案のとおり可決されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 13 議案第 53 号 令和 3 年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）

について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１３、議案第５３号、令和３年度南関町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 

以上で質疑を終わります。ただいまから討論を行います。 

討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５３号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５３号、令和３年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）については、原案のとおり可決されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 14 議案第 54 号令和 3 年度南関町下水道事業補正予算（第 2 号）について 
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〇議長（橋永芳政君） 日程第１４、議案第５４号、令和３年度南関町下水道事業補正予算

（第２号）についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 

以上で質疑を終わります。ただいまから討論を行います。 

討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５４号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５４号、令和３年度南関町下水道事業補正予算（第２号）につい

ては、原案のとおり可決されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 15 議案第 55 号 物品売買契約の締結について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１５、議案第５５号、物品売買契約の締結についてを議題に

します。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

〇議長（橋永芳政君） ３番議員。 

〇３番議員（中村正雄君） はい。指名入札のですね、進め方について質問します。内閣官

房長官からの通達などで、デジタル化を進めるためには、ベンダーロックインの発注

方式からの脱却を求めて通達が行ってると思いますけども、そういったベンダーロッ

クインをしている環境庁では、ＩＴ業界では、そういうベンダー以外がですね寄り付

かなくなってしまって、一社応札の状態になるというふうに言われてます。今回の指

名入札もですね、一社応札の状態で終わっております。先般の全協でも理由を聞いた

ところ、半導体が不足の状態下での減少だというふうな答弁をいただきました。けど

も、そのあと業界の方にですね聞いてみると、この時期にこのくらいの台数で、そん

な状態にはないんじゃないかという見解をいただきました。質問は、このベンダーロ

ックイン状態からですね、脱却ということを内閣省なんかも求めてますけども、これ

の取組方っていうのは進められている中での今回の入札だったんでしょうか。 

〇議長（橋永芳政君） 総務課長。 
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〇総務課長（古澤 平君） 一社大手ベンダーに偏らないというところだろうと思いますけ

れども、今回の物品の入札につきましては、あくまでも物品の入札でございますので、

販売業者のほうに入札を行っております。その中で、ランクでいきますと７００万と

いうことでＣランクの通常はＣランクの業者を指名を行いますけれども、町内業者さ

んも含めたところでですね、今まで納入実績のあるＣランクまでの業者さんのほうを

指名を行っております。その中で、今回、一社応札ということでしたので、事情を確

認いたしましたところはっきりと納入できる確約が出来ない限りは応札出来ないと

いう回答がございました。例えばそのメーカーを今回、参考といたしまして富士通の

メーカーを参考資料の中に入れておりましたけれど、これにつきましては、町が今、

職員が使っておりますノート型のパソコンが富士通であること、Ｗｉｎｄｏｗｓを利

用していることを考慮してですね、一つは利便性。それからもう一つはセキュリティ

ー面からそういう指定を行っておりますので、これがベンダー指定というふうなとこ

ろでは考慮しておりません。今後も、その用途に応じた入札の方法をですね、指名の

ほうを行っていきたいというふうに考えております。 

〇議長（橋永芳政君） ３番議員。 

〇３番議員（中村正雄君） 今の答弁をお聞きしてますと、何で内閣省がですねベンダーイ

ンロック状態からやめろというふうなことを言われてるのかちょっと、理解と私の理

解とちょっとかなり違うような気はするんですけども。やっぱりデジタルの世界とい

うのはどんどんどんどんと技術革新が激しくてそういう中でですね、やっぱり最新の

トレンドといいますか、技術技術力の高いところを導入していく、それと一社に偏ら

ずオープンなシステムをですね、組み入れることによって、結局、デジタルなります

と一つの町だけじゃなくて隣の町とか全国つなぐ、そういうオープン性というのが必

要になりますので、そういったところでロックイン状態を解消していきましょうとい

うことだと思うんですね。それでそのロックイン状態を解消していく一つの手段、こ

れいろんな形があると思うんですけども一つの手段として今回やられたのは、 

〇議長（橋永芳政君） 質問者。執行部が答えたんですが、それについて自分の思いを何と

申しますか、言われるのはちょっと芯外でちょっとずれとっとじゃなかっでしょうか。

質問に対して。 

〇２番議員（中村正雄君） はい、やめます。 

ほかにございませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 

以上で質疑を終わります。ただいまから討論を行います。 

討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 
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これから、議案第５５号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５５号、物品売買契約の締結については、原案のとおり可決され

ました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 16 議案第 56 号 南関町過疎地域持続的発展計画を定めることについて 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１６、議案第５６号、南関町過疎地域持続的発展計画を定め

ることについてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 

以上で質疑を終わります。ただいまから討論を行います。 

討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

討〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５６号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５６号、南関町過疎地域持続的発展計画を定めることについては、

原案のとおり可決されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 17 議案第 57 号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１７、議案第５７号、定住自立圏形成協定の一部を変更する

協定の締結についてを議題にします。 

本案は、提案理由の説明が終わっていますので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。 

以上で質疑を終わります。ただいまから討論を行います。 

討論はありませんか。 
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          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第５７号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５７号、定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結につい

ては、原案のとおり可決されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 18 議員派遣の件について 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１８、議員派遣の件についてを議題にします。 

お諮りします。 

議員派遣の件については、御手元に配りましたとおり、派遣することにしたいと思い

ます。なお、日時、場所等の変更が生じた場合は、議長に御一任いただきたいと思い

ますが、御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議員派遣の件は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しま

した。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 19 委員会報告について 

      「総務産業常任委員会・陳情付託の件」 

       陳情第 2 号 （平成 30 年 5 月 31 日受理）米田地域の道路改良工事等の早期

実施を求める陳情 

〇議長（橋永芳政君） 日程第１９、委員会報告についてを議題にします。 

総務産業常任委員会に付託しました陳情第２号（平成３０年５月３１日受理）「米田

地域の道路改良工事等の早期実施を求める陳情」について、委員長より審査結果報告

書が提出されていますので、報告を求めます。 

総務産業常任委員会委員長、立山比呂志君。 

〇４番議員（立山比呂志君） 令和３年９月１０日。南関町議会議長、橋永芳政様。 

南関町総務産業常任委員会委員長、立山比呂志。 

陳情審査報告書。 

本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、議会規則第９

４条の規定により報告します。 

受理番号、陳情第２号。 
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付託年月日、平成３０年６月１２日。 

件名、米田地域の道路改良工事等の早期実施を求める陳情。 

審査の結果、継続。 

委員会の意見、工事の実施状況を見守り早期に工事完了を進める為。 

以上でございます。 

〇議長（橋永芳政君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

             ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。 

ただいまから討論を行います。討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから陳情第２号を採決します。 

お諮りします。 

この陳情に対する委員長報告は、継続審査とすることです。委員長報告のとおり、継

続審査とすることに賛成の方は、御起立願います。 

          ［ 賛成者起立 ］ 

〇議長（橋永芳政君） 全員起立です。 

したがって、陳情第２号、平成３０年５月３１日受理、米田地域の道路改良工事等の

早期実施を求める陳情は、継続審査とすることに決定しました。 

          ―――――――〇――――――― 

 日程第 20 委員会報告について 

      「文教厚生常任委員会・陳情付託の件」 

       陳情第 4 号 （令和 3 年 8 月 10 受理）「コロナ禍による厳しい財政状況に対

処し地方税財源の充実を求める意見書」 

〇議長（橋永芳政君） 日程第２０、委員会報告についてを議題にします。 

文教厚生常任委員会に付託しました陳情第４号（令和３年８月１０日受理）「コロナ

禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」について、委員

長より、審査結果報告書が提出されていますので、報告を求めます。 

文教厚生常任委員会委員長、井下忠俊君。 

〇６番議員（井下忠俊君）報告します。令和３年９月１０日。南関町議会議長、橋永芳政様。 

南関町文教厚生常任委員会委員長、井下忠俊。 

陳情審査報告書。 

本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、会議規則第９

４条の規定により報告します。 

受理番号、陳情第４号。 

付託年月日、令和３年９月６日。 
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件名、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書。 

審査の結果、採択。 

委員会の意見、地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供するには、地方税財

源の確保が必要である為。以上です。 

〇議長（橋永芳政君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

             ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。 

ただいまから討論を行います。討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから陳情第４号を採決します。 

お諮りします。 

この陳情に対する委員長報告は、採択とすることです。委員長報告のとおり、採択と

することに賛成の方は、御起立願います。 

          ［ 賛成者起立 ］ 

〇議長（橋永芳政君） 全員起立です。 

したがって、陳情第４号、令和３年８月１０日受理、コロナ禍による厳しい財政状況

に対処し地方税財源の充実を求める意見書については、採択とすることに決定しま

した。 

          ―――――――〇――――――― 

〇議長（橋永芳政君） お諮りします。 

ただいま文教厚生常任委員長他から、議員提出議案第１号「コロナ禍による厳しい財

政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について」など６件が提出されま

した。これらを日程に追加し、追加日程第１から追加日程第６として、議題にしたい

と思いますが、御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議員提出議案第１号、「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税

財源の充実を求める意見書について」など６件を日程に追加し、議題とすることに決

定しました。職員に議案の配付をさせます。 

          ［ 議案書配付 ］ 

〇議長（橋永芳政君） 議案名を事務局長に朗読させますので、御確認ください。 

議会事務局長。 

          ［ 議案書朗読 ］ 

〇議会事務局長（橋本清孝君） 

それでは、追加日程第１から追加日程第６までの議案名を読み上げます。 
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追加日程第１、議員提出議案第１号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税

財源の充実を求める意見書（案） 

追加日程第２、閉会中の継続審査について総務産業常任委員会、陳情付託の件、陳情

第２号、平成３０年５月３１日受理、米田地域の道路改良工事等の早期実施を求める

陳情 

追加日程第３、閉会中の継続調査について、文教厚生常任委員会 

追加日程第４、閉会中の継続調査について、総務産業常任委員会 

追加日程第５、閉会中の継続調査について、広報常任委員会 

追加日程第６、閉会中の継続調査について、議会運営委員会 

以上であります。 

〇議長（橋永芳政君） 配付漏れはありませんか。 

             ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 配付漏れなしと認めます。 

 追加日程第 1 議員提出議案第 1 号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源

の充実を求める意見書」（案） 

〇議長（橋永芳政君） 追加日程第１、議員提出議案第１号、コロナ禍による厳しい財政状

況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（案）を議題にします。提案理由の説明

を求めます。文教厚生常任委員会委員長、井下忠俊君。 

〇６番議員（井下忠俊君） 議員提出議案第１号、令和３年９月１０日。南関町議会議長、

橋永芳政様。 

提出者、南関町議会議員井下忠俊、賛成者、南関町議会議員西田恵介、賛成者、南関

町議会議員北原浩一郎、賛成者、南関町議会議員中村正雄、賛成者、南関町議会議員

立山比呂志、賛成者、南関町議会議員杉村博明、賛成者、南関町議会議員打越潤一、

賛成者、南関町議会議員鶴地仁、賛成者、南関町議会議員境田敏高、賛成者、南関町

議会議員橋永芳政。 

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（案）上記

の案件を南関町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり提出します。 

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（案）新型

コロナウイルス感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済

的・社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中で、地方財

政は、来年度においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。

地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用

対策、防災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が

見込まれる社会保障等への対応に迫られており、このためには、地方税財源の充実が

不可欠である。よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に

向け、下記事項を確実に実現されていくよう、強く要望する。記。 
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１、令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の

基本方針２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質

的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増

大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがないよう、十分な総額

を確保すること。 

２、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直

しは、断じて行わないこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊

急経済対策として講じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来国庫補助金等に

より対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来を持って確実に終了

すること。 

３、令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令

和２年度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。 

４、令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時

的軽減の延長について、更なる延長は断じて行わないこと。 

５、炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税と

して地方に税源配分すること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

令和３年９月１０日。衆議院議長大島理森様、参議院議長山東昭子様、内閣総理大臣

菅義偉様、総務大臣武田良太様、財務大臣麻生太郎様、経済産業大臣梶山弘志様、内

閣官房長官加藤勝信様、経済再生担当大臣西村康稔様。熊本県南関町議会。以上です。 

〇議長（橋永芳政君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

             ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。 

ただいまから討論を行います。討論はありませんか。 

          ［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 討論なしと認めます。 

これから、議員提出議案第１号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、議員提出議案第１号、コロナ禍による厳しい財源状況に対処し地方税財

源の充実を求める意見書（案）は、原案のとおり可決されました。 

          ―――――――〇――――――― 

 追加日程第 2 閉会中の継続審査について  

       「総務産業常任委員会・陳情付託の件」 
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       陳情第 2 号 （平成 30 年 5 月 31 日受理）米田地域の道路改良工事等の早期

実施を求める陳情 

〇議長（橋永芳政君） 追加日程第２、閉会中の継続審査の件を議題にします。 

総務産業常任委員会委員長から、委員会において審査中の陳情第２号、平成３０年５

月３１日受理の事件について、会議規則第７５条の規定によって、御手元にお配りし

ました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申出があります。 

お諮りします。 

委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、委員長の申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

          ―――――――〇――――――― 

 追加日程第 3 閉会中の継続調査について 

〇議長（橋永芳政君） 追加日程第３、閉会中の継続調査の件を議題にします。 

文教厚生常任委員会委員長から、会議規則第７５条の規定によって御手元にお配り

しました「所管事務に係る調査事項」について、閉会中の継続調査の申出があります。 

お諮りします。 

委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

          ―――――――〇――――――― 

 追加日程第 4 閉会中の継続調査について 

〇議長（橋永芳政君） 追加日程第４、閉会中の継続調査の件を議題にします。 

総務産業常任委員会委員長から、会議規則第７５条の規定によって、御手元にお配り

しました「所管事務に係る調査事項」について、閉会中の継続調査の申出があります。 

お諮りします。 

委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

          ―――――――〇――――――― 

 追加日程第 5 閉会中の継続調査について 

〇議長（橋永芳政君） 追加日程第５号、閉会中の継続調査の件を議題にします。 

広報常任委員会委員長から、会議規則第７５条の規定によって、御手元にお配りしま

した所管事務に係る調査事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 
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お諮りします。 

委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

          ―――――――〇――――――― 

 追加日程第 6 閉会中の継続調査について 

〇議長（橋永芳政君） 追加日程第６、閉会中の継続調査の件を議題にします。 

議会運営委員会委員長から、会議規則第７５条の規定によって御手元にお配りしま

した本会議の会期日程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申

出であります。 

お諮りします。 

委員長から申出のとおり、継続調査とすることに御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

          ―――――――〇――――――― 

〇議長（橋永芳政君） 以上で、本会議に付議されました案件は全て終了しました。 

お諮りします。 

会議規則を第４５条の規定によって、今、会期中の発言訂正等の字句の整理について

は、その整理を議長に御一任いただきたいと思いますが御異議ありませんか。 

          ［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議長（橋永芳政君） 異議なしと認めます。 

したがって、会議規則第４５条の規定によって、処理することにいたします。 

これで、本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

令和３年第５回南関町議会定例会を閉会します。 

起立。礼。お疲れさまでした。 

             ―――――――〇―――――― 

               閉会 午前 10 時 56 分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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